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第一章　危難を助ける魔王様







「こんにちはです！　ボクはエイム！　立派な魔王を目指して修しゆ行ぎよう中の身なのです！」

　場ば違ちがいに明るく、そして幼い声で、突とつ如じよ現れた少女はそう名乗った。

　年としの頃ころは、八歳さいくらいだろうか。勢いよく一礼してから上がった顔には、人ひと懐なつっこい笑えみが浮うかんでいる。肩かたに届く辺りで適当に切られた感のある髪かみは、全すべての光を吸い込んでしまいそうなほどの漆しつ黒こく。真しん紅くの大きな瞳ひとみとの対比で、お互たがいが際きわ立だって見える。

　メイは、思わずその姿に見入ってしまっていた。幼いながらに少女の顔立ちは恐おそろしく整っており、天使……あるいは人の心を惑まどわす悪あく魔まが、突とつ如じよ舞まい降おりたかのよう。僅わずかに差し込む陽ひの光が大樹の枝に立つ少女を照らしている事も、その光景の非現実感に拍はく車しやをかけている。メイだけでなく、誰だれもが呆ぼう然ぜんと少女を見上げていた。

　結果、場を不思議な沈ちん黙もくが支配することとなる。

「……？　あの」

　そんな中、当の少女が不思議そうに首を傾かしげた。

「みなさん、とーぞくだん、とゆーので合ってるですよね？」

　どこか舌っ足らずな言葉に一いつ瞬しゆん理解が及およばないが、すぐに脳内で補完される。

　盗とう賊ぞく団だん。

　その単語として認にん識しきするに至って、メイはようやく自身が置かれている状じよう況きようを思い出だした。そう……バーキャ王国第八王女たるメイ・スキュールは今現在、絶体絶命のピンチに陥おちいっている真っ最中なのだった。

　学園が長期休みに入ったために、学園都市フロートから自国の王都へと帰るための道すがら。レングスの森――辛かろうじて馬車が走れる程度の山道が敷しかれているだけの深い森である――を通っている途と中ちゆうで、メイの乗った馬車が賊ぞくに襲おそわれたのだ。更さらに、雇やとっていた護衛まで裏切るというオマケ付き。

　メイも剣けんを抜ぬいて応戦するも、相手はかなりの手て練だれだった。しかも、二十人は超こえている集団だけに多勢に無勢だ。それでもその碧あおの瞳は些いささかも戦意を失わず、度たび々たび芸術品に例えられる美しい顔に必死の形相を浮かべて半数近くは斬きり伏ふせた。しかしその頃には身を包つつむ軽けい鎧がいはもちろん陶とう磁じのような肌はだにも幾いくつも傷が出来ており、すっかり上がった息で豊満な胸は大きく上下している状態となっていた。腰こし近くにまで伸のびる柔やわらかにウェーブがかった金きん髪ぱつも、返り血と自らの血で随ずい所しよが赤く染まっている。

　十六歳の少女としては規格外と言えるほどに善戦するも、ついには剣を弾はじかれ決定的な隙すきを晒さらしてしまった時……頭上から、件くだんの少女の声が降ふってきたというわけだ。

　賊たちの注意も一いつ斉せいにそちらへと向いたため、メイとしては声に救われた形ではある。

「っ！」

　我に返ったメイはまず後ろに跳とんで、賊から距きよ離りを取った。

「……チッ」

　メイに迫せまっていた男の口から、小さく舌打ちの音が漏もれる。どうやら、メイとほぼ同時に我を取とり戻もどしたらしい。

「てめぇら、ガキごとやっちまうぞ！」

　男の一人が、そんな号令を発した。粗そ雑ざつな物言いではあるが、周囲に向ける目は恐ろしいほどに冷めきっている。その指示に従い、賊たちの半分が統とう率そつの取れた動きで樹上の少女の方へと向き直った。

「キミ、逃にげて！」

　少女を助けるべく駆かけ出そうとするメイだが、残る半数の賊がそれを阻はばむ。

「どきなさい！」

　目の前の男へと斬りかかるも、気が急せくあまりメイの動きは少々荒あらくなっていた。その隙を狙ねらって、別の男がメイに向けて細長い形状の炎ほのおを放つ。第三階位魔ま法ほう《炎えん矢や》。その習得難度の低さと魔法展開の速度から、対人戦せん闘とうにおいてはよく用いられる魔法だ。

　すなわち、メイとて見慣れた魔法ということでもある。

「はっ！」

　踏ふみ込みを緩ゆるめず、メイは魔法を斬った。

　空中で、炎の矢が霧む散さんする。

「なっ……!?」

「せっ！」

　驚おどろいた様子で固まった男を、すぐさま斬り伏せた。そのまま、周囲を牽けん制せいしながら少女の方へと向かう。が、既すでに賊たちは少女を中心に散開して《炎矢》を構築済み。四条の炎が、それぞれ別の方向から少女を狙っている。

（剣撃消しよう滅めつ接近投とう擲てきダメどれも間に合わない……なら私が盾たてになって私が私が私が！）

　脳を高速回転させて彼かの女じよを助ける術すべを探さぐり、せめてその身で以もっていくつかの《炎矢》を受けようと動きながら……メイは、ふと気付いた。

　窮きゆう地ちにあるにも拘かかわらず、少女がむしろその笑みを深めていることに。

「攻こう撃げきしてきてくれるですか。なら、ちょーど良いいです」

　どこか安心したかのような笑え顔がおを浮かべた少女が、やはり場違いに明るい口調で続ける。

「ししょーが、言ってたです」

　そんな少女に向けて四つの炎の矢が射出され、彼女の小さな身体からだへと突つき刺ささった。

　突き刺さった……かに、見えた。

「自分から、攻撃してくるよーな輩やからは」

　しかし実際の所、いつの間にか炎の矢は全て少女の手によって握にぎり潰つぶされていた。

「自分がぶっ殺されても文句は言えないって」

　少女の表情は、笑顔のまま変わらない。

　けれどなぜか、メイの背筋にゾクリと悪お寒かんが走った。

「だからボクも、安心して攻撃できるです」

　少女の腕うでが、霞かすむ。腕を振ふったのだとメイが認識できたのは、《炎矢》を放った四人が、自身の放った物の数倍はあろう巨きよ大だいな炎に包まれて声もなく崩くずれ落おちた後だった。辛うじてまだ息はあるようだが、男たちの身体は大部分が黒くろ焦こげとなっている。

「あ、今のでも生きてるですね。じゃあ、もうちょっと力入れても大だい丈じよう夫ぶです？」

　まるで虫でも観察しているかのような調子で少女はそう呟つぶやく。

　次いで、今度は少女の全身が霞んで見えた。

「がっ!?」

「ぎゃっ!?」

「ぐ!?」

　周りから、断続的に男たちの呻うめき声ごえが上がる。

　文字通り、瞬まばたき一つを挟はさんだ後。

　今しがたまでメイを囲んでいた十人以上の賊たちは、一人残らず倒たおれ伏ふしていた。

「……はぇ？」

　間ま抜ぬけな声は、メイの口から我知らず漏れ出でたものである。

　呆ほうけたメイの視界の中で、唯ゆい一いつ立っている小さな体たい躯く。

　その顔には、変わらず無む邪じや気きな笑顔があった。

「キミは……？」

　大半が機能していない思考の中で、メイは辛うじてそう尋たずねる。

「はいです！　ボクはエイム！　立派な魔王を目指して修行中の身なのです！」

　少女は、現れた時と全く同じ名乗りを上げた。

　嬉うれしげに、誇ほこらしげに。










　これが。

　メイと、後に魔王へと至る少女の出会いであり。

　メイの人生に多大な影えい響きようを及ぼすこととなる、『彼かれ』との邂かい逅こうに繋つながる序章であった。







第二章　魔王を育てる勇者様







　立派な魔王を目指して修行中だと自己紹しよう介かいした少女、エイムとの出会いから数秒後。

「ちょちょちょ、ちょっとちょっとちょっと!?」

　そのエイムに抱かかえられ、メイは叫さけんでいた。

　抱えるというか、両手でメイの背中を支えて頭の上に掲かかげるという荷物を担かつぐような形だ。そんな体勢のまま、エイムは風を切って森の中を駆け抜けている。木々を避さけてジグザグに進んでいるにも拘わらず速度は一度も減じられる事なく、しかも安定感は抜ばつ群ぐんでメイにはほとんど揺ゆれすらも感じられない。おかげで舌を噛かむこともなくある意味快適な移動ではあるのだが、しかし。

「なんで私を、どこに運んでるの!?」

　わけもわからずいきなり担がれた身としては、そう叫びたくもなるというものだ。

「はい！　ししょーのとこにです！」

「し、ししょー……？　って、えっと……師し匠しよう、ということでいいのかしら……？」

　後半の問いにのみ答えてくれたようだが、結局何もわかっていないに等しい。

　しかし、そんな謎なぞの疾しつ走そうも間もなく終わりを迎むかえることとなった。

「ししょー！　エイム、ただいま戻ったです！」

「わきゃ!?」

　それまでの勢いを完全に殺す形でエイムが急激に止まったため、メイの身体が宙へと放ほうり出される。どうにか受け身を取ることが出来たのは、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものと言えよう。

　視界の端はしで、エイムがビシッと敬礼のポーズを取るのが見えた。

「んはは、随ずい分ぶん遅おそかったじゃねーか弟で子しっ子よー。ここら一帯ランニングするだけで、どんだけ時間かかってんだって話よ」

　身を起こしたメイは、頭上から降ってきた声に顔を上げた。

　わしゃわしゃとエイムの頭を撫なでる青年の姿が目に入ってくる。メイよりも幾いく分ぶん年上、十八歳くらいだろうか。その肌は、淡あわく黄き味みがかったような色合いに見えた。エイムと比すればやや色の浅い黒くろ髪かみは、彼女より更に雑な感じに首筋辺りで切られている。同じく黒色の瞳を有する目は、笑みの形に細められていた。ニヤけたような口元と合わせてやけに軽けい薄はくな印象を受けるが、顔立ち自体は悪くないと言える。エイムのように現実離ばなれした美しさはないが、それが逆に親しみを感じさせた。

「ほんで、何よそれ？」

　軽薄な笑みを浮かべたまま、青年がメイへと目を向ける。もっともそれも一瞬だけで、青年の視線はすぐに再びエイムの方へと戻ったが。

「はい、ししょー！　女性です！」

　心地ここちよさそうに頭を撫でられていたエイムが、右手を挙げて元気よく答えた。

「そういうことを聞いてるんじゃねー。何で拾ってきたんだよって話な？」

　どこかずれたエイムの回答に、青年は特段気分を害した様子もなく尋ね直す。

「はい、素す手ででです！」

　今度はグッと拳こぶしを握って、エイムが再度答えた。

「手段を聞いてんじゃねー、理由を問うてんだ。ｈｏｗじゃなくてｗｈｙ。オーケイ？」

「はい、おーけぇです！」

　何を言っているのかはイマイチわからなかったが、なんとなくエイムがわかってなさげに思えるのはメイの気のせいだろうか。

「んで？」

　首を傾かたむけることで、青年がエイムに答えを促うながした。

「はい！　走ってる途中にとーぞくだんがいたので、ぶっ飛ばしたです！　その人はとーぞくだんに襲われてたので、拾ってきたです！」







[image: ]







　屈くつ託たくなく笑い、エイムはそう報告する。

「なるほどな」

　青年が、それに対して一つ頷うなずいた。

「そんじゃ、拾った場所に返してきなさい」

　そして、一いつ切さい表情を変えることなくそんなことを口にする。

　丸っきり、犬いぬ猫ねこでも拾ってきた子供に対する保護者の言い様だ。自分のことを言われているにも拘わらず、メイは二人の会話をただ呆然と聞いていることしかできなかった。

「でもししょー、とーぞくだんをぶっ飛ばした後は金目のモノを回収するよーに、っていつも言ってるです？　だから、えーと……」

　何かを思い出すように、エイムは視線を上方に彷徨さまよわせる。

「ブロブ帝てい国こく？　では奴ど隷れい制度があって、若い女の人は高く売れるって聞いたです」

　次いで、そのくりっとした大きな目をメイの方へと向けた。

「なら、これも金目のモノにならないです？」

「んなっ……!?」

　衝しよう撃げきを受けたかのように、青年は顔を片手で覆おおって上体を仰のけ反ぞらせる。エイムの、無む邪じや気きな口調の割にやたらエグい発想に驚いたのか……と、メイは思ったが。

「まさに、魔王的発想……！　お前、天才かよ……！」

　驚いたは驚いたようだが、その方向性はメイの思ったものとだいぶ違ちがっていた。

「えへへ、ししょーのきょーいくの賜物です！」

「パねぇな俺おれの教育……俺の想像すら超える怪かい物ぶつを作り上げようとしてやがる……！」

　恐れ慄おののくような口調で呟きながら、青年はグリグリと乱暴にエイムの頭を撫でる。髪が乱れることなど気にも留めていないようで、エイムは蕩とろけるような笑顔を浮かべていた。

「なるほど、そういうことなら……」

　一つ頷き、メイの方に向き直る青年。膝ひざを突つき、メイに向けて手を差し出す。

「大丈夫ですか、お嬢じようさん？」

　先ほどまでの軽薄な笑みは引っ込み、そこに浮かぶのは実に紳しん士し的てきで優やさしげな笑みだった。大変胡う散さん臭くさい事この上ない。

「今の一連の会話を聞いて大丈夫だと思えるほど、頭お花畑じゃないんだけど？」

　言いながらも差し出された手を取ると、意外な力強さで青年がメイを引き上げた。

「ん……？」

　立ち上がったメイの顔を、青年が無ぶ遠えん慮りよに見つめてくる。

　顔をジロジロと見られることについては割と慣れているメイだが、その視線はいつも浴びているようなものとは種類が異なるように感じた。陶とう酔すいするものでも下げ卑びたものでもなく、懐なつかしむような……それでいて、どこか悲しみのような感情が混じったような目。メイを通して、他の誰かを見ているようにも感じられた。彼の顔に浮かぶのは、先ほどまでの軽薄な笑みでも、今しがたの胡散臭い紳士的な笑みでもない、無表情。

　一瞬だけ、青年の視線が下方に向いた。見たのは、メイが腰に下げた宝ほう剣けんか。

「アンタ、バーキャの王族……か？」

「あら、よくわかったわね？」

　今のメイは、一いつ般ぱんに出回っているような布製の鎧よろい下したの上に軽鎧を身に着けただけの旅装だ。先の襲しゆう撃げきのせいで髪は乱れ、其そ処こ此こ処こに埃ほこりや血も付着している。両手を肘ひじ近くまで覆う手て袋ぶくろだけは王族ご用よう達たしの非常に仕立ての良いものだが、それも今は薄うす汚よごれて本来の純白からはかけ離はなれた色合いとなっていた。なかなかに、一いつ般ぱん的てきにイメージされる王族の姿とは遠いものと言えよう。

「わぁ、お姫ひめ様さまです!?」

　どこかで会ったことでもあったかしら……？　と尋ねようとしたメイだが、エイムの歓かん声せいによってその機会を逃のがすこととなる。

「それなら、とっても高く売れそうです！」

　しかも、歓声の理由もまたメイの思ったものとだいぶ違っていた。

「売る前提で話さないでもらえるかしら……？」

　やや口元をヒクつかせた後、仕切り直すためメイは軽く咳せき払ばらいする。

「改めて……さっきは危ないところを助けてくれて、どうもありがとう」

　次いで、エイムに向けて深く頭を下げた。

「いえいえ～です！」

　そう返すエイムの笑みは、つい今しがた物ぶつ騒そうなことを言っていたとは思えないほどに無邪気なものだ。

　メイも軽く微笑ほほえんだ。

「私は、メイ・スキュール。バーキャ王国の第八王女よ。今すぐ渡わたせるものがないのが心苦しいんだけど……このお礼は、王都に帰ればきっとするわ。私を奴隷として売るよりは随ずい分ぶん多めに、ね」

　最後に付け足した言葉を口にする際には、やや苦く笑しよう気味となる。

「なるほどです！　売るよりお得です！」

「わかってもらえて嬉しいわ……」

　無む垢くな笑顔で非常に実利的な納なつ得とくを示すエイムに、メイの苦笑は深まった。

「それじゃあメイさんを、おーと？　まで送ってくです！　ね、ししょー！」

「んはは。ま、しゃあねぇな」

　エイムが見上げた先で肩をすくめる青年の顔には、いつの間にか元の軽薄な笑みが戻っている。

「え、でも……」

　二人の言葉に、メイは躊ちゆう躇ちよした。

　本来であれば、受けないという選せん択たく肢しはありえないほどにありがたい申し出だ。なにせメイは、先の襲撃で馬車も護衛も失っているのだから。一人で森を踏とう破はすることも不可能だとは思わないが、相当苦労することは間ま違ちがいない。

　それでもメイがすぐに頷くことが出来なかったのは、とある懸け念ねんがあったからだ。

「途中で野垂れ死にでもされた日にゃあ謝礼もクソもないかんね。ま、俺らがいりゃドラゴンだろうが魔ま神じんだろうが何が襲ってきても問題ねーから安心しなよ」

　メイの内心を見み透すかしたかのような青年の言葉に、少しドキリとする。

　しかし同時に思い出すのは、先ほど襲しゆう撃げき者しやを瞬またたく間まに倒したエイムの強さだ。

（確かに、あのエイムちゃんと……その師匠だっていうなら、大だい丈じよう夫ぶかな）

　そう思い、自分を納得させることにした。

「ありがとう、助かるわ」

　そして、再び頭を下げる。

「それじゃあよろしく、エイムちゃん……と、えっと……」

「俺は、高たか関ぜき桐きり。こっちの言い方に合わせると、キリ・タカゼキな」

　メイの戸と惑まどいを見て取ったらしい青年……キリが、ここにきてようやく名乗った。

（こっちの言い方……？）

　言い回しは多少気になったが、どこか遠い所の出身なのかとひとまず捉とらえておく。

　改めて見てみれば、二人が着ている服もこの辺りでは見かけないものだ。男女の違いもあってか同じ形状というわけではないが、根底にある意い匠しようは似ているように見受けられる。エイムの衣装がかなり精せい緻ちに作り込まれているのに対して、キリのそれはどこか適当さが感じられる、という差異はあったが。

「気軽に、キーりんって呼んでくれていいぜ？」

「……よろしく、キリ」

　付け足された言葉については聞かなかったことにして、メイは手を差し出した。本来であれば薄汚れた手袋は外すべき場面だが、メイにはそう出来ない理由がある。

「よろしくです、メイさん！」

「よろしくな、姫ひめさん」

　幸いにして、エイムもキリも特には気にしていないようだ。

　メイの手に、小さな手と大きな手が重なった。




　さて、それからしばらく後。

「というわけで、雇った護衛にまで裏切られて散々だったってわけよ」

　メイは、キリに対してこれまでのあらましを軽く話していた。

「んはは、何それウケる」

　何がおかしいのか、キリが例の軽薄そうな笑みを深める。

「つーか、その割には気落ちしたりしてなさそうじゃん？」

　次いで、軽く片かた眉まゆを上げた。

「そんな暇ひまがあれば、次は裏切られても大だい丈じよう夫ぶなように少しでも剣を振るわ」

「おーぅ、前向きー。いいねぇ、そういうの結構好きだぜ？」

「そ、ありがと」

　短く返してから、メイは小さく息を吐はく。

「それに、裏切りに関してはむしろ少しホッとしている部分もあるのよ」

「ほーん？」

　興味があるのかないのか、曖あい昧まいな調子のキリの相あい槌づち。

「相手はかなりの手練だったし、並の護衛じゃきっと返かえり討うちになってたでしょうからね。私のせいで誰かが傷付くのを見るのは偲しのびないもの」

「それが護衛ってもんじゃん？　そもそも、王族なんて護まもられてなんぼっしょ？」

「そうかもしれないけれど……それでも、嫌いやなの」

　それは、メイの信念のようなものだ。メイは王族だからといって、自分の代わりに誰かが傷付くことを平然と受け入れることは出来なかった。

（普ふ通つうなら、王族失格な考え方なんでしょうけれど……まぁ、『出で来き損そこない』らしくていいわよね。私は、これが間違っているとは思わない）

　心中に卑ひ屈くつな思いと、けれど同じくらいの誇らしい気持ちが湧わき上あがる。

「なるほどね」

　キリが浮かべるのは、相変わらずのニヤけるような軽薄な笑みだ。けれど笑みを形作るその目が、なぜかメイの心中を見透かしているように感じられて。なんとなく、メイは目を横に逸そらした。周りの景色が、飛ぶように過ぎていく。

「……ところで」

　話題を変えがてら、先ほどから気になっていることを尋ねることにした。

「何なの、この移動手段……？」

「結構快適っしょ？」

　メイの問いかけに、キリがどこかズレた答えを返す。

　現在メイとキリは、分厚い木の板の上に並んで座すわっている状態だ。そして、板ごと高速で移動している。なるほど揺れはほとんどなく、乗り心地ごこちは至し極ごく良好であると言えよう。

　が、居い心地ごこちの悪さは相当なものであった。

「快適ですかー？」

　なぜなら、板を担ぎ上げて走っているのが年とし端はもいかない少女……エイムだからだ。

「あ、うん、快適は快適だけど……え、何これ？　虐ぎやく待たい？　幼児虐待なの？」

　そう口にはするものの、当のエイムが嬉き々きとした様子なのでメイの口調は戸惑いに満ちたものとなる。

「んはは、失礼な。これも鍛錬の一いつ環かんだっての」

「鍛錬って……」

　口の中でその言葉を転がしながら、メイはエイムと出会った時の光景を思い出していた。

　メイとて、剣の腕にはそれなりに覚えがある。ゆえに余計はっきりとわかるが、あの時エイムが見せた動きは端たん的てきに言って常じよう軌きを逸いつしていた。年ねん齢れいを鑑かんがみずとも、あれほどの強さを持つ者が世界にどれほどいるか。

「……ねぇ。アナタたち、何者なの？」

　ゆえに、メイが次に選んだ疑問の言葉はそれだった。

「エイムちゃんが相当な実力者だってことは、私にもわかる。でも……」

　連れん鎖さ的てきに思い出すのは、エイムの名乗りに付ふ随ずいしていた言葉である。

「魔王を目指して修行中……って、聞こえた気がするんだけど」

　魔王。

　それはメイの知る限り、この世界で最も忌いむべき言葉の筆頭である。

　人類はおよそ千年の長きに亘わたって、魔ま物ものたちを率いて人界を犯おかす魔王の脅きよう威いに晒されてきた……と、伝えられている。約三百年前の大きな戦いで魔王が深手を負って以降、その活動は随分と小規模になった、とも。

　とはいえ魔王軍の動きが全くなくなったわけでもなく、魔王という存在は人々に大きな恐きよう怖ふを与あたえ続けてきた。魔王の脅威から真に人類が救われたのは、英えい雄ゆうミック・サーヴァが魔王を討った、つい三年前の事なのである。

　討とう伐ばつされた後も、今なお魔王とは恐怖の象しよう徴ちようとして人々の間で語られている。

「それって、私の聞きき間違いよね？」

「いや？　合ってるよ？」

　聞き間違いであって欲ほしいという願いも込めたメイの問いは、しかしキリによってあっさりと否定された。

「俺たちはどこにでもいる、魔王を志す少女とそれを育てる好青年さ」

　キリが、したり顔と共に親指で自身を指す。

「まず、アナタが好青年であるという点について幾分疑問の余地があるのだけれど……」

「あ、そこツッコミ入れちゃう？」

「……それは、置いといて」

　楽しげに口元の笑みを深めたキリに対して、メイは表情を改めた。

「アナタたち、どこの出身か知らないけれど。冗じよう談だんでも、そういう事は口にしない方がいいわ。少なくとも私の知る限り、魔王という言葉に眉を顰ひそめない人間は極ごく々ごく少数よ」

「そりゃ、ご忠告どうも」

　そう言って、キリは手をヒラヒラと振る。あくまでも軽い調子ではあるが……それが逆に、メイに疑念を抱いだかせた。

「ねぇ……まさかとは思うけど、本気で言ってるわけじゃないわよね？」

「本気だって言ったら？」

　これもまた、軽い口調。

「……どういうことなのか、聞かせて貰もらえる？」

　それに対してメイの口から出た声は、自分で思っていた以上に重い響ひびきを伴ともなっていた。

「……ふーん」

　キリが、少し意外そうにメイの方を見る。これまでに何度も目を合わせたはずなのに、なぜかメイはその時初めてキリの瞳が自分を映したような気がした。

「な、なに？」

「いや。意外と真しん摯しに問いかけてくるもんだと思ってさ。てっきり、バカにするか不ふ謹きん慎しんだって怒おこってくるかと思ったんだけど」

　そう口にするキリの目が、じっとメイに向けられて。なぜか妙みように気き恥はずかしくなり、メイは思わず目を逸らしそうになるのをどうにか堪こらえた。

「末席とはいえ、私も王族。事の真しん偽ぎを確かめもせず安易な判断なんてしないわ」

　少し早口で、そう言い切る。

「なるほど、そりゃ悪かった」

　さして悪びれた様子もなく、キリは両手を上げて降参のポーズ。

「んじゃあまぁ、話すと長くなるんだが……」

　そんな風に前置くキリに対して、メイは姿勢を正して話を聞く心構えを整える。

「まず、俺って魔王を倒す勇者として異世界から召しよう喚かんされたわけじゃん？」

「……ちょっと待って。なんかさも、そこは共通認識ですよね？　みたいな話し方されても何の事か一切わからないのだけれど」

　メイの心構えは、早さつ速そく一歩目で躓つまずいた。

「そんで、俺はＲＰＧとかだと十分すぎるほどレベルを上げてからボスに挑いどむタイプなわけ。むしろレベル上げこそが本番だと思ってる系男子なわけ」

「聞いてる？　聞いてないわよね？」

「まして今回はガチで自分の命がかかってるわけだしさ、そりゃあもう本気でやるよね。マジでやるよね、レベル上げ。圧あつ倒とう的てきな力を持つに至るまで。十分に、時間をかけて」

「さっきからアナタが何を言っているのか全然わからないわ」

「でまぁ人里離れたとこでしばらく鍛錬やってるうちに、そろそろ大丈夫かなってとこまで仕上がったんだけどさ。やっぱ、いきなり本番いくのは不安じゃん？」

　なぜか語ご尾びは同意を求めるものだが、キリはメイの返事など一切待っていない様子だ。

「そんな時に、《神かみ喰くい》とかいう大層な二つ名持った奴やつが近くで眠ねむってるって噂うわさを思い出してさ。いっちょそいつで力ちから試だめしでもしてみっか、とか思ったわけよ」

「あ、ようやくわかる単語が………………って、ゲホッ!?」

　ホッと息を吐き……かけて、その意味するところを遅おくれて理解したメイが咳せき込んだ。

「《神喰い》って、《神喰い》ディービッツ!?　神話の登場人物じゃない!?　実在したの!?　ていうか時空の狭はざ間まにいるって話だけど、アナタ時空の狭間に行ったの!?」

「いやいや、それは話盛りすぎだって」

　ヘラヘラ笑って、キリは肩をすくめる。

「あの、なんつったっけ……？　セットゥ山？　の火口でめっちゃ普通に寝ねてたぜ？」

「それはそれで相当に凄すごい所だと思うけど……」

　セットゥ山。それは、人類未み踏とうの地の一つだ。かの魔王すら避けたと言われるほどの強力な魔物が跋ばつ扈こし、山を覆う深い森には様々な毒の霧きりが漂ただよい、昼は灼しやく熱ねつ、夜は極ごつ寒かんという異常な気候。実に、一ひと度たび踏ふみ込めば人類の生存確率ゼロと言われる場所である。

「でまぁ、とりあえず寝てるから殴なぐりかかるじゃん？」

　しかしキリは、まるで安宿ででも起こった出来事かのように軽く話を進めている。

「したら、貴様ただ寝てるだけの善良な化物にいきなり襲いかかるとかどんな鬼き畜ちくか!?　ってめっちゃキレられた」

　そう言って、んははと笑う。

「まぁ、それは私でもその立場だったらキレると思うけど……」

　だいぶ引き気味で言ってから、メイは今度も遅れてその言葉の意味に気付いた。

「……って、え？　キレられたの？　《神喰い》に？　どうしてアナタ生きてるの？」

「それは、人はなぜ生きるのかって話？」

「いやそういう哲てつ学がく的てきなやつじゃなくて。《神喰い》って、世界を滅ほろぼすくらいの力を持ってるって話なんだけど？」

「いやいや、だからそれは流石さすがに盛りすぎだって」

　軟なん派ぱな笑みと共に、再びキリが肩をすくめる。

「あれだとめっちゃ頑がん張ばっても、せいぜい大陸一つ消し飛ばせるくらいかな」

「それでも十分凄いんだけど……え、そんなのと戦って生き残ったわけ？」

「ギリ勝てたかんね」

「勝てたんだ……」

「まぁでも、向こうは寝ね起おきで動き鈍にぶってたからさ。万ばん全ぜんの調子だったらどうなってたか」

「それでも互ご角かく相当ではあるんだ……」

「んで、戦った後に友情的なものが芽生えてさ」

「芽生えたんだ……」

　メイは、我知らず半笑い状態となっていた。

「魔ま王おうを倒すにゃ、やっぱもっと鍛きたえないとかなー？　って聞いてみたわけ。したら、魔王？　いやいや、あんなのクソ雑魚ざこだから。ワンパンよゆーよ？　みたいに言うからさ」

「なんかノリが軽いわね《神喰い》……」

「俺もさ。お、じゃあいっちょそろそろ行ってみっかって思ったわけ」

「アナタも軽いわね……なにその、新しい酒場にちょっと行ってみるかみたいなノリ」

　メイの頬ほおが引ひき攣つり始める。

「したら、俺が辿たどり着ついた時にはもう魔王倒されてやがってさ」

　キリが視線を下に向けた。

「残ってたのは、倒れ臥ふした魔王と……」

　意識を向けているのは、木の板を隔へだてた向こう側で走っている幼い少女の存在だろう。

「エイムちゃんがいた、と？」

「ってこと」

　果たして、メイの確かく認にんにキリは小さく頷いた。

「だから俺はその時、そいつを弟子にして新たな魔王として育てようと決めたわけだ」

「…………ちょっと待って、今凄く話が飛ひ躍やくしなかった？」

　メイは左手を自身のこめかみに当てて眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしてそこから、エイムちゃんを新たな魔王に……だなんてことになるの？」

「うん、つまりここからが本題なんだけどさ」

「本題に至るまでの前置きクッソ長かったわね……」

　疲ひ労ろう感を覚え、王女にあるまじき言こと葉ば遣づかいをついつい漏らしてしまうメイである。

「俺、この世界の神様的存在とやらに召喚されて別の世界から来たわけだけどさ」

「さっきも言ってたけど、どういうことなのそれ……？　異世界から召喚された人の話なんて聞いたことないんだけど……」

「一応、字じ面づら上の意味はわかるっしょ？　とりあえずそういうもんだと思って聞きねぇ」

「あぁ、はい……」

　ピシャリと言い切られ、メイは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「ほんで、俺を召喚した時に神様的存在は言ったわけ。貴方あなたは、魔王を倒すために召喚されました。魔王を倒してくれたら元の世界に返します……ってな」

　キリは、裏声で誰だれか――恐おそらくはキリが言う『神的存在』――の声真似まねをしながら語る。どこか小こ馬ば鹿かにした調子に感じられるのは、メイの気のせいだろうか。

「最初は俺もさ。魔王がどこかのどちらさんだかに倒されたってーんで、拍ひよう子し抜ぬけしつつも安あん堵どしたんだよ。まぁ俺の努力は無む駄だになったわけだけど、そんなのはよくある話じゃん？　元の世界に帰れるならそれで結果オーライってなもんさ」

　でも、とキリは続ける。

「魔王が倒されたってーのに、俺イズステイングディスワールド」

　後半はイマイチ理解できなかったが、恐らく元の世界に帰れなかった的な事を言っているのだろうとメイは当たりをつけた。

「待てど暮らせど帰れる気配無し。そこで俺は、こう仮説を立てたわけだ。つまり……」

　言葉を切り、キリが一呼吸置く。

「俺が魔王を倒さないと、元の世界に帰れないんじゃないか……ってな」

　そして、一層ヘラッと笑った。

「でも、魔王倒されたわけじゃん？」

　そう言って、首を左方向へ傾ける。

「でも、魔王倒さないと帰れないわけじゃん？」

　そう言って、今度は首を右方向へ傾ける。

「でも、魔王倒されたわけじゃん？」

　そう言って、首を左方向へ傾ける。

「でも、魔王倒さないと帰れないわけじゃん？」

　そう言って、首を右方向へ傾ける。

「でも、魔王倒されたわけじゃん？」

　そう言って、首を左方向へ傾ける。

「でも、魔王倒さないと帰れないわけじゃん？」

　そう言って、首を右方向へ傾ける。

「でも……」

「ちょ、ちょっと、大丈夫……？」

　全く同じ言葉と仕草を繰くり返すキリに、心配になって声を掛かける。

「大丈夫な奴は、魔王育てるとか頭おかしいこと言わねぇよ！」

　すると、キリはクワッと目を見開いてそう叫んだ。

「それ、自分で言っちゃうんだ……」

「魔王がいないと！　俺が！　元の世界に帰れねぇの！」

　若じやつ干かん引き気味のメイに構わず、キリは振り絞しぼるように叫ぶ。

「というわけ。オーケイ？」

　かと思えば、急に軽薄な笑えみを戻もどしてメイに向け首を傾けた。

「あーその……何と言ったらいいのかしらね」

　何もかもが突とつ拍ぴよう子しのない話すぎて、メイの頭も混乱している。

「けど前の魔王が倒されて、その娘むすめがいるっていうなら、それがもう次の魔王ってことなんじゃないの？　育てる必要なんてあるの？」

　にしても、最初に聞くのがそれかという質問であったとメイ自身も思った。

「なるほど確かに、その説には一理ある。俺も考えないではなかった」

　しかし、キリはさもありなんといった表情で頷く。

「けどさー」

　キリが親指を下向きに立てた。それが指すのは、もちろん己おのれが弟子と呼ぶ少女だろう。

「姫さん、これが魔王ですって言われて、はいそうですかって信じられる？」

　メイは、頭の中でエイムの姿を思い出だす。鮮せん血けつのような真しん紅くの瞳ひとみこそどこか不ふ吉きつな色に見える――それもあくまで見ようによっては、である――かもしれないが、基本的には無邪気で無害そうな笑え顔がおが脳のう裏りに浮うかんだ。

「まぁ、信じられないわね」

　正直に、そう感想を述べる。

「だろ？」

　キリもメイに同意するように頷いた。

「もち、現時点で弟子っ子を倒たおしても元の世界に戻れる可能性はある。けど弟子っ子が魔王の一人ひとり娘むすめであり、前魔王が倒された以上、これが最後のチャンスなわけ。しくじるわけにはいかないじゃん？」

　自身に言い聞かせるように、キリは何度も頷いている。

「よって俺は、弟子っ子を育てることにしたわけだ。誰もが魔王と認める、圧倒的な力と存在感を持つに至るまで。十分に、時間をかけて」

「……なんだか私、似たような事を言って失敗した人の話を聞いた事ある気がするわ」

　聞いた事ある気がするというか、つい今しがたここで聞いた話であった。

「マジで？　なんか俺、そいつと気ぃ合いそうな気がするわー」

「でしょうね」

　なにしろ、当人である。

「ししょー」

　と、そこで下方から声がかかった。

「んはは、ちっと遅おせぇな。検知範はん囲い、普ふ段だんからあと五〇メートルは広げとくように」

「はいです！」

　ただ呼びかけられただけなのに、キリはその用件までも心得ているようだ。

「どうしたの？」

　しかし、当然ながらメイには何のことか皆かい目もく見当も付かない。

「前の方に……あー、どうせもうすぐ見える」

　説明しかけたのを中断して、キリは顎あごで前方を指した。

「……？」

　言われて、メイは前方に向けて目を凝こらす。といっても、凝らすまでもなく生おい茂しげった木々しか見えなかったが……と思っていたら、急に視界が開けた。深い森の中にあって、ちょっとした広場のような空白の場所に出たらしい。

　そんな光景を認にん識しきした直後、メイの背がゾワリと震ふるえた。本能的に感じる、根源的な恐怖。己の直感に従い、メイは周囲に向けていた目を真正面に戻す。円状になっている広場の、ちょうど反対側。一ひと際きわ大きな木の陰かげから、それは現れた。

　巨きよ大だいな熊くま。一言で形容するならば恐らくはその言葉が最もわかりやすいだろう。もっとも、その巨大さは一般的な熊のサイズを大きく逸いつ脱だつしている。全長は木々に隠かくれていて見えないが、四よつん這ばいになった状態での体高だけ見ても二階建ての建物くらいはあるだろう。口から垣かい間ま見みえる牙きばも凶きよう悪あくなまでに大きく、一噛かみされるだけ人の身体からだなどズタズタに切きり裂さかれることは間違いない。体毛には動物っぽい柔やわらかさなど皆かい無むで、刃やいばが密集しているかのよう。目は赤一色、白目に当たる部分は存在しない。

「キングベア……！」

　気の早い脳が――あながちそうとも言えないかもしれないが――走そう馬ま灯とうの如ごとく流す過去の記き憶おくの中から、メイは目の前の生物に該がい当とうする名前を見つけ出す。その名に冠かんする『キング』の名に偽いつわりなく、ベア系で最も強力な魔物だ。バーキャ王国の精せい鋭えいたる魔ま導どう士し団一個中隊を集めて、ようやく対処可能となる相手である。当然、個人で出会った場合は文字通りの必死。抵てい抗こうなり逃にげるなりするくらいなら、神に祈いのりを捧ささげる方がまだ幾いくらかマシかもしれないと言われている。

　もっとも、生あい憎にくメイは残された時間を神へと祈ることに費やすほど信心深くもなければ潔いさぎよくもなかったが。

（賊ぞく相手に生き残ったかと思えば、今度はキングベアって……今日の運勢、最悪にも程ほどがあるでしょ……！）

　内心で毒づくのもそれだけに留とどめ、集中。

（戦力は三人いえ元はといえば私のために進路を変えてもらったのだからこれは私のせいせめて二人だけでも逃がさないと私が囮おとりになってけど囮でさえも務まるのいえ務めるのよどうにか気を引いて私が私が私が）

　宝剣の柄つかに手をかけたメイの思考が高速で回転する。これは、危険に遭そう遇ぐうした際の癖くせのようなものである。非常時には、考え続けることこそが生存への道を切り開く。己に降りかかる災難を全すべて自身の力で乗のり越こえんとするメイが、自然と身に付けたものだ。

「ししょー、どうするです？」

「んー……そうさねー」

　そんな中、エイムとキリの会話はどこまでも自然体だった。まるで、その日の夕食のメニューでも話し合っているかのような気軽さだ。

「ま、どう戦ったところでちぃと相手が悪すぎ。めんどいし、普通に正面からでいいや」

　そう、相手が悪すぎる。

　にも拘かかわらず、なぜだろうか。

　キリの言いようが、「相手が弱すぎる」と言っているかのように聞こえるのは。

「りょーかいです！」

　気負いも迷いも恐怖も全く感じられないエイムの返答が耳に届くと同時、メイの身体はフワリと浮ふ遊ゆう感に包まれた。数すう瞬しゆん遅おくれて、木の板ごと自分たちが柔らかく宙に放ほうられたのだと気付く。次いで、板の下からエイムが飛び出す姿が視界に入ってきた。エイムは、キングベアに向けて一直線に駆かけていく。

《グブフゥゥゥゥゥ……！》

　恐らくこの場所は、キングベアの縄なわ張ばりなのだろう。ズケズケと踏ふみ込んできた獲え物ものに対して、キングベアは敵意を隠そうともしていなかった。こちらに向けて、四本足での突とつ進しんを開始する。その巨きよ体たいからは考えられないほどに素す早ばやい初動。

　一方のエイムはやはり些いささかもペースを緩ゆるめず、両者の距きよ離りはすぐにゼロとなった。

　キングベアが、エイムの体たい躯くよりも遥はるかに大きい手で獲物を潰つぶさんと腕うでを振ふる。

「ほあー」

　それを避さけるため、エイムは気の抜ぬけるような声と共に跳とんだ。

「とー」

　やはり気の抜けるような声の直後、ズシャ！　という音がメイの耳に届く。

　続いて、ズズゥゥゥゥン……！　という巨大な何かが地面に崩くずれ落おちたかのような音も。

　その間、メイはずっとキングベアの姿を視界に収めていた。

　にも拘わらず、その一連の光景を理解するには少々の時間を要した。

　先ほどまでの威い圧あつ感が嘘うそのように、地に倒れ伏ふしたキングベアは動かない。

　既すでに事切れていることは明白だ。

　当然だろう。

　なにせ、頭部が丸々消きえ失うせているのだから。

　エイムの蹴けりが、その凄すさまじい威い力りよくを以もって跡あと形かたもなく吹ふき飛とばしたのだ。

「ししょー、お肉が沢たく山さんです！」

　素早く踵きびすを返して、メイたちの座る板を音もなく受け止めたエイム。特段誇ほこる様子もない、ただ嬉うれしそうな彼かの女じよの声が下から聞こえてくる。

「おー、めっちゃ硬かたそうだからしっかり下処理しないとなー」

　二人の発言は、災害級の魔物をただの食料としか見ていないものだ。

　その頃ころになって、メイはようやく自分が剣けんの柄を強く握にぎったままだったことに気付く。硬こう直ちよく気味の指を、やや苦心しながら外した。

「アナタたち……何者なの？」

　そして、先ほどと同じ問いを投げかける。

「魔王と、それを育てる勇者様だってばさ」

　キリの回答は先ほどまでの説明を簡潔にまとめたものだったが……先ほどよりも随分、ストンと自分の中に入ってきたようにメイには感じられた。







第三章　多た力りょくを有する師匠様







　キングベアとの遭遇、そしてあっけなさすぎる撃げき破はからしばらく。

　太陽が天頂を通り過ぎて傾かたむき始める頃まで、エイムの疾しつ走そうは続いた。

　その後に始まったのは、キリによるエイムの鍛たん錬れんである。といっても、内容としては只ただひたすらに組手を続けるというものであったのだが。

「おっそーい、もっと回転を意識するようにー」

「はい、です！」

「かっるーい、一いち撃げき一いち撃げきにしっかり体重を乗せるようにー」

「はい、です！」

「あっまーい、当てるなら全部必殺のつもりでやるようにー」

「はい、です！」

　それは、日が赤く染まり始める頃になってもまだ続いていた。

　組手とは言っても、エイムが一方的に攻せめ、キリはただそれを受けるだけだ。しかし、それが言葉ほど簡単ではないことはメイも理解している。なにせエイムの攻めは、メイの目では最大限に集中してもギリギリ追えるかどうかといったくらいに速い。それを、キリは一歩も動かずに捌さばききっているのである。それも、ほとんど絶え間なくエイムに檄げき――というには妙に間延びしているが――を飛ばしながらだ。

　メイはずっと傍かたわらでそれを見学していた形だが、少しも退たい屈くつなどしなかった。荒あら々あらしいはずのそれは不思議とダンスでも踊おどっているかのように優ゆう雅がに見えて、いくらでも眺ながめていられそうだ。同時に、メイの中でウズウズと、とある欲求が膨ふくらんでくる。

「うぃ、ラスイチー」

「はい、です！」

　演えん舞ぶに似た組手も、ついには終わりを迎むかえるようだ。小さな身体のどこにそのような力が内包されているのか、ズン！　と地じ響ひびきすら伴う重い踏み込みと共にエイムが突つきを繰り出した。にも拘わらず、その拳こぶしを受けたキリの掌てのひらはパチンと軽い音を奏かなでただけ。しかし一いつ瞬しゆんの後、キリの身体から後方に向かって衝しよう撃げき波はが駆け抜け、メイの身体の五倍は太かろうという木が三本ほど吹っ飛んだ。恐らく、キリが衝しよう撃げきを後ろに『逃がした』結果なのだろう。

「んはは、最後のはまぁまぁだったな。もうちょっと溜めがあると尚なお良し」

　軽けい薄はくな笑みと共に、キリがポンとエイムの頭に手を置く。

「はぁ……はぁ……はい、です！」

　汗あせだくで息を切らせながらも、エイムは満面の笑みでそれを受け入れていた。

「しっかり汗あせ拭ふけよー」

　そんな言葉と共にキリが何もない空間に手を伸のばすと、そこに黒い穴が現れる。第六階位魔ま法ほう《収しゆう間かん》。異空間に物を収納する魔法だ。当たり前のように使っているがその習得難度はかなりのもので、バーキャ王国の魔導士団でも使用出来る者はそう多くはない。

　黒い穴からキリは柔らかそうな布を取り出し、エイムに手て渡わたす。布からは僅わずかに冷気が漂っており、よく冷やされていることが窺うかがえた。

「ぷあー……」

　心地ここちよさげに、エイムが冷えた布で顔を拭ふく。

「炎えん症しよう起こさないように要所はしっかり冷やす。水分もきっちり補給な。あとほら、ハチミツレモン食っとけ。んで、ストレッチ」

　次々と《収間》から物を出しながら、キリはエイムの手首足首に冷えた布を巻いたり水すい筒とうの水を飲ませたりレモンを咥くわえさせたり手足を伸ばさせたりしていた。なかなかの至いたれり尽つくせりっぷりである。エイムは、気の抜けた表情で為なすがままになっている。

「んじゃ、あとは身体を休めとくように」

「はいですー」

　一通り世話を終えたようで、キリは手近な倒とう木ぼくにエイムを座らせた。その際、フカフカの座ざ布ぶ団とんを敷しく気き遣づかいも忘れていない。

「ねぇ、キリ」

　一段落付いたらしきところを見計らって、メイはキリに声を掛ける。

「もしよければ……私にも、稽けい古こを付けてもらえないかしら？」

「んあ？　姫さんに？」

　意外そうに、キリは片眉を上げた。

「なになに、お転てん婆ば姫ひめ様さまってわけ？」

「王宮にいた頃は、まさしくそんな風に呼ばれていたわ」

　茶ちや化かすキリに、クスリと笑って返す。

「うーん、けどなー。やっても俺おれにメリットねーしなー」

　と、渋しぶった様子を見せるキリだったが。

「ししょー。ボク、ししょーの動きをたまには外から見たいかもです」

「しゃあねぇな、じゃあちょっとだけだぜ！」

　しかし、エイムがねだるとあっさりと了りよう承しようを下した。

「アナタ……いえ、やってくれるというなら私としてはありがたいんだけども……」

　あまりに鮮あざやかな手の平返しに、メイの顔に乾かわいた笑みが浮かぶ。

「んじゃ、どっからでも来ていいぜー」

　メイから少し距離を置いて立ったキリは、チョイチョイとメイに向けて指を動かした。口元に浮かべるのは、相変わらずのニヤけるような笑みだ。それはここまで殆ほとんどずっと絶やされていないもので、別段メイを侮ぶ辱じよくするような意図があるわけではないだろう。

「それじゃ……」

「どうせなら、一番得意なので来れば？　普段は剣使ってるんっしょ？」

　素す手でで構えようとしたメイの腰こし元もとに目をやり、キリがそう言ってくる。

「……これ、装そう飾しよくは入ってるけど儀ぎ礼れい用じゃなくて普通に実戦用よ？」

　メイは、腰こしに下げた豪ごう奢しやな剣を軽く掲かかげて見せた。

「知ってる」

　少しだけ、キリが笑みを深める。

「……？」

　どこか懐なつかしげなその表情に、メイは軽く首をかしげた。

「けど別に、何使っても当たんないから一いつ緒しよっしょ？」

　しかしキリの言葉に、頭を切り替かえる。キリの口調は特段誇るでも挑ちよう発はつするでもなく、至極当然の事を言っているだけという風だ。

「大した自信ね」

「自信っつーか、事実？　俺に攻こう撃げき当てられたら、たぶんこの世界で三番以内くらいには強いって誇っていいぜ？」

　やはり、全く気負った様子もない言葉。

「そこまで言うなら、遠えん慮りよなく」

　頷うなずいて、メイは剣を抜いた。よく磨みがかれた白銀の刀身が夕日の光を反射して輝かがやく。つい数刻前に賊と斬きり結むすんだばかりだというのに、刃こぼれどころか血ち糊のりの欠片かけらも付いてはいない。銘めいこそないものの、王家に伝わる宝ほう剣けんだ。

　目を瞑つぶり、深呼吸しながら集中力を高める。恐らく、本気の本気でかかったところでキリには届かないだろうという予想……いや、確信はあった。しかし自分の剣がどこまで迫せまれるのか、キリがどう対処するのかに興味がある。それに、届かないとわかっていればこそ遠慮無く剣を振るう事も出来るというものだ。

　目を開け、キリの姿をしっかりと確認する。彼かれの腰にも古びた剣が携たずさえられているが、それを抜こうとする気配はなさそうだ。それどころか何かしらの構えを取ることさえなく、ただ自然体で立っているだけである。しかしそこに欠片も隙すきがないことは、エイムとの組手を見学する中で幾いく度どとなく確認していた。

　自身の集中力が高まっていくのを感じる。調子は悪く無い。周囲の景色がぼやけ、音が遠くなった。ただキリを視し認にんすることだけに、意識の全てを割さく。

「はぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　集中力が頂点に達したところで、メイは裂れつ帛ぱくの気合いと共に駆けて剣を振るった。胴どうを狙ねらって薙なぎ払はらう。しかし、それは陽動。本命は、そこから繋つながる切り上げだ。

　その、つもりだった。

　しかし初撃を放ったのと同時に、メイの視界は勢いよく反転した。

「っ!?」

　混乱する頭での処理が追いつかないまま、メイの背中にトスンと軽く何かが触ふれた。反射的に目を動かし、それが地面であることを知る。その段に至ってようやく、メイは自分が転ばされたのだと理解した。それもほとんど衝撃もないほどに、とびっきり優やさしく。

「ま、悪くはないんじゃね？」

「……どうも」

　差さし伸べられたキリの手を取り、引き上げられるのに任せて立った。

「ただ……ちょい、構えてみ」

「えぇ」

　言われるがまま、再び剣を握って構える。

「ちっとだけスタンス広くして……んで、左手もほんのちっと下」

　キリがメイの足を僅かに開かせ、左手を少しだけ柄頭側に移動させた。どちらも、小指の幅はばほどもないくらいの距離だ。

「これで振ふってみ」

「……？　えぇ」

　疑問を感じながらも、言われた通り剣を振る。

「……あら？」

　一度振っただけで、何かが変わっている気がした。数度繰くり返かえすことで、確信する。

「なんだか、随ずい分ぶん振りやすくなったというか……そんな風に思ってなかったけれど、さっきまでの構えが窮きゆう屈くつだった気がしてきたわ」

「姫ひめさん、最近結構急に身長伸のびたんでね？　構えが微び妙みように体格と合ってなかったぜ？」

　その指し摘てきは事実である。おかげで最近、メイは成長痛に悩なやまされているのだ。

「ちょっと見ただけで、よくそこまでわかるものね……」

「んはは、でなきゃ魔王なんて育てらんねーよ」

　キリは冗じよう談だんめかして笑っているが、メイは素す直なおに感心していた。学園の教師でも、ここまで細かい指摘を出来る者はいないだろう。

「ま、姫さんならそのうち自分で気付いたような微び調ちよう整せいさ」

　しかし謙けん遜そんなのか本心なのか、キリはそう言って肩かたをすくめるのみ。

　その表情に、ふと疑問の色が浮かんだ。

「つか、むしろお姫様なのに随分鍛きたえられてんね。ちょっとビックリだったぜ」

「アナタには、届きもしなかったけどね」

「いやだから、俺を基準にすると世界の頂点を争あらそうことになるから」

　普ふ通つうに考えれば大たい言げん壮そう語ごの類たぐいであるその言葉も、キリの実力――恐らくは、その一いつ端たんでしかないのだろう――を体感した今となってはあながち大げさというわけでもない気がしてきているメイである。なにせ、バーキャ王国で一番の剣けん豪ごうと言われている騎き士し団だん長ちようとだってメイは数合程度なら打ち合う事が出来るのだ。

「お姫様ってアレじゃん？　なんかパーティーで愛あい嬌きよう振ふりまいて、政略結けつ婚こんとかして一生お城で誰かに護まもられながら生きてくんじゃねーの？」

　キリの疑問に、メイは頷きを返した。

「確かに、それが普通でしょうね」

　実際、メイの姉達たちなどはそういう人生を歩んでいたしこれからも歩んでいくのだろう。

「でも私は、魔法の使えない『出で来き損そこないの美び姫き』だから」

　メイは、自じ嘲ちようの笑みを浮かべながら告げた。もうとっくに折り合いは付けたつもりなのに、今でもこの話題を口にする時は少し胸が苦しくなる。

「お、おぅ……」

　キリは絶句した様子だ。

　この話をした時の相手の反応は、決まっている。

　同情か、侮ぶ蔑べつだ。

「自分で美姫って言っちゃうのか……」

　しかしキリが浮かべたのはどちらでもなく、ちょっと引いた感じの表情だった。

　魔法を使えない、という点に対してはさほど思うところもない様子だ。

「わ、私が自分で名乗ったわけじゃないわよ。陰で言われてるのをそのまま言っただけ」

　唇くちびるを尖とがらせ反論しながらも、メイはその反応をどこか嬉しく感じている自分に気付く。

「まぁ、自分で言っちゃっていいくらいの美人ではあるけども」
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「……そりゃどうも」

　子供の頃から何千何万回と言われてきたそんな言葉も、妙みように心に響ひびく気がした。少し頬が熱を持ったのを自覚する。

「んで、魔法使えないってのはなんでなわけ？」

　キリが、メイの全身を上から下へとざっと眺めた。

「別に、魔ま力りよく無しってわけでもなさそうだけど」

　どうやったかは不明だが、キリはメイの身体に魔力が存在することを見て取ったらしい。実際、それは何度も受けた宮きゆう廷てい魔ま導どう士しの診しん断だんでも明らかになっていることである。

「お姫様の美しさに嫉しつ妬とした魔ま女じよに呪のろいでもかけられたのかい？」

「そういう、わかりやすい理由があったらもう少しは救いもあったのかもね」

　揶や揄ゆする調子のキリに対して、苦く笑しよう気味にメイは笑った。

「どうして使えないか、わからないの。みんな当たり前に使えるっていうけど、私にはその当たり前がわからない。使い方がわからないから、使えない」

　苦笑と共にメイが浮かべるのは、諦あきらめの感情だ。

「ほーん？」

　どこか訝いぶかしむような表情で軽く首を傾けながら、キリが右手の人差し指を立てた。ポッ、とその指先に炎ほのおが灯ともる。第一階位魔法《起き炎えん》。どれだけ才能がない者でもまず使えると言われるその魔法でさえも、メイには使うことが出来ない。

「ってかさ。魔法を使えないのと、さっきの話に何の関連があるわけ？　どっちにせよ、お姫様が戦うことなんて普通ないじゃん？」

　指先の炎を消した後に、キリが問いを重ねてくる。

「私みたいな例は聞いたことがないから。子供まで『出来損ない』になったら、って考えるとね。そのくせ王女だから、他に妾めかけを取ったりも無礼だってんで出来ないし」

「ほーん？　でも、政略結婚の相手ってどうせ貴族とかっしょ？　子供が魔法使えなくなったところでなんか困ることあんの？」

「バーキャ王国の貴族は、有事の際には自ら戦場に立つ事が求められるの。魔法も使えず戦場に立つなんて、死にに行くようなものよ」

「はー、なるほどね」

　納なつ得とくの色と共に、キリが軽く頷いた。しかし、すぐにその首を再び傾ける。

「けど、中にはそれでもいいって奴やつもいるんじゃねーの？　子供に遺伝するかもわかんねーわけだし」

「まぁ、そうね。だから、理由はもう一つあるんだけど……」

　そこで言葉を切り、メイは肘ひじ近くまである手て袋ぶくろに覆おおわれた自分の手をチラリと見た。

「これは、一応国家機密だから言えないわ」

　それも、事実ではある。けれどそれとは別に、メイはその秘密をキリには出来れば知られたくないと思い始めていた。なぜだかは、自分でもよくわからない。

「マジかよ……自分の存在そのものが国家機密とか、かっけぇな……」

「いや、私の存在自体は普通に公開されてるけどね……」

　どこかズレたキリの感想に、再度軽く苦笑。

「ともかく、私は政略結婚には利用出来ない。王位継けい承しよう権けん最下位とはいえ、政争の種になりかねないから政治にも関われない。魔法が使えないんじゃ、戦場で武ぶ勲くんも立てられない。ないない尽づくしの『出来損ない』ってわけ」

　投げやり気味に言って、肩をすくめて見せた。

「それで剣を、ってわけかい？」

　キリの問いに、頷く。

「元々は、お爺じい様さまの勧すすめで剣を振り始めたんだけどね。他にやりたいことがないなら、剣でも振ってみないかって。当のお爺様は、その後すぐに亡なくなってしまわれたけれど」

「孫まご娘むすめに真っ先に勧めるのが剣たぁ、なかなかに豪ごう胆たんなじーさんだな」

「お爺様が剣けん術じゆつバカって言われてたのを知ったのは、私の指にいくつも剣ダコが出来た後のことだったわ」

　メイの軽口に、キリが僅かにその浮ふ薄はくな笑みを深めた。

「んじゃあ、今もやりたいことがなくてしゃーなしでやってるわけ？」

「いいえ」

　断言して、首を横に振る。

「どうやら私も、お爺様の血を引く剣術バカだったみたいだから」

　祖父から受うけ継ついだ宝剣に目を落とした後、メイは笑った。

「今は、私の意志で剣を振っているわ。せめて、自分の身くらいは自分で守れるように。目の前の誰かを守れるように。いつか、私にも出来ることを……私にしか出来ない何かを、見つけるために」

　その笑みがどこか茶化すような調子なのは、メイの予防線であり自己防衛だ。

　この話に対する相手の反応は様々である。女だてらに剣を振るうなどと嘲あざける者、危険なことをと心配する者、せっかくの美しい姿に傷がと嘆なげく者、よくわからないと困こん惑わくする者。しかしいずれにせよ、続くのがメイを止める言葉であるという点は共通している。

　あるいはそれは、メイ自身でさえも思っていることなのかもしれない。

　意地になって続けているだけで、この先はどこにも繋がっていないのではないか。結局自分に出来ることなど何もないのではないか。全ては無駄なのではないか。自分は、とても滑こつ稽けいなのではないか。こんな愚おろかなことは、今すぐにやめた方が良いのではないか。

　そんな想おもいが、メイの中にはずっとあった。

　だからメイは、茶化すように笑うのだ。

「んはは」

　キリも、笑った。

　それはやはりニヤけるような笑みでこそあったが、不思議と嘲りや皮肉、貶おとしめるような調子は一いつ切さい感じられない。

「そっか、すげぇじゃん」

　それどころか、続くのはメイにとって新しん鮮せんな言葉で。

「俺、結構好きだよそういうの。逆境にめげずに頑がん張ばる感じ」

　今度は先ほどよりずっと明確に、胸に嬉しさが満ちて。

「応おう援えんするぜ？」

　初めて受けた背中を押おしてくれる言葉に、不覚にもメイは泣きそうになった。

　ただ……キリのその目が、どこか遠くを見ているようで。メイを瞳に映しているにも拘わらず、他の誰だれかを見ているように感じられたのは少しだけ気になったけれど。

「……そ。ありがと」

　どうにか涙なみだをこぼすのは堪こらえ、微び笑しようと共に礼を言う。

「剣の腕も悪くないしさ。このまま鍛きたえりゃ、たぶん結構な高みまで行けると思うね」

「アナタにそう言われると、なんだか自信が持てる気がするわ」

　事実、先ほどまでメイが抱いだいていた不安はいつの間にか風に溶とけたように消えていた。

「おう、持て持て。なにせ、魔ま王おうを育てる勇者様に教えを受けた王女様なんだからな」

「ふふ、残念ながらアナタほどの才能はないけどね」

「ん？　俺、才能に関しては割と普通よ？」

「それは、嫌いや味みかしら？」

　言葉は棘とげのあるものだが、メイの微笑は崩れていない。ただの冗談の応おう酬しゆうだ。

「いやいや、マジで。姫さんも三百年くらいさ、ぶっ倒れるまで鍛錬して、寝ねて起きたらまたぶっ倒れるまで鍛錬して、ってのを繰り返せば今の俺くらいになるのもよゆーよゆー」

「つまり、私じゃ三百年もかけないとアナタの領域まで到とう達たつできないってことじゃない」

「つーか、大して才能のない俺だからこそ三百年かかったとも言えるわけで。むしろ、姫さんならもっと早く到達出来るんじゃねーかな？　たぶん」

「……ん？」

　何か重大な認識の齟そ齬ごがあるような気がしてきて、メイは疑問の声を上げる。

「ん？」

　なぜかキリも疑問の声を返してきた。

「……念のため聞くけど、アナタ人間よね？」

「一応、自分ではそのつもりだけど」

　エルフや木き妖よう精せいなど、数百年の時を生きる種族というのは存在する。しかしそれらの種族は耳の長さや肌はだの質感など、わかりやすい身体的特とく徴ちようがあるものだ。キリにはそういった特徴は見られず、どこから見ても人族の青年である。

「アナタ、私と同じか、ちょっと年上くらいでしょ？」

「えっ、姫さんって百歳さいとか越こえてんの？」

「どんな無礼よ。十六歳よ、十六歳」

「じゃあやっぱ、俺の方がだいぶ上だわ」

「……えっ？」

「えっ？」

　メイとキリ、お互たがい不思議そうに首を傾かしげ合うという不思議な光景が展開される。

「ん、あぁ」

　そこで、何かに得心したかのようにキリが手を打った。

「もしかして、俺がこの世界に来てから三百年以上経たってるって言ってなかったっけ？」

「初耳中の初耳だけど!?」

　叫さけんでから、メイは三つ深呼吸をして心を落ち着ける。

「……待って待って、三百年ってどういうこと？」

「それは、時が流れるとはどういうことかって話？」

「いやだからそんな哲てつ学がく的てきなやつじゃなくて」

　若じやつ干かん頭痛を感じてきて、右手で自らの額を押さえた。

「ちょっと話を整理するわね？　まず、アナタがそんなに強いのは物もの凄すごく鍛錬したから」

「その通り」

「で、鍛錬ってどのくらいの期間やっていたの？」

「えっ、今の話でわかんなかった……？」

「ちょっと、その可哀かわい想そうな子を見る目やめて。さっきの話から導き出された結論が信じられないから確かく認にんしてるの。で、何年鍛錬してたの？」

「ざっと三百年くらい」

　改めて確認しても結論は変わらず、メイは絶句する。

「………………え、じゃあアナタ……いくつ？」

　しばらくして、辛かろうじてそれだけ尋たずねた。

「砂糖の数？」

「なんで今、唐とう突とつに紅茶の話に移ったと思ったの？」

「コーヒーの話だけど？」

「どっちでもいいわ。そうじゃなくて年ねん齢れいよ、年齢」

「えっ、今の話でわかんなかった……？」

「だからその可哀想な子を見る目やめて。念のための確認だってば」

「生きてきた年数って意味でいうと、三二〇歳ちょいかな。肉体年齢は、こっちに来た十八の時から変わんないみたいだけど」

　あっさりとした調子で紡つむがれた言葉を受けて、再びメイは絶句する。

「……どうして、人の身でそんなことになっているわけ？」

「なんか、異世界召しよう喚かんされた関係で肉体年齢がストップかかってるっぽいね」

　まるで天気の話でもしているかのように、キリの口調は気軽げなものだ。

「……そう」

　差し当たりそれだけ言って、メイは顎あごに指を当て考える。果たして、今の話は信じるに値あたいするか。二秒ほど考えて、結論を出だす。

「一いつ旦たんアナタの事は、よくわからないけどなんだか凄すごい人、という認にん識しきにしておくわ」

　出た結論は、保留であった。

「んはは、俺のわけわからなさはかなり大したもんだからな！」

　なぜかキリが自じ慢まん気げに胸を張る。

　メイは心中で、「性格もよくわからない」という評価を目の前の人物に付け加えた。

「まぁ、いいわ」

　差し当たり、キリに関する詮せん索さくは打ち切ることにする。これ以上わけのわからない情報が増えると、頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

「ところでキリ、もう少し稽古を付けて貰もらってもいいかしら？」

　代わりに、剣を握り直してそう尋ねる。先ほどのキリの応援を受けて、今現在メイのやる気は頂点を更さらに振り切った状態だ。

「やめとけば？　姫さん、今日襲おそわれたばっかっしょ？　脳内物質出まくりで気付いてないだけで、相当疲つかれてると思うぜ？」

「そう、なのかしら……？」

　キリの言葉に、メイは自分の身体からだを見下ろした。確かに言われてみれば、全身がじんわりと熱を持っているような気がするかもしれない。

「あと……」

　キリが瞳ひとみを横に動かす。

「ウチの弟で子しっ子が、おネムの時間だ」

「……あぁ、なるほど」

　その視線の先を追ったところ、うつらうつらと船を漕こいでいるエイムにぶつかった。

　メイの疲れ云うん々ぬんよりこちらの理由の方がだいぶ重そうだ、という気がした。

「エイムちゃんが少し羨うらやましいわ。毎日、アナタに指導して貰えるなんて」

「んはは。なんだったら、姫さんも俺の弟子になってみるかい？」

「あら、いいの？」

「俺自身、姫さんがどこまで行けるのかには割と興味あっからね」

「ふふ、ありがと。それじゃ、国を出しゆつ奔ぽんするようなことがあったらお願いしようかしら」

　そんな会話を交かわしながら、二人並んでエイムの方に歩み寄る。

　もちろん、会話の内容はお互い冗談だとわかってのものだ。いくら『出来損ない』とはいっても……否いな。だからこそ、メイが真の意味で国を出ることは許されない。学園に入学するため一時的に国を離はなれる時でさえ、揉もめに揉めたのだ。

　当然そんな事までは知る由よしもないだろうが、流石さすがにキリも一国の姫が気軽に弟子入りしてくると思ってはいまい。

「おら弟子っ子、寝るのはシャワー浴びて飯食った後なー」

「ふぁっ!?　ふぁい、れふ！」

　耳元で紡がれた言葉にビクッと身体を震ふるわせたエイムが、寝ぼけ眼まなこで立ち上がる。

「シャワー……？　って、こんなところで？」

　疑問と共に、メイは周囲を見回した。改めて見るまでもなく、周りには木しかない。ある程度大きな街の高級宿や貴族の邸てい宅たくであれば魔具を利用したシャワー施し設せつが設置されていることも珍めずらしくはないが、ここは森の只ただ中なか。馬車の倍以上の速度で進むエイムによってかなりの距離を踏とう破はした感はあるが、それでも最も寄よりの街まではまだかなりあるだろう。

「ま、簡易だがにゃー」

　メイの疑問に答えたらしきキリの方に視線を戻もどすと、彼が上着とシャツを脱ぬいで上半身裸はだかになっているところだった。

「ちょ……!?」

　慌あわててメイは背を向ける。

「何やってんのよ!?」

　そして、背中越ごしに叫んだ。

「ん……？　もしかして、今時の王族は服着たまま風ふ呂ろ入るのがトレンドとか？　あのな、庶しよ民みんはこうやって裸になって……」

「いや、それは知ってるけどそうじゃなくて……！」

「つまり、人はそもそもどうして服を着るのかってこと？」

「それは進化の過程で毛皮を失った人類が暖を取るためだと思うけれど」

「お、おぅ……哲学的なやつじゃなくて、の流れじゃないのか……」

「だってそれは、哲てつ学がくじゃなくて生物学の話でしょ？」

「つーか、この世界普通に進化論あんのかよ……」

　キリが何やら意外そうに呟つぶやいていた。

「で、何の話だっけ？」

　かと思えば、あっけらかんとした調子で問うてくる。

「私の目の前で裸になるな、って話よ」

「んあ……？　あー……そういや、そうか。確かにな」

　今初めてそこに思い至った、とばかりの声が後ろから届いた。

（……もしかして私、女性として見られていないのかしら……？）

　そんな疑問が浮うかぶ。幼少の頃ころより淑しゆく女じよたれと教育され――その成果が現れているかはともかくとして――周りからもそう扱あつかわれてきたメイにとっては初めての経験だ。

（美び辞じ麗れい句くの褒ほめ言こと葉ばが好きなわけじゃないけれど。これはこれで少し悔くやしいものね）

　そんな事を考える自分に小さく苦笑する。何か、悔しさ以外の……胸がチクリとするような感覚があったような気もするが、その正体はわからなかった。

「んじゃ、俺らは向こう行くわ。姫さんの分はそっちの方に降らしとくから」

「降らす……？」

　疑問と共に呟くメイだが、その声は届かなかったようだ。背後から聞こえてくるキリとエイムの足音が、徐じよ々じよに遠ざかっていく。

「って、ちょっと待って！」

　それをぼんやり聞き流しかけて、メイは急いで振ふり返った。

「ん？　まだなんかあんの？」

　幸いにしてキリは再びシャツを羽織っていたため、今度は目を逸そらさずに済む。が、それはそれとして看過できない点があった。

「アナタたち、一緒にシャワー浴びる気……？」

「そりゃそうだろ」

　何言ってんだこいつ、とでも言いたげなキリの視線が返ってくる。その傍らにあるのは、半分閉じた目でフラフラと危なげに上半身を揺ゆらしているエイムの姿。

「いや、それは不味まずいでしょ……」

「何が？」

　キリが向けてくるのは、素すの疑問だ。

「だって、その……一応、男女なわけだし……」

　なんだか自分の方がおかしいことを言っているような気持ちになってきて、メイの言葉は後半ゴニョゴニョと曖あい昧まいな響きとなっていく。

「いや、つってもガキなわけで。つーか、ずっとそうしてきてるんだから今いま更さらって話なわけで。弟子っ子、まだ一人で頭洗えないわけで」

「だ、だったら私が洗ってあげるわよ！」

　ほぼ反射的に、メイはそう口に出していた。

「そ？　んじゃ、頼たのむわ」

　存外あっさり納得してくれたようで、キリがメイの方へ向けてエイムの背を押す。

「そんじゃ弟子っ子、今日は姫さんとシャワーだ」

「ほわー……りょーかいですー……」

　若じやつ干かん怪あやしい足取りで、半目のエイムがメイのところまで歩み寄ってきた。一方のキリは、背を向けて歩き出す。

　そこで、メイは根本的な疑問が解決していないことにふと気付いた。

「あの、結局シャワーってどこにあるの……？」

「後ろ」

　短く言って、キリは背中越しに親指でメイの方を指す。

「後ろ……？」

　振り返って、メイはその言葉の意味を理解した。

　そこに、シトシトと雨が降ふり注いでいる光景が広がっていたから。しかし、すぐにその不自然さに気付く。雨の降っている場所が、あまりに局所的なのだ。メイの目の前、いくつかの木に囲まれた一帯のみに降り注いでいる。見上げてみれば、その雨は木々の枝の下、何もない宙空から出現していた。

（降らす、ね……）

　先ほどの言動と合わせて、この光景はキリが人じん為い的てきに作り出したものであると確信する。

（《流りゆう水すい》でも使ってるのかしら？　普通は、こんな粒りゆう状じようにはならないはずだけど……なんだかやけに込められた魔力量が多い気がするのは、形状変化させてるから？）

　第二階位魔法《流水》は、本来その名の通り一本の水流を生成するものである。流れの方向や水量について多少調整する程度ならともかく、ここまで細かく形状変化させる例をメイは知らない。

（というか、普通出来てもやらない気がするけど……シャワー感を出したいからなのかしら？　だとすれば、なんて魔力の無む駄だ遣づかい……まぁ、でもありがたいかもね）

　小さく微笑ほほえんで、メイはエイムへと視線を向ける。

「エイムちゃん、一人で脱げる？」

「あいー……」

　やや覚おぼ束つかない手つきながらも服に手をかけたエイムを視界の端はしに収めつつ、メイも剣けん帯たいと軽けい鎧がいを外し始めた。




「エイムちゃん、痒かゆいところはない？」

　降り注ぐ水すい滴てきの下に移動したメイは、キリに言った通りエイムの髪かみを洗ってやっていた。てっきり冷たいと思っていた雨は存外暖かく、本当にシャワーのようだ。

「はい、だいじょぶです！」

　つい今しがたまで半ば以上夢の世界に旅立っていたはずのエイムは、シャワーを浴びた途と端たんに元気を取とり戻している。

「綺き麗れいね……」

　手の中で揺れる黒くろ髪かみに、泡あわが流れ落ちていく傷一つない肌に、メイは思わずそんな呟きを漏もらした。濡ぬれたそれらはキラキラと輝いて見えて、まるで高貴な宝石のようだ。

「何がです？」

　泡が入らないよう目を瞑った状態で、エイムが軽く首を傾かたむけた。

「あぁいえ、エイムちゃんの髪と肌が綺麗だなって思って」

　降り注ぐお湯でエイムの泡を落としながら、そう補足する。

「メイさんもきれーです！」

　全すべて落とし終えたところで、エイムが振り返ってニコリと笑った。一糸まとわぬ姿で無む邪じや気きに微笑む様は、さながら絵画に描えがかれた天使のように愛らしい。

　実際は、その対極に位置するとも言える存在なわけだが。

「ふふ、ありがと」

　メイも微笑んで礼を言う。

「けど、メイさん」

　ふと、エイムがその表情に疑問を浮かべた。

「シャワーの時も手袋、外さないです？」

　それは、何の裏もない純じゆん粋すいな問いかけだろう。実際、手袋だけを身に着けた今のメイの姿は随ずい分ぶんと奇き妙みように映るに違ちがいない。

　メイとしてもそれは自覚していたし、とっくに割り切っていることでもあった。

「ん……聞いちゃいけないやつだったです？」

　にも拘かかわらずエイムに気を使わせてしまったのは、未いまだ受け入れきれていない部分があってそれが表情に出てしまったからなのか。

「……ごめんなさい。一応、国家機密だから」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった後、結局そんな通とおり一いつ遍ぺんの答えを返すことしか出来なかった。

「ほわっ!?　存在そのものが国家機密です!?　格かつ好こいいです！」

「存在自体は普通に公開されてるけどね……」

　つい先ほど彼かの女じよの師に対して言ったのと同じ文言を口にするメイの苦笑は、その時よりももう少し深いものとなっていた。

「はー……それにしても、思ってたより気持ちいいわねこれ」

　少々露ろ骨こつながら、話題を変えることにする。

　実際、その言葉にも嘘うそはない。キリの言っていた通り自覚していなかっただけで相当に疲ひ労ろうしていたようで、しかし温かい雨がそれも癒いやしてくれる。

「まるで、傷まで治ってるみたい……」

　襲しゆう撃げきの際に負った傷も、いつの間にか痛みが引いているように感じる。そんなことを思って、自身の手足を見下ろすと。

「……って、ホントに治ってる……？」

　全身に刻まれていたはずの切り傷擦すり傷きず打ち身が、綺麗に消え去っていた。傷が塞ふさがったとかいう次元ではなく、傷きず跡あとすらなくなっている。

「そんな傷くらい、ししょーの魔ま法ほうで治せないわけがないのです！」

　エイムが、その全く凹おう凸とつのない胸を自じ慢まんげに張った。

　その言葉に、メイは疑問を浮かべる。

「キリが回復魔法を使ってくれたってこと……？　そんなの、いつの間に……？」

「いつの間にというか、今なのです？」

「今？　遠えん隔かくで使ってるってこと？」

「えんかく？」

　メイとエイム、互いに首をかしげ合った。

「というか、です」

　エイムが両手を広げる。

「これが、回復魔法なのです」

　これ、とは降り注ぐ雨を指しているのか。メイの疑問はますます深まった。

「だってこれ、《流水》でしょ？　回復効果なんてないわよね？」

「？　これは、《癒ゆ雨う》という魔法なのですよ？」

　疑問口調ではあるものの、確信を伴ともなった調子でエイムが答える。

「あー……なんだ、そうだったのね」

《癒雨》ならば、メイも知っている回復魔法だ。納得と共に手を打つ。

（そういえば、治ち癒ゆの雨を降らすから《癒雨》なのよね。なんで気付かなかったのかしら？　《癒雨》っていえば有名な、第十階位魔法の……）

　と、そこまで考えて。

「……はぁ!?」

　遅おくれてやってきた驚おどろきに、メイは思わず叫び声ごえを上げた。




　それから、数十秒後。

「キリ！　キリ！」

　メイはキリの元へと詰め寄よっていた。最低限身体を拭ふいただけで、鎧よろい下したも半ばまでしか身に着けていない状態だ。下着が若干チラ見えしている。

「んはは、なんだよその格好。お転てん婆ば姫ひめにも程があんだろ」

　夕飯の準備をしているらしいキリが、火にかけた鍋なべを掻かき混まぜながらそれを迎むかえた。

「そんなことより！」

　自分の格好が随分とはしたないものであることを自覚しつつも、メイは一秒でも早くこの問いに対する答えを確認せずにはいられない。

「あのシャワー、《癒雨》って本当なの!?　あの、第十階位の！」

「そうだけど？」

　それが何か？　とばかりの口調でキリが答える。

「世界で、エヌム教国の教皇しか使えないっていう!?」

「あ、そうなん？　三百年前は、ちょくちょく使い手いたもんだけど」

「今の世界で確認されてる中じゃ、第十階位魔法といえば人類に使用出来る最高位の魔法なのよ!?　それを、シャワーとして使ったっていうの!?」

「形状がちょうどいいし、傷も治るしで一石二鳥じゃん？」

　驚きよう愕がくを通り越こしてなぜか震えさえ来ているメイに対して、やはり何でもない事のようにキリは肩をすくめただけだ。

　メイはゴクリと喉のどを鳴らした。

「……というか」

　今のキリの言い方から、ほとんど確信に近い予想が頭の中に浮かぶ。

「もしかしてアナタ、第十階位より上の魔法も……？」

「使えるよ？」

　これもまた、当然のことのようにキリは答えた。

　メイは再び喉を鳴らす。

　古い文ぶん献けんを紐ひも解とけば、過去には第十五階位の魔法が使用されたという記録なども存在する。が、現在の魔法歴史学的に「恐おそらく事実だろう」とされるのが第十一階位、「事実かもしれない」とされているのが第十三階位までだ。それより上階位の魔法に関しては、与よ太た話ばなしか相当「盛った」ものだろうというのが大方の見解である。なにせ第十五階位ともなれば、一つの魔法で都市を丸ごと壊かい滅めつさせたなどといった記き載さいがあったりするのだ。そんな魔法を使える者がいれば、それこそ一人で世界を滅ほろぼすことも視野に入ってくる。

　では実際、キリはどの程度の魔法まで使えるのか。

　深呼吸してから、尋ねるつもりだった。

「第二五五階位までだけど」

「桁けたが違ちげぇ!?」

　しかし心の準備が全く出来上がらないうちに答えが返ってきて、メイの口調は思わずこれまで使った事もないほど乱暴なものになった。

「え、ちょ、念のため聞くけど、それ冗じよう談だんなのよね……？」

　恐る恐る尋ねる。

「おいおい、これまで俺おれが一度でも冗談を言ったことなんてあったかい？」

　キリが、自身を親指で指しながら尋ね返してきた。

「どちらかといえば冗談の塊かたまりのような存在だと認識しているけれど」

「なるほど、さもありなん」

　したり顔で頷うなずくキリに、メイは半笑いとなる。

「ししょーの言ってることはホントですよ？」

　と、横合いからエイムがそう口を挟はさんできた。

「えー……？」

　その純粋な瞳を前にすると一いち概がいに否定するのも抵てい抗こうがあり、メイの返答は至し極ごく曖あい昧まいなものとなる。

「ボク、よく《輝かがやける黄金の奇き跡せき》で創つくってもらうです」

「なに、そのやけに格好いい名前のやつ……」

「ま、そんじゃあ実際やってみっか」

　そう言って、キリは《収間》で創った空間の中から木の皿を取り出した。

「やった、です！」

　エイムが瞳を輝かせる。

「これに……っと」

　キリが皿の上に指をかざした。その指先に、魔力が集つどい始める。

「え……？　なに、その魔力量……」

　目の前の光景に、そんな呟きが無意識下で口から溢あふれた。

　メイは、魔法が使えない。しかしそれは魔力を魔法という形で顕けん現げん出来ないというだけであり、魔力を持っていないわけでも魔力を感じられないわけでもない。

　メイが直接見た限りで言うと、これまでの人生で最も大きな魔力の集合を感じたのは宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団のミラー団長が第九階位魔法《雷らい槌つい》を使用した場面だ。ミラーの《雷槌》は、中規模の砦とりで程度であれば半はん壊かいさせられるほどの威い力りよくを持っていた。

　では、優にその数倍に達する魔ま力りよくを一秒と経たず込められたこの魔法の威力はどれほどのものだというのか。しかも、同じペースで魔力は刻一刻と注ぎ込まれ続けている。単純に破は壊かい力りよくが込められた魔力総量に比例するとすれば、既すでに都市一つを滅ぼす程度では済まないくらいにはなっているだろう。

　兇きよう悪あくなまでに集った魔力は、ついにはそれ自体が光を放ち始めた。

（さっき、エイムちゃんは「創ってもらう」って言ってたわよね……？　《輝ける黄金の奇跡》……まさか、黄金を創り出す魔法だとでも言うの……？）

　メイの目も、いつしか期待に満ちた輝きを放ち始めていた。メイ本人は魔法を使えないが――あるいはだからこそ――魔法への興味は人一倍強い。自身が使えずとも、大たい抵ていの魔法は知識としては知っていた。それこそ、文献の中にしか存在しないような古いにしえの魔法でさえも。

　そんなメイでも聞いたことがない……想像すらしたこともない上階位の魔法が、目の前で展開されているのだ。興奮するのも無理からぬ事と言えよう。

　最も早はやどれほどの魔力が込められているのか、考えるのも馬ば鹿からしくなってからしばらく。光の中から、何かが現れ始めた。黄金こがね色いろの、半固形の何か。押し出されるように、細長く、ニュルニュルとまるで生き物のようにのたうって皿の上に蓄ちく積せきしていく。それを、メイは只ただ々ただ畏い怖ふを持って見つめていた。

　どれだけそうしていただろうか。そう長い時間ではなかったと思うが、夢のような時間であったがゆえに短く感じただけかもしれない。いずれにせよ、終わりは訪おとずれた。

　キリの指先に集まっていた魔力が、最後に弱々しく瞬まばたいてから萎しぼむように消える。後に残ったのは、皿の上にこんもりと盛られた、黄金の輝きを思わせる半固形の何かだけだ。

「これが、第二四六階位魔法《輝ける黄金の奇跡》だ」

　ふぅ、とキリが汗あせを拭ぬぐう仕草を取る。なお、その顔には汗など一滴てきも流れてはいない。

「第、二四六階位……」

　呆ぼう然ぜんと呟くメイの目は、生成された物体に釘くぎ付づけになっていた。これまでの人生で見てきたものとは文字通り桁が違う階位の魔法で生成されたものなのだ。目が離せなくなるのも、当然と言えよう。

　その物体から何やらいい匂においが漂ただよってくるからではないのだ。決して。

「と、ところでこれは、何なのかしら？　黄金とは違うようだけど。触さわっても大だい丈じよう夫ぶなの？　どうやって使うものなの？」

　ソワソワしながら尋ねる。早く正体を知りたいという気持ちと、ずっと眺ながめていたいという気持ち。両者がメイの中でせめぎ合っていた。

「これはな……」

　どこか厳しい雰ふん囲い気きを纏まとうキリが、腕うでを組んで目を瞑つぶる。

「マヨネーズだ！」

　次いで、それをカッと見開くと共にそう宣言した。

「まよ……ねーず……？」

　ある意味当然と言えば当然だが――なにせ第二四六階位の魔法で創りだされたものなのだ――聞いたことのない響ひびきにメイは首を傾げる。

「周囲にもう魔力の残ざん滓しはないし……つまり《輝ける黄金の奇跡》っていうのは、このマヨネーズ？　というものを創り出す魔法ということでいいのかしら？」

「あぁ、間ま違ちがいない」

　キリが頷いたのを確認して、メイは身体ごとキリの方に向き直った。

「それで、このマヨネーズというのはどういう効果があるの？　回復？　魔力増進？　まさか……死者蘇そ生せい、不老不死とか？」

　好こう奇き心しんに任せるまま、質問を重ねながらキリへと詰め寄っていく。

「まぁ、ちっと落ち着きなさいな」

　キリがそう言いながらメイの肩かたを手で押し戻さなければ、文字通りに鼻を突つき合あわせるところだった。というか、ほぼ触ふれかけていた。

「あ、あら、ごめんなさい」

　やや顔を赤くしながら、メイは身体を戻す。

「それで、効果は？」

　しかし、今ばかりは羞しゆう恥ちよりも好奇心の方が勝まさった。先ほどよりは幾いく分ぶん遠えん慮りよがちではあるが、再び身を乗り出して質問を繰くり返かえす。

「これは、非常に広こう範はん囲いに亘わたって利用できる便利なものなんだが……今回は、わかりやすいようシンプルに行こう」

　言って、キリは《収しゆう間かん》によって創った空間へと手を伸のばした。再び現れた手は、スティック状に切られた緑色の物体――三角柱の形だ。柱の一面は小さな棘の付いた濃こい緑色で、他の面はツルッとした薄うすい緑色をしている――が載のった皿を持っていた。

「これは……」

　どこかで見たことがあるような気がする物体に、またもメイはゴクリと喉を鳴らした。

「キュウリだ」

「そうよね？」

　どこかで見たことがあるような気がするというか、普ふ通つうに見慣れたキュウリだった。

「これを……こう」

　ゆっくりとした手付きで、キリはキュウリにマヨネーズをたっぷり付着させる。

「そして……こう」

　それを、今度はエイムの目の前まで持っていく。すると、目を輝かせたエイムがパクリとそれに齧かじりついた。シャクッと小気味よい音が響く。

「っ……なるほど、食べることで効果を発揮するのね……」

　予想していた使用方法の一つとはいえ、動どう揺ようしなかったと言えば嘘になる。なにせ、魔法によって生み出された得体の知れない物体だ。口にするには相応の勇気が必要だろう。

（いえ……エイムちゃんはよく創ってもらうって言ってたし、慣れっこか……）

　そんな事を考えながら、エイムの事をじっくりと観察する。むぐむぐとマヨネーズ付きのキュウリを咀そ嚼しやくするエイムに、今のところ何も目立った変化はないように見えた。メイが見守る中、ついにエイムがゴクリと口の中のものを嚥えん下かする。

　そして。

「おいしいです！」

　満面の笑えみでそうコメントした。

「……と、いうわけだ」

　続いてキリが、したり顔で胸を張る。

「…………………………」

　無言のまま、メイはその意味を考えた。

「……ごめんなさい。つまり、どういうこと？」

　しかし全くわからず、結局尋ね直す。

「つまりな？」

　キリは優やさしげに笑ってもう二本、スティック状になったキュウリを手に取った。そのうち一本をメイに手て渡わたす。

「キュウリ」

「キュウリ」

　キュウリを目の前に掲かかげるキリを真似まねて、メイもキュウリを掲げキリと同じ言葉をオウム返しに繰り返した。

「マヨネーズ、付ける」

「マヨネーズ、付ける」

　なぜかカタコト気味で語るキリと、それをやはり真似るメイ。二人、キュウリの先をマヨネーズに突き刺さした。トロリと、黄金色のマヨネーズが緑色を覆おおい隠かくす。

「食べる」

「た……食べる！」

　キリに続き、メイも意を決してマヨネーズ付きのキュウリを口に入れた。

　シャリッ。キュウリに噛かみ付つくと同時に、マヨネーズの味が口の中に広がる。

　酸味、塩味、卵のような風味。それらが奇き跡せき的てきなまでのバランスで配分されているかのような味わいだ。更に、油がガツンと脳に響く。問答無用に美味うまいと思わせる味……あるいは、本能を美味さで殴なぐりつけられたようにすら感じる。

「あら、美味おいしい」

　結果、思わずメイは素でそう感想を漏らしていた。

「そう、美味い」

　キリは満足気に頷いている。

「…………………………」

「…………………………」

　しばし、沈ちん黙もくが場を支配した。

「………………え、で？」

　何か続きがあるのかと思いきや何もなかったので、メイは三み度たび尋たずねることとなる。

「で、とは？」

　何の事かわからない、といった様子でキリは首を傾かしげた。

「……えー……っと……」

　こめかみに指を当て、メイはここまでに明らかになった情報を整理する。

（マヨネーズ、美味しい）

　以上であった。

「あのね？　そんなわけないっていうのはわかってるんだけど……一応確かく認にんね？」

　ふぅ、と自身を落ち着けるべく深く息を吐はく。

「ここまでの情報からだと、マヨネーズはただ美味しいってだけで……つまり、《輝ける黄金の奇跡》っていうのはただの調味料を生成する魔法って風に聞こえるんだけど……」

「うん、そうだけど？」

「そうなの!?」

　あっさりと肯こう定ていされ、メイは驚愕の声を上げた。

「う、うーん……確かにこの魔法でしか作れない調味料だと考えると……いや、でも……」

　腕を組んで、この魔法の有用性について検討する。

「ちなみに、卵らん黄おうに塩コショウと酢すを混ぜて、少しずつ油を投入しながら混ぜることでもマヨネーズは作れる」

「しかも普通に作れるの!?」

　先ほどからメイ、驚きっぱなしである。

「え、じゃあその魔法の価値って何なわけ？」

「普通に作ると五分くらい混ぜてないといけないから、その労力を省略出来ることかな」

「省略できる労力と消費する魔力が吊つり合ってなくない……？」

　というか、さほどの労力でもなかった。

「あとは、カロリーハーフって点も外せない価値だな」

「カロリーハーフというのが何なのかはわからないけど、やっぱり消費する魔力に吊り合ってはいないだろう事だけはなぜかわかるわ……」

　自慢気に語るキリに、メイはげんなりと返す。

「いや実際、階位が上がってく毎ごとにネタ魔法の割合がガンガン増えてくかんね？」

　軽けい薄はくな笑みを顔に戻したキリがそう言って肩をすくめた。

「そ、そうなの……？」

「例えば一二六階位の《製せい食しよく塩えん》は塩を創る魔法だし、一九九階位には砂糖を創る《製せい砂さ糖とう》って魔法なんかもあったりする」

「……ていうかなに、まさか上階位魔法って調味料を生成するやつしかないの？」

「なわきゃねー」

「さ、流石にそうよね……」

　最悪の予想は外れていた事を知り、メイはホッと安心の息を吐く。

「ほら、これとか」

　と、再びキリが指先に魔力を集中させた。今度は空のコップの上でだ。先ほどよりは僅わずかに少ないような気がする――しかしやはり以もって一国の魔ま導どう士し全員を導入したとて到とう底てい捻ねん出しゆつ出来ないだろうほどの――魔力が光を放ち、そこからチョロチョロと透とう明めいな液体がコップへとこぼれ落ちた。

「ほい」

　並々と液体で満ちたコップを、キリがメイに手渡す。

「これは……？」

　もはや、謎なぞの液体を見るメイの目には疑いの色しかない。

「第一一一魔法《製せい美び水すい》で創った水。ちなみに、魔法的な特とく殊しゆ効こう果かは微み塵じんも無い」

「あぁ、そう……」

　大体予想していたので、メイの反応も今や薄いものだ。

「というか水を創るだけなら、第一階位の《水すい球きゆう》や第二階位の《流水》でよくない？」

「いやでも、あれってただのヌルい真水じゃん？」

「そうだけど？」

　そこに何の問題があるかわからず、メイは疑問の声を上げた。

「それ、飲んでみ？」

「んん……？」

　促うながされるまま、手にしたコップの水を飲んでみる。

「あ、美味しい？」

　そして、やはり素でそう感想を述べた。マヨネーズの時のような強い刺し激げきでは無いものの、その水は確かに普ふ段だん飲む水より美味しく妙みようにのどごしが良いい。

「そう、これは硬こう度ど八十程度にミネラルを含ふくみほどよく冷えた『美味しい水』なのだ！」

「なるほど、つまり魔力の無駄遣いね」

　半分ほどは何を言っているかはわからなかったが、それだけは断言できるメイであった。

「ちなみに同階位には、薬を飲む時にありがたい《製せい白さ湯ゆ》、ちょっと刺激が欲ほしい時に嬉うれしい《製炭酸》とかもある」

「なるほど、つまり魔力の無駄遣いね」

　ほぼ何を言っているかはわからなかったが、それだけは断言できるメイであった。

「とまぁ上階位魔法ってのはそんな感じで、普通に戦せん闘とうとかで役立つ魔法ってのはせいぜい第十五階位くらいまでかな」

「はぁ……そうなのね……」

　なんだか夢が壊こわれた気分で、メイはそれだけ返すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「んじゃ、ご納なつ得とくいただけたところでそろそろメシにしようぜ」

　そんなメイの前に、木製の器うつわが差し出された。中身は、先ほどキリが鍋で掻き混ぜていたスープらしい。

「あら、ありがとう。私まで貰もらっていいの？」

　沈しずんだ気持ちを切きり替かえ、器を受け取った。空腹を刺激する、良い香かおりが鼻に届く。

「なんか意外そうな顔してっけど、逆にじゃあ元々食べ物どうするつもりだったんさ？」

「レングスの森は豊かだもの。食べられる植物ならある程度は把は握あくしてるし、運が良ければ角ウサギくらいなら狩かれるでしょう」

「んはは、姫ひめなのにやたら自活力あんな」

「悪かったわね、お姫様らしくなくて」

　愉ゆ快かいそうに笑うキリに肩をすくめて見せた後、メイは受け取った器を軽く掲げた。

「それじゃ、いただくわ」

「どうぞ。お姫様のお口に合うかはわかりませんが」

　芝しば居いがかった調子で、キリが頭を下げる。

「だいじょぶです！　ししょーのご飯、とっても美味しいです！　それに、今日はいつもよりちょっと豪ごう華かです！　きっとメイさんがいるからです！」

　先にスープを受け取ってフーフーしていたエイムが、顔を上げてメイに笑え顔がおを向けた。

「余計なことは言わんでいい」

　コツンと触れる程度のゲンコツを食くらってもエイムの笑みは崩くずれず、むしろ深まった。

　メイも微笑みを返しながら、受け取ったスープを啜すする。

「ん、美味し」

　その味に、自然とそんな感想が漏れた。白いスープは、ミルクベースだろうか。肉と、ゴロッとした野菜が入ったシンプルな――しかしそれだけでも野営中の食事としては十分すぎる――ものに思えるが、見た目に反して至し極ごく複雑な味を内包している。王宮でさえ、果たしてこれほどの逸いつ品ぴんを味わったことがあったかどうか。ましてそれが野外での食事として出てくるなど、驚愕の一言である。

　自覚していなかっただけでなかなかに空腹らしかったこともあり、すぐにペロリと一皿平らげてしまった。そういえば今日は朝にパンを一つ食べて以降何も食べていなかった事を、今更ながら思い出だす。

「おかわり、いるかい？」

　ちょうどそのタイミングで、キリが手を差し出してきた。

「ありがとう、いただくわ」

　まだまだ満腹にはほど遠かったため、遠えん慮りよなく器を差し出す。淑しゆく女じよたるものここは自じ粛しゆくすべきなのかもしれないが、淑女も腹が満たされてこそだ。

「ししょー、ボクもおかわりです！」

　キリがスープを注いでメイに渡すのと入いれ替わる形で、エイムも器を差し出した。

「おぅ、沢たく山さん食えよ。しっかりとした魔ま王おうは、しっかりとした食事からだ」

「はいです！」

　スープ入りの器を受け取ったエイムは、またフーフーとスープに息を吹ふきかけ始める。

（魔王って、『健康』と同じような使われ方をするような単語だったかしら……？　というかそもそも、『しっかりとした魔王』って何……？）

　そんな事を考えながら、メイも再びスープに口を付けた。温かいスープが身体からだに染しみ入り、身体の中から癒やされていくようだ。

「あと、二人ともな。髪はちゃんと乾かわかすように。風邪かぜ引くぞ」

　そんなことを言いながら、キリがエイムとメイの背後に回る。すぐに、後ろから暖かい風が優しく吹いてきた。

「ふわ……」

　その心地ここちよさに、メイの口から思わず気の抜ぬけた声が漏れる。

「それに、ちゃんとブローするとキューティクルが整って髪にツヤとハリが出るしな」

「へぇ、そうなの……」

　心地ここち好よさにやや眠ねむ気けを感じながら、メイは生返事を口にした。キリが言っている内容がイマイチわからないのには、もう慣れつつある。

「ていうか、こんな魔法あったっけ……？」

「知んない？　《暴ぼう風ふう》ってやつなんだけど」

「あー、第五階位魔法の……」

　言ってから、メイは自分の言葉にハッと目が覚めた。《暴風》は本来、その名の通り荒あれ狂くるう風を生み出す魔法だ。間違っても、このような優しい風を吹かせるものではない。

「え、わざわざ《暴風》の威力を弱めてるってこと……？」

「あぁ。あと、マイナスイオンも出るようにしてんだぜー」

　マイナスイオンとやらが何なのかはわからないが、それはともかく。魔法の威力を抑おさえるということ自体は理り屈くつとしてわかる。多少の威力調整は普通に行われることだ。しかし第五階位魔法といえば、使えればまぁ一いつ端ぱしの魔導士と言える程度には習得難度が高く、伴って威力も大きいものが多い。更さらに《暴風》といえば第五階位魔法の中でも取り分け威力重視で、直ちよく撃げきすれば一個小隊を全ぜん滅めつさせるほどの威力を持っている超ちよう攻こう撃げき的てきな魔法だ。その威力を上げようとするならばともかく、わざわざそよ風程度にまで抑えようとする者など聞いたことがない。また、その魔力コントロールも尋じん常じようではない難度となるはずだ。

（……まぁキリだし、今いま更さらか）

　しかしそんな風に考えると、すぐに気持ちは落ち着いた。メイも、随分キリという存在に慣れたものだ。

　しばらくすると、キリは《収間》から櫛くしを取り出しエイムの髪をブラッシングし始めた。

　エイムの髪を梳とかし終えた後は、再び櫛を《収間》に戻もどす……のかと思いきや、身体の向きを変えて今度はメイの髪に櫛を通し始める。最初は少し驚いてしまったが、結局は僅かに身じろぎしただけで為なすがままに任せることにした。

「……流石さすがに、綺麗な髪だな」

　キリが、ポツリとそんな感想を漏らす。

「そ、そうかしら？」

　幼少の頃ころから聞き慣れたはずの褒ほめ言こと葉ばが、なぜか妙みように気き恥はずかしく感じられた。キリの手が、まるで宝物を扱あつかうかのように優しげだから尚なお更さらだ。

「まぁ、ウチの弟で子しっ子の方が綺麗だけどな！　毎晩ちゃんと手入れしてるし！」

「何を張り合ってるのよ……」

　自じ慢まん気げなキリに、苦く笑しようが漏れた。同時に恥ずかしさも少し薄れ、ホッとする。

「うっし、完かん了りよう！」

　キリがそう言うと同時、風が止やんだ。

「ありがとう。その……とても、気持ちよかったわ」

　少しだけ残念な気持ちと共に、振ふり返って礼を言う。

「弟子っ子のついでだかんね。礼には及およばんよ」

　そう言って、キリは手をひらひらと振った。

「ししょー……」

　と、傍かたわらからそんな弱々しい呼びかけ。声の方に目を向けると、スープを一口分くらい残した状態でエイムがうつらうつらと船を漕こぎ始めていた。

「んはは、そろそろ寝ねっか」

「あいれすー」

　キリに頭を撫なでられ、エイムはフニャフニャと返事する。

「とりあえず最後の一口、飲んどけ」

「あいれすー」

　頷いているのか船を漕いでいるのか判断つき辛づらいが、ともかくエイムはズズッとスープの最後の一口を啜った。

「おっけ、んじゃあ歯ぁ磨みがくぞー」

「んぁー」

　返事と一体化したかのような間ま抜ぬけな声と共にエイムが口を開く。すかさずキリが細いブラシを差し込み、シャカシャカとエイムの歯を磨き始めた。

「ちょい左向けー」

「はひー」

「次、右ー」

「はひー」

　キリに言われるまま、エイムはほぼ目を閉じたままで顔を右へ左へと動かしていった。

「ほい。んじゃ、ぐちゅぐちゅぺー」

「んぐ……ぐちゅ……ぐちゅ……ぺー」

　キリに差し出されたコップの水を利用してうがいし、吐き出す。ちなみにその水は直前にキリによって生成されたものである。メイではどの階位の魔法を使用したのかまではわからなかったが、またも強大な魔力は感じられ、たかだかうがいをするために超ちよう上じよう階かい位い魔法を使用するという状じよう況きように乾いた笑みを浮うかべるしかなかった。

「すー……」

「っと」

　そこでついに力ちから尽つきたのか倒たおれこんだエイムを、キリが素す早ばやく受け止める。一見無造作な仕草に見えて、音もないほど完かん璧ぺきに衝しよう撃げきを殺した見事な受け止め方であった。

「っとっとっとっとっとー、っと」

　エイムを片手に抱かかえたままで、キリは器用に《収間》の空間から分厚い敷しき物ものとフカフカといかにも柔やわらかそうな布ふ団とんを取り出し、それぞれ敷しいていく。

「ほい、っと」

　エイムを横たえ、その上からそっと掛かけ布ぶ団とんを被かぶせれば寝かしつけ完了。

　かと思えば、キリは更に《収間》へと手を突っ込んだ。次に出てきたのは、デフォルメされたクマのぬいぐるみだ。そっと隣となりへと配置されたそれにエイムがゆっくりと抱だきついて、すぐに穏おだやかな寝ね息いきをたて始める。

「よし」

　満足気にキリが頷くと同時、彼かれを中心に魔力が展開されたのが感じられた。

　先ほどまでやや肌はだ寒さむいくらいの気温だったのが、少し暖かくなったように思う。

「これは……？」

「《保ほ適てき温おん》と《保ほ適てき湿しつ》っつって、温度と湿しつ気けを適度に保つ魔ま法ほう。それぞれ、第一五六階位と第一五七階位だ」

「……ちょっと大げさすぎない？」

　流石に、メイの顔に苦笑が浮かんだ。肌寒いとはいっても、少しだけ。布団に入れば気にならなくなる程度だろう。湿気に至っては違ちがいを体感すら出来ない。

「どうせ、片手間で展開出来る程度の魔法だかんね」

　軽く肩をすくめるキリ。

「ねぇ、キリ……もしかしなくても、アナタって」

　彼の言葉がどこか言い訳じみているように聞こえて、メイはクスリと笑った。

「結構、過保護よね？」

「んなわきゃねー」

　ハン、とキリが鼻を鳴らす。
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「下手に身体壊されちゃ鍛たん錬れんに、ひいては俺の帰き還かん計画に支障が出るから、最高の環かん境きようを用意する。それだけさ」

「そういうのを、過保護って言うんだと思うんだけど？」

　クスクス、メイは笑みを深めた。

「弟子っ子にゃ早く立派な魔王になって貰わんと、俺が困るわけ。だから、全部自分のためだっての」

　本当にそれだけなら、もっと違うやり方になると思うけれど。

　なんとなくキリの表情がバツの悪そうなものに見えた気がしたので、その言葉は呑のみ込んでおくことにした。

「いいから姫さんも、もう寝なよ」

　言いながら、キリはもう一セット敷物と布団を取り出しエイムが眠ねむる布団の隣に敷いた。

「滅めつ多たに使ってない奴やつだけど、ちょいちょい日干ししてるからたぶん大丈夫だろ。あとこれ、歯ブラシな。寝る前にちゃんと歯ぁ磨かないと虫歯になるかんね。あ、新品だから安心しな。それと、磨く時にはこの歯は磨みがき粉こを使うと綺き麗れいになるから。拭くもんはある？」

　と、テキパキとメイに歯ブラシやらコップやら何かの粉やら布やらを渡してくるキリ。

「……ふふっ」

　瞬またたく間まに色々な物を持たされて、メイは一いつ瞬しゆんポカンとした後にまた笑った。

（アナタは過保護で、それに優しい人ね）

　なんとなく口に出すのは恥ずかしくて、その言葉は今度も心中に留とどめておくことにした。







第四章　意中を領する何方どなた様







　メイがキリたちと出会ってから、七日間が経過した。

　旅路は至極順調である。日中は大半がエイムの鍛錬に費やされたが、それでもエイムの快足による移動距きよ離りは一日中馬車で走るのをすら軽く上回るほどだ。今日の早い時間にはもうレングスの森を抜けており、今は草原を両側にした道をひた走っている。

「ししょー、もうすぐ村っぽいです！」

　エイムがそんな声を上げたのは、昼を少し過ぎた頃であった。

「おー」

　相変わらずエイムが担かつぐ板の上、キリがやる気なさげに返事する。

（……私の、杞き憂ゆうだったのかしら？）

　ずっと警けい戒かいを怠おこたってはいなかったメイの心中も、順調すぎる旅にやや緩ゆるみかけていた。

（私を襲おそったのは、本当にただの盗とう賊ぞくだった……？　けどそれにしては……いずれにせよ、エイムちゃんとキリがいれば大だい丈じよう夫ぶ……かな……？）

　チラリと、キリの方を窺うかがう。

「なぁ、姫さん」

「はひょっ!?」

　ちょうどそこでキリと目が合って、メイは思わず珍ちん妙みような声を上げてしまった。

「んはは、なんだそりゃ。ヌッホケファしてるケチャモッカのモノマネかい？」

「え、何それ……？　アナタの世界の生き物……？」

　聞いたことのない単語に思わず尋たずね返す。

「いや、今思いついた架か空くうの生物」

「あぁ、そう……」

　返ってきた回答に、脱だつ力りよく。

「ちなみに、ヌッホケファするっていうのは……」

「その説明は結構よ」

　ピシャリと遮さえぎって、メイは表情を改めた。

「それで、何か？」

「いや、何ってこともねーんだけどさ。もうすぐ村らしきとこに着くみたいだけど、何か知ってるかと思って」

　この先に存在する村についての情報であれば、多少は持ち合わせている。

　しかし、そこで一つ疑問が浮かんだ。

「……村の事を知ってるから、もうすぐ着くってわかったんじゃないの？」

「いや？　ある程度の範はん囲いにそこそこ人がいる気配を感知したから村って判断しただけ」

「ここからだと、まだ馬車で一日近くかかる距離だと思うんだけど……高階位には、そんな広範囲を感知する魔法があるの？」

「んはは、高階位にそんな普通の便利魔法は存在しないっての。《周しゆう探たん》を常に展開してんだよ。姫さんも知ってる魔法なんじゃね？」

「そりゃ、知ってはいるけど……」

　第九階位魔法《周探》。今の人類が使用出来る魔法としては最高位に近いものであるが、その効果は階位の割に合わないと言われている。

「あれって、目視出来るくらいの範囲に存在する気配を探さぐれるだけの魔法よね？　それも、感知出来るのは一瞬だけって聞いてるけど」

「それはぶっ込む魔力量が足りてないだけだな」

「ぶっ込む魔力量って……」

「姫さん。俺おれが三百年に亘わたる鍛錬の中で辿たどり着ついた真理を一つ、教えよう」

　キリッと凛り々りしい表情となったキリが、居住まいを正す。

　初めて見る雰囲気に、メイの胸がドキリと高鳴った。

「この世界……大体の事は、力ちから業わざでどうにかなる」

　あくまで、凛々しい表情である。

「えー……？」

　メイの胸の鼓こ動どうが、急激に平常レベルにまで戻った。魔法に関しては自身が使用できないため何とも言えないメイだが、その理屈が十二分に暴論であることだけはわかる。

「十分な魔ま力りよく量があれば、まぁ軽く一国くらいの範囲を常時探ることも可能なわけよ」

「一国……」

　まさしく想像の埒らち外がいな言葉に、メイの口元は自然と乾いた笑みを形作った。

「ちなみにボクは、常時だと方向を絞しぼってもこの先にある村？　を見つけるくらいが限界な感じなのです！　ししょーが凄すごすぎなのです！」

　下から、エイムがそんな補足を加えてくる。

「………………それでも、十分だけどね」

　一瞬それくらいなら理解の範はん囲い内ないかもしれないと思ってしまった自分自身に、メイの笑みは苦笑気味に変化した。

「たぶんだけど、この先ならクオテ村の事ね。規模はそこそこ程度だけど、レングスの森に一番近い村だから訪おとずれる人は多いんじゃないかしら」

　一つ咳せき払ばらいして気持ちを切り替え、メイは先ほどのキリの質問に答える。

「何か名物的なものはあんの？」

「特には……あー、一応イチゴのジャムが名物ってことにはなってたかしら。バーキャ王国じゃ、そんな村は山ほどあるけれど」

「ほーん」

　自分から聞いておきながら、キリは大して興味もなさそうに頷うなずくのみだ。

「まーつまり、別に寄るほどのとこでも……」

「ししょー！　ボク、イチゴのジャム食べてみたいです！」

「しゃあねぇ、ちょっとだけ寄ってくか！」

　この師し弟てい名物、熱い手のひら返しである。

　この七日間で見慣れすぎて、もはやメイは表情を変えることすらなくなっていた。




「これはこれは、王女殿でん下か。このような何もない村にようこそおいでくださいました」

　村に到とう着ちやくしたメイたちは、村長を名乗る好こう々こう爺や然とした老人に迎むかえられていた。メイの姿を目に留めた途と端たんに村人が慌あわてた様子で駆かけて行き、すぐに彼を連れて来たのである。

（私、この村を訪れたことって……ない、はずよね……？　私の顔って、意外と知しれ渡ってるのかしら……？）

　メイの頭に、微かすかな疑問がよぎる。が、一いつ旦たんその疑問は追い出し微び笑しようを浮かべた。

「出で迎むかえ、ありがとう。もしよければ、一晩の宿をお借りしたいのだけれど」

　社交用の王女然とした笑みに、村長はぼーっと見み惚ほれた様子だ。

「…………あ、は、はい！　それはもちろんでございます！」

　少し経たって、我に返った表情でコクコクと頷く。

「それで、そちらの方々は……」

　村長が、窺うかがうようにキリとエイムを見た。ちなみに、村に入る手前でエイム車（命名：メイ・スキュール）からは降りているため今は三人並んで立っている状態だ。

「イチゴのジャムもよろしく！」

　恐おそらくそんな言葉が望まれているわけではないことは承知だろうに、キリはそう言ってビッと掌てのひらを村長に向けて突つき出した。

「え、えぇ、それは構わんですが……護衛の方々ですかな？」

　若じやつ干かん頬ほおをヒクつかせながら、村長がメイの方を見て尋ねた。早くもキリの事を容易に話が通じる相手ではないと見み抜ぬいたらしい。流石さすがは村長を務めるだけの慧けい眼がんといった所か。

「いいえ、この方たちは危ないところを助けてもらった恩人よ。出来れば、私と同じ待たい遇ぐうで迎えてくれると嬉しいわ」

「ほうほぅ、なるほど。確かにお二人ともお強そうですなぁ」

　村長が、幾いく度ども頷きながらキリとエイムを眺ながめる。

（……？）

　ここでも、メイは若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えた。

（強そう……？）

　馬ば鹿かみたいに強いのは事実であるが、エイムは見た目完全にただの子供。キリにしても、さほどガッチリした体格というわけでもない。

（まぁ、服の上からの印象よりずっと筋肉はあったけど……って、何思い出してんの私！）

　半はん裸らの背中を思い出しかけて、メイは慌てて内心で手を振りそれを掻かき消けす。

「実は、一つ困っていることがありましてな……いえ、その、恐れ多おおくも王女殿下のお手を煩わずらわせようなどというつもりではないのでございますが……」

「いいわ、言ってみて」

　冷ひや汗あせを流しながら口ごもる村長に対して、メイはつい今しがたの脳内の様子など微塵も感じさせない涼すずしげな口調で返した。

「こちらも立場を笠かさに着てタダで泊とまろうってつもりはないし、国民の声に耳を傾かたむけるのも王族の務めよ。もっとも、聞いたところで必ずどうにかするとは約束出来ないけれど」

「もったいなきお言葉、ありがとうございます」

　恐きよう縮しゆくした様子で、村長は深々と頭を下げた。

「実は近ちか頃ごろ、山からちょくちょく魔ま物ものが降りてきよりまして。出来れば、退治していただければ大変助かるのですが……」

「ほぅ」

　興味なさげにエイムの髪かみを弄いじっていたキリが、突とつ如じよ村長に目を向けニヤリと笑う。

「降りてきて困る魔物っつーと、ヴァンパイアロード辺りかい？　それとも、アークデーモンとか？　も・し・か・し・て～……ドラゴン～？」

「い、いえ、その……」

　急に活いき活きとして物ぶつ騒そうな名前を挙げ始めたキリに、村長は面食らった様子である。

「スモールボアー、です」

「なんだ」

　村長の言葉に、途端にキリは再びつまらなそうな表情となった。

　スモールボアーは、その名の通り小さな猪いのししのような魔物だ。もっともその「小さい」はあくまで他のボアー種の魔物と比べればの話で、その体長は優に成人男性の倍は超こえる。決して侮あなどって良い魔物ではないが……とはいえ、単体ならばメイでもまぁまぁ危あやうげ無く撃げき退たい出来る相手だ。

　ちなみにキリが挙げた魔物については、現れた瞬しゆん間かんに村が消し飛ぶレベルのものばかりである。ドラゴンに至っては、襲しゆう撃げきされた日には王都ですらも壊かい滅めつさせられかねない。

「そのスモールボアーは、一体だけ？」

　興味を失ったらしく再びエイムの髪を弄り始めたキリに代わり、メイが村長に尋ねる。

「いえ……一体でしたら村の男手総出でかかればどうにかなると思うのですが、これが群れなのが厄やつ介かいなところでして」

「住すみ処かは掴つかめてるの？」

「申し訳ございませんが、それも……」

「そう……」

　メイは顎あごに指を当て、考える。

「そうなってくると、山の探たん索さくからか……結構時間がかかりそうね……」

「もちろん、お連れ様方が山の探索に出ている間、王女殿下の宿は我々の方で提供させていただきますゆえ……」

「何言ってるの、私も行くわよ？」

　当然、メイとしては初めからそのつもりであった。

「お、王女殿下自ら!?」

　しかし村長は、口をあんぐりと大きく開き驚おどろきの表情となる。

「そ、それは何なに卒とぞ！　お考え直しくだされ！」

　次いで、焦あせった様子で頭を下げた。

「言ったでしょ？　彼らは私の恩人なの。彼らだけに行かせることなんて出来ないわ」

「しかし、大変危険でございますので！」

「知らなかった？　バーキャ王国の末姫はお転てん婆ばなのよ？」

　冗じよう談だんめかしてウインクすると、村長はまた少しポーッと見惚れた様子。

「い、いえしかし、それでは意味が……あ、いや、我々の言葉で王女殿下を危険に晒さらしたとあっては……」

　しかし今回はすぐに復帰し、しどろもどろに説得の言葉を述べ始めた。

「だから、私なら……」

「あのさー」

　更に反論しようとするメイの言葉を遮って、キリが片手を挙げる。

「もうこっちで手っ取り早くやっちゃうから、そういうのいいんで」

「やっちゃ……はい？」

　キリの言葉が理解出来なかったらしく、村長は首を傾かしげた。

　ちなみにメイも理解出来ていないが、最も早はや慣れっこなので涼しい顔を継けい続ぞくだ。

「弟子っ子」

「はいです！」

　キリに頭をポンと叩たたかれると、それだけで察したらしいエイムが両手を上げる。

「さーち！」

　エイムが声こわ高だかにそう告げると同時、メイの背筋がゾワリと震ふるえた。まるで、得体の知れない何かが身体を通とおり抜けていったようだ。

「もしかして……今のが、《周探》……？」

「んはは、今のを感じ取れるたぁなかなか敏びん感かんじゃねぇの」

　言外の、キリの肯こう定てい。

「ま、とはいえちょっと範囲広げたくらいで気付かれる辺り弟子っ子もまだまだだな。探知系の魔法なんざ、周りに気付かれずに使えてナンボだ」

　聞く限りはなるほどと思わないでもない内容だが、キリの言葉は概おおむね規格外なのでそのハードルが高いのか低いのかすらメイには判別付かなかった。

「あーんど……」

　そんなメイとキリの間に立って、半目になったエイムがゆっくりとそう呟つぶやく。

「ですとろーい！」

　次いでの掛け声ごえと同時、世界が紅あかに染まった。

　目の前が灼しやく熱ねつの炎ほのおに覆おおわれていたのだと、メイがそう気付いたのは炎が通りすぎ……遥はるか彼方かなたから、耳を聾ろうする爆ばく砕さい音が響ひびいてからだ。百本以上にも及ぶ炎の柱が生き物のように畝うねって山の随ずい所しよに着ちやく弾だんしていく光景が、瞼まぶたの裏にうっすらと焼き付いている。

「今のは……？」

　キンと耳鳴りが残る中、メイは半ば呆ぼう然ぜんと尋ねる。今の魔法は、メイが知っているどの魔法とも違った。ということは、つまり。

「《炎えん流りゆう》ってやつ」

「第十一階位魔法……」

　キリの回答に、やはり現存しない（と思われていた）魔法だと知る。

　もっとも、《炎流》といえば第十一階位以上の魔法の中では最も名が知れた部類と言えよう。三百年前バーキャ王国に迫せまった魔王軍を、当時の王子……ポスレ・スキュールが退けた際に使用したと伝わっている魔法だからだ。







[image: ]







　そこでふと、メイの頭に新たな疑問が湧わいてくる。

「もしかして、エイムちゃんまで第百何階位の魔法まで使えたりするの……？」

「んはは、流石さすがに年ねん齢れい考えなって。弟子っ子に使えるのは第十一階位までだよ」

「それでも十分すぎるけどね……」

　ポスレ王子も魔法の天才と謳うたわれたそうだが、それでも二十歳はたちで第十一階位魔法を扱うのが限界だったと言われているのだ。

「せいやー」

　感心とも呆あきれともつかない感情をメイが抱く傍ら、そんな気の抜けるような声と共にエイムが何かを引っ張るような仕草を取った。よくよく見てみれば、その手から山の方へと向けて無数の輝かがやく糸のようなものが伸のびているのがわかる。

「《糸し繰そう》……？」

　今度はメイも見知っている魔法だった。第二階位魔法、《糸繰》。その効果は、粘ねん着ちやく性せいのある糸を生成するというものだ。何かに貼はり付つけたり巻きつけたりするのが主な使い方で、今回も恐らくその糸の先は何かに繋つながっているのだろう。

　ではそれが何に繋がっているのか、とメイは目を凝こらす。始め、それは小麦の一粒つぶ程度の大きさにしか見えなかった。ただし、数は無数に存在する。それが、見る間にグングンと大きくなってきた。

　つまり……猛もうスピードで、こちらに向かってきている。

　ズズズズズズズズズズズズズズズゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン……！

　地を揺ゆるがす衝撃と共に、そんな轟ごう音おんが響き渡わたった。

「ひぃ!?」

　村長が悲鳴を上げる。というか、村中から悲鳴が上がっていた。

　それも無理からぬことと言えよう。なにせ、突如大量のスモールボアーの死し骸がいが空から降り注いだのだから。ちょっとした小山の如ごとく積み重なったその数は、どう少なく見積もっても百は下らない。

　メイも、少し驚いた。少し、くらいで済ませられる程度には色々と毒されているメイである。しかし当然ながら村の面々はそうもいかないようで、全員が全員ポカンと口を開けて呆あつ気けにとられている。

「締しめて、二一七体。あの山にいた奴は全部仕留めたわけだが、これでオーケイ？」

　弟子の頭を撫でながら、キリが平然と尋ねた。撫でられているエイムはご満まん悦えつの表情だ。

「ん？　おーい、村長さーん？」

　口を開けたまま固まっている村長の目の前で、キリが手をヒラヒラと振る。

「……………………ハッ!?」

　それでもしばらく固まったままだった村長だが、更に数秒するとようやく我に返った。

「こ、ここここここここここりぇは!?」

　しかし未いまだ混乱しているようで、その言動はかなり怪あやしいものだ。

「で？　村長さんよ」

　そんな村長の様子はお構いなしで、マイペースにキリが話しかける。

「これで、イチゴのジャムは貰もらえるのかい？」

　すると、ようやく少し落ち着きを取とり戻してきたらしい村長がキリに目を向けた。

「む……ごほっ」

　まだ上手うまく声が出なかったらしく、若じやつ干かん咳せき込む。

「むむむむ無論でございます！」

　必死の形相でそれだけ言って、村長はペコペコと何度も頭を下げた。

　たっぷり十回は頭を上下させた後で、若干フラフラした様子で村の方を振り返かえる。

「皆みなの者！　宴うたげじゃ！　この村の救世主様を歓かん迎げいするのじゃぁ！」

　かくして、『クオテ村救世主様ご一行歓迎の宴』が開かい催さいされる運びとなったのであった。




「んはははは！　ジャンジャン持って来いやー！」

　キリの馬ば鹿か笑わらいが村の広場に響く。多くの村人に代わる代わるお酌しやくされ、広場の中心でキリは上じよう機き嫌げんな様子だ。

「どうして、何もしていないキリが主役面してるのかしら……」

　騒さわぎの中心から少し離はなれた場所に座すわり、ちびりちびりと果実酒を舐なめながらメイは半笑いでそんな感想を述べていた。なぜか一番大きい顔をしていたキリが宴の中心に、一方のメイとエイムがここに、ごく自然な感じで案内されたのである。

「ししょーは凄いので、当然なのです！」

　メイの隣でジュースを飲んでいる本来の立役者、エイムがそう言って笑う。自分の手て柄がらを取られた形だというのに、その笑え顔がおはむしろ誇ほこらしげだ。

「キミがそれでいいなら、いいんだけどね……」

　口元を苦笑気味に変化させながら……メイはふと、以前から気になったことを尋ねてみることにした。

「ねぇ、エイムちゃん。キミは、魔王になるために修しゆ行ぎよう中って言ってたわよね？」

「はい！　立派な魔ま王おうになるのがボクのもくひょーなのです！」

　初めて出会った時と同じように、エイムは明るい笑えみで断言する。

「それは、その……つまり、人間の事を憎にくんでいるから……だったり、するの？」

　少し言葉を探すも、結局はストレートにそう尋ねた。

「はい！　親の仇かたきのよーに憎んでるです！」

　言葉の内容とは裏腹に、エイムは実に快活な調子である。

「……実際、親の仇なわけだしね。そりゃそうか。ごめんね、嫌いやな事聞いて」

　しかし、実際の内面までを推おし量はかることはできない。不用意な言葉でエイムを傷付けたかと、メイは真しん摯しに頭を下げた。

「別に、いーですよ？」

　少なくとも表面上、エイムはやはり明るい笑顔だ。

「とゆーかぶっちゃけ、親の仇？　とかはどーでもいいのです」

「えぇ……？」

　続いた言葉に、メイは戸と惑まどう。

「じゃあ、どうして人間を恨うらんでるの……？」

「そうした方が、ししょーが喜んでくれるからなのです！」

　迷いの感じられない、実に明解な口調。

「……つまり、本当は特に恨みなんてないけれど、キリのために人間を憎むようにしてる……ってこと？」

　そんなわけがあるのだろうか、と疑問に思いながらもメイはそう仮説を立てて尋ねる。

「おーむねそんな感じです！」

　やはり、エイムは即そく座ざに断定した。

「……その、師し匠しようも人間なんだけど？」

「はい！　むしろししょーのことを筆頭に憎めとししょーに言われているので、ししょーのことはめっちゃ憎むようにしてるです！」

「師匠のために？」

「はい！」

　混乱でやや頭が痛くなってきて、メイは額に手を当てた。

「……ごめんなさい、ちょっと私の知ってる『憎む』って言葉と定義が違うみたい」

「？　許しがたく思って嫌きらい、強い不快の感情を抱く事ではないのです？」

「めちゃくちゃ正確に一いつ致ちしてたわ!?」

　頭痛が増す。

「えーと……キミは、キリの事が嫌いなの？」

「大好きです！」

　この日一番の笑顔でエイム。

「即座に矛む盾じゆんしたわね……いや、まぁ、それについてはもういいわ」

　メイは、この件に関して理解しようとするのを諦あきらめることにした。

「それで……」

　気になっていたことは、もう一つある。

「キリがキミを育てているのは、キミを魔王にして自分で倒すためだって話だけど」

「はい！　ボクは、立派な魔王になってししょーに倒されるのです！」

　そう口にするエイムの笑顔はやはり明るいもので、何の疑問も感じていないようだった。

「……キミは、それでいいの？」

「何がです？」

　あまりに真まっ直すぐ向けられた疑問の目に、メイは一瞬たじろぐ。

「何が、っていうか……逆に、どうしてキミはそれでいいと思うの？」

　上手く言葉に出来ず、差し当たりそう問いを重ねた。

「ししょーが、そう望むからなのです」

　シンプルな、それゆえに曲解する余地もない回答。

「だって、それは……それじゃ、キミはキリのためだけに生きるようなものじゃない」

「はい、ボクはししょーのためだけに生きるです」

　当然とばかりに、エイムは何の気負いもない様子で言い切った。その真しん紅くの瞳ひとみは混じり気なく純じゆん粋すいで、それでいて世界の真理を語っているかのような深みを持っているようにも感じられる。

　幼さゆえの無理解ならば、話は簡単だった。しかし恐らくエイムは、それがどういうことかわかった上で口にしている。直感的にではあるが、メイはそう思った。

　全すべてを理解した上で尚なお、ここまでの思いを寄せることがなぜ出来るのか。狂きよう気きすらも感じるほどの真っ直ぐさに、メイの背筋が知らず震えた。

「どうしてそこまで……キミにとって、キリはどういう存在なの？」

「ししょーは、ボクの世界の全てなのです」

　やはり迷いなく、エイムはそう答える。

「三年前、ボクは魔王城の隠かくし部屋でししょーに見つけられたらしいのです。ボクは、その時のことを覚えてないのです。それより前のことも、全部覚えてないのです」

「えっ……？」

　予想外の言葉に、思わずメイは小さく驚きの声を漏もらした。

「気が付けば、ボクはししょーと一いつ緒しよにいたです。一番古い記き憶おくの中でも、ボクはししょーと一緒にいるです。ボクの記憶は、全部全部一つ残らずししょーと共にあるです」

　メイの驚きを知ってか知らずか、エイムは続けて語る。

「ししょーは、ボクに戦い方を教えてくれたです。ご飯の食べ方を教えてくれたです。服の着方を教えてくれたです。街のことを教えてくれたです。森のことを教えてくれたです。太陽のことを月のことを風のことを空のことを、おいしいものを、楽しいことを、嬉うれしいことを、たくさんたくさん教えてくれたです。ししょーは、ボクをボクにしてくれたです。ししょーは、ボクに世界をくれたです。ボクの全ては、ししょーにもらったものなのです」

　歌うように、楽しげに。

「だからボクは、ボクの全てをししょーのために使うです。ししょーのために生きて、ししょーのために死ぬのです」

　そんな言葉で、エイムはその話を締めくくる。満面の笑みと共に。

「そ、う……なの」

　絞り出だすように、メイはどうにかそれだけ口にすることが出来た。それだけしか、口にすることが出来なかった。

　それは間ま違ちがっている、と断じることは簡単だ。実際、メイの価値観においてその関係性は普ふ通つうではないと断言できる。しかしだからといって、それが『間違い』であるのか。メイにはわからなかった。

　ただ、師のことを語る彼かの女じよの瞳に、表情に。

　余人が触ふれるべきでない、神聖さのようなものを感じたのは確かだ。

「ごめんなさい。聞いておいて申し訳ないけれど、私にはよくわからないわ」

　だから、素す直なおにそう感想を述べる。

「ボクとししょーだけがわかっていれば、それでいいのです」

　まるで宝物を隠しでもしたかのように、イタズラっぽくエイムは笑った。その笑顔は歳とし相応のものに思えて、メイはどことなくホッとしたような気持ちとなる。

「そうなのかもね……ふぁ」

　気が抜ぬけた途と端たん襲おそってきた眠ねむ気けに、メイの口から小さくあくびが漏れた。

「メイさん、おネムさんです？」

「そうね……お先に失礼するわ。エイムちゃんも、あんまり遅おそくならないようにね」

「はいです！」

　再び出そうになるあくびを噛かみ殺ころしながら、メイは立ち上がって村長宅へと向かう。村長から、今夜の宿として村長宅の二階の部屋を割り当てて貰っているのだ。

（なんだか、急に眠くなってきたわね……お酒が入ったからかしら……？）

　やけに重く感じる身体からだをどうにか引きずりながら、そんな事を考えた。

　ふと、何とは無しに広場の方へと目を向けてみる。キリを中心として、大いに盛り上がっている光景が目に入ってきた。彼かれらの騒がしい声を背に村長宅へと上がり、割り当てられた部屋に辿り着いたところでベッドへと倒たおれ込む。

　意識は、すぐに闇やみの中へと落ちていった。










　夢を見ているのだということには、すぐに気付いた。

　それは夢であると同時に、実際にメイが経験した場面の再現でもあった。

　今よりも一層お転婆っぷりが盛んだった――つまりは祖父から剣けんを受うけ継つぐ前で、自分もいずれ魔ま法ほうを使えるようになるのだと疑いもしていなかった――頃ころ。

　その日、メイは城の宝物庫に忍しのび込んでいた。一緒に遊んでいた少年――もう記憶も朧おぼろ気げだが、当時交流があった貴族の子し弟ていの一人だろう――は何度も止めようとしていたが、身分について厳しく叩き込まれている貴族の子供に強く王女を諌いさめられる者などそうは存在しない。結局メイに押おし切きられる形で、二人して宝物庫へと忍びこむ事になった。

　当然ではあるが、本来であれば宝物庫に子供が忍びこむ余地などあろうはずもない。しかしその時、メイは人通りのほとんどない廊ろう下かに積まれた荷物の裏に、ちょうどお誂あつらえ向むきの穴が開いていることを発見したのだ。残念ながら当時のメイにその意味を考えるだけの思し慮りよ深ぶかさはなく、その頭には只ただ々ただ未知への興味だけが詰つまっていた。

　穴からまんまと宝物庫への侵しん入にゆうを果たしたメイは、物もの珍めずらしい物品の数々に目を輝かせる。一緒にいた少年は最初こそビクビクとしていたが、しばらくするとメイ同様に子供らしい無む邪じや気きさを発揮し始めた。二人は、宝物庫をズンズンと進んでいく。

　そして、遭そう遇ぐうした。

　そこにいたのは、一人の男だ。顔など、もう覚えてもいない。ただ、その手にあった剣けん呑のんな輝きだけは脳のう裏りに強く焼き付いている。

　しまった、と思った。大人に見つかってしまった。連れ出される。

　しかし逆に言えば、それだけだ。侍じ女じよのマリア辺りから多少のお小言は貰うだろうが、お転てん婆ば姫ひめにとってそんなものは慣れっこである。

　とりあえず、誤ご魔ま化かすようにニッコリ笑った。当時からして大変可か憐れんな少女であったメイの笑顔は、大人を油断させるのに実に有効な手段だったのだ。あわよくばその隙すきに逃にげ出そうという魂こん胆たんである。

　けれど、その男に油断は無かった。それどころか、躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやも無かった。手にした、剣呑な輝き……刀身に不気味な黒い曲線が幾いく本ほんも描えがかれたナイフを、振ふり下おろす。

　メイがそう認にん識しきした瞬間、メイの視界は大きく揺らいだ。一緒にいた少年が、自ら凶きよう刃じんの前に躍おどり出す形でメイの事を突き飛とばしたのだ。王女殿下を護まもるべし……いくらそう教育されていたとしても、この場面でそれを躊躇なく実行出来たあたり彼には実に優ゆう秀しゆうな騎き士しの素質があったと言えよう。

　幸いにも刃やいばは少年を少し傷付けただけだった。男にもこちらを殺すつもりまではなかったらしく、そのまま走り去っていく。

　メイは未だ残る驚きと恐きよう怖ふを胸に、しかしすぐに少年を心配して駆け寄よった。少年は、腕うでに僅わずかな傷を負っているだけ。にも拘かかわらず、苦く悶もんの表情を浮うかべてメイの呼びかけにも反応しない。何か良くない事になっているのだと、幼いメイもすぐに気付いた。

　同時に、メイは何かもどかしい気持ちに襲われた。

　何かが、見えそうなのに見えない。

　少年の胸に向けて、じっと目を凝らす。

　その時メイは生まれて初めて、意識してそれを『視み』た。

　それは、黒い糸玉のようだった。

　それが少年を苦しめているのだと、直感的にわかった。

　同時に、これもまた直感的にわかったことがあった。

　それは、メイならどうにか出来るものであると。

　――その手て袋ぶくろは、決して外してはいけませんよ。

　物心付いた頃より母親から殊こと更さら強く申し付けられていた約束事を、メイはこの日初めて破ることとなる。肘ひじ近くまでを覆っていた手袋を外して、メイは少年の胸に手を当てた。




　後日、宝物庫に忍び込んだ賊ぞくは捕つかまって処しよ刑けいされたと聞いた。

　メイはこの事件を通じて、自身が学んだことが三つあると思っている。

　一つ目は、大人の言うことはきちんと聞くべきだ、ということ。

　二つ目は、自分のために誰だれかが傷付くというのはとても苦しいものだ、ということ。

　それから。

　メイは以前から、疑問に感じていることがあった。周りの大人や歳の近い兄姉などは、只々メイを褒ほめそやして可愛かわいがった。しかし両親や上の兄姉とはどこか距きよ離り感があるようで、彼らが自分に向ける視線は他とは少し違ちがうように思っていたのだ。

　少年が目を覚まし、メイの手を見た時の表情からメイはようやくその正体を悟さとった。

　三つ目。

　嗚呼あああれは得体のしれない忌いむべき化物に向ける視線だったのだ、ということ。










（っ!?）

　意識の覚かく醒せいは、急激なものだった。それは夢見の悪さ故ゆえでもあったが、もう一つ。

　近くに、人の気配を感じたのだ。

　跳はね起おきようとして、違和感に気付く。

（身体が、動かない……!?）

　メイの意思に反して、指一本動かすことも出来ない。どうにか瞼を開けることだけはできたが、それも辛かろうじてといったところだ。多大な労力を投じて瞳を動かす。周囲は暗くら闇やみ。何も見えなかったところに、ふと光が差した。月明かりだろうか。それを反射する、剣呑な輝き。刃だ。まるで夢の続きのようだが、その鮮せん明めいさが現実である事を知らしめる。

（くっ……！）

　歯を食いしばることすら出来ないメイの身体目め掛がけて、刃が振り下ろされる。

　しかし、痛みが生じることはなかった。痛覚までが麻ま痺ひしているからでも、まして夢の続きだったからでもない。

「ちょあー」

　そんな気の抜ける掛かけ声と共に現れた小さな影かげが、刃を弾はじき飛ばしたからだ。

「おーおー、見事に盛られてるねー」

　次いで、やはり緊きん張ちよう感の欠片かけらもない声と共にメイを覗のぞき込む顔が見えた。逆光になっていてよく見えないが、声の主はすぐにわかった。

（キリ……！）

　キリが、メイの視界を遮さえぎるように手をかざす。何か暖かいものに包まれたような感覚が生じると同時、全身がふっと楽になった。

　身体を起こす。何の苦もなく、起こすことが出来た。

「即そつ効こう性せいの毒じゃなくて良かったな。ま、仮にそうだったとしても治せたけど。実際にゃ、エリクシアでも警けい戒かいしてたってとこかな？」

「痺しびれ薬を盛られたってわけね……」

　言いながら、メイは手を開閉させてみる。何ら問題はなさそうだ。ベッドから降りて、自らの剣を手に取った。前方を睨にらむ。

　襲しゆう撃げき者しやは、三人。全員が全身黒装束で身を包つつみ、顔は見えない。得物は手にした短刀のようだ。メイを庇かばう形で立っているエイムと相対し、硬こう直ちよく状態となっている。

「ありがとう、助かったわ。今のは、上階位魔法……？」

　襲撃者から目を切ることなく、キリに尋たずねる。メイの知る限り、解げ毒どくの魔法というものは存在しない。ゆえに、暗殺や襲撃にはよく毒が利用されるのだ。逆に、襲撃を警戒する者は複数種類の解げ毒どく剤ざいを所持するものだ。中でもエリクシアは、ほぼ全ての毒を解毒出来る万ばん能のう薬やくである。非常に希少であるためメイは所持していないが、なるほどメイが王族であると知っているならば持っていることを警戒してもおかしくはない。

「んはは、だから上階位魔法にそんな有能さを期待すんなっての。今のは《調ちよう体たい》だ」

「はい……？」

　思わず、メイはキリの方に目を向けそうになった。

　第一階位魔法《調体》。同階位の中でも習得が容易な部類であり、初心者が最初に覚える魔法となることも多い。それだけに、効果もお察し……で、あるはずなのだが。

「あれって、ちょっと身体の調子を良くする程度の魔法よね？　そもそも、自分にしか使えないんじゃなかった……？」

「思いっきり魔ま力りよくを込めりゃ毒くらい治るし、効果範はん囲いも体外まで広げられるのさ」

「あぁ、そう……」

　例の脳筋理論である。メイとしては賛同しかねるところではあるが、実際にメイの体調はすこぶる良い。痺れが無くなったのはもちろん、寝ね起おきにも拘わらず頭は冴さえ渡っているし酔よいは全く残っていないし凝りがちだった肩かたまでスッキリしていた。

　メイが脱だつ力りよく気味に呟いたのを隙と見たか、襲撃者たちが動く。三者、同時に持っていた短刀を投とう擲てき。メイとしても本当に油断していたわけではないため、即座に迎げい撃げきの体勢を取る。が、勢い良く飛んで来た短刀がメイの所まで届くことは結局なかった。

　エイムが、その小さな指で三本の短刀全てを挟はさんで止めていたから。

　しかし相手もさるもので、動どう揺ようした様子も見せず今度は直接距離を詰めてくる。

　エイムの身体が霞かすんだ。かと思えば、次の瞬間には先頭の襲撃者を蹴けり飛ばしていた。一いつ切さいの抵てい抗こうを許されず、床ゆかと水平に飛んだ襲撃者は壁かべに激げき突とつして上半身が壁を突き破やぶる。こちら側から見える下半身は、ピクリとも動かなかい。

　仲間の無残な姿にもやはり動揺を見せず、残る二人の襲撃者はメイに向かって駆けながら懐ふところに手を入れた。が、彼らが次のアクションを起こす前に、エイムが片方を掌しよう底ていで、もう片方を回まわし蹴げりで、ほぼ同時に弾き飛ばす。二人の身体はそれぞれ逆方向に飛んでいき、両側の窓を突つき破り飛び出していった。

（凄すごいわね……）

　メイは内心で感かん嘆たんする。エイムの動作は一切迷いなく、無む駄だなく、そして静かだった。まるで、次に起こる事が全てわかっていたかのような動き方。メイの目から見て襲撃者はかなりの練度だったように思うが、それを完全に手玉に取っていた。

「んはは、なかなかやるじゃねーの」

　これには、キリも素直に賞賛の声を送るようである。

　……と、思ったメイだが。

「彼ひ我がの戦力差を的確に見抜いて、護衛の排はい除じよが不可能と見るやターゲットの殺害優先か。なかなか暗殺者の鑑かがみじゃん」

　どうやらそれは、襲撃者側に対する賞賛だったらしい。

「ほんでー？　からのー？」

　そんなキリの言葉に、呼応したかのように。

　突如ドアの向こうから、窓の向こうから、どころか壁や天てん井じようや床まで突き破って、文字通り四方八方から黒衣の襲撃者たちが雪崩なだれ込んできた。

「気を抜いた瞬間を狙ねらった、物量作戦プラス波状攻こう撃げき……ね」

　キリの言葉通り、まさしく虚きよを衝つかれた形だ。メイはもちろん、エイムでさえもホッと一息ついた瞬間だった。おかげで、呼吸一つ分反応が遅おくれた。迫る凶刃を、メイがどうにか背を逸そらし避さけられたのはほとんど偶ぐう然ぜんと言っていい。

（魔法……《雷らい鞭べん》が、来てる……！）

　次いで飛んできた稲いな妻ずまも、どうにか斬る。宝ほう剣けんの刀身に触れた瞬間、稲妻はあっさりと霧む散さんした。王家に伝わる、魔力を斬きり裂さく宝剣の力だ。

　だが、メイに出来たのはそこまでだった。二度の無理な防ぼう御ぎよ行動の結果、完全に死に体となっている。前から迫る刃、背後から感じる熱気、どちらにも対応することが出来ない。

（避け、無理。後ろの魔ま法ほう斬れる？　それも無理どうにか急所だけは外して身体を捻ひねるダメージはどの程度即そく死ししなければキリならどうにかしてくれるエイムちゃんは無事？）

　思考が高速で巡めぐるが、動揺のせいかやや散さん漫まんで効果的な策は出なかった。

「なかなか上々……つーか、状じよう況きようと戦力を考えりゃほとんどベストな選せん択たく肢しかな」

　この期ごに及およんで、キリの呑のん気きな講評は続いているようだ。襲撃者は十を超える大人数であるにも拘わらずほとんど音を立てておらず、やけにキリの声がよく響く。

　自らに迫る凶刃の軌き跡せきを追うメイの視界、そこにまた小さな背中が映り込んだ。

「でも、ま」

　キリの声をＢＧＭに、エイムがメイへと迫っていた刃を掴んで止める。次いで迫ってきた襲撃者の短刀を、器用に身体を捻って避よけた。避けきれなかった刃が僅かにエイムの頬ほおを傷つける。気にした様子もなく、魔法を展開。メイの背後から迫っていた《炎えん矢や》はエイムが生み出した《水すい壁へき》によって阻はばまれた。

「残念ながら」

　一呼吸分というのは、奇き襲しゆうに対するに当たっては本来致ち命めい的てきなまでの遅れだ。人数差があるならば尚なお更さらである。しかし、エイムは次の一呼吸でその遅れを取り戻もどした。更さらに次の一呼吸の間に、襲撃者を圧あつ倒とう。ものの数秒後には、襲撃者はその全員が部屋の外へと吹ふき飛ばされたか壁や天井に刺ささっているかという状態となっていた。襲撃の際に開いた穴とエイムによって開けられた穴によって、部屋は最も早はや廃はい屋おくの様相を呈ていしている。まだ倒とう壊かいしていないのが奇き跡せき的てきなくらいの惨さん状じようだ。

「俺おれらがいた時点で詰みっつー酷ひどいクソゲーだったんだな、これが」

　キリが愉ゆ快かいそうに笑う。

「ふぅ……今の人たち」

　小さく息を吐はいただけで呼吸を整え、大して疲つかれた様子も見せずエイムが首を傾かたむけた。

「なんだか、メイさんを襲おそってたとーぞくだんの人たちと動きが似てた気がするです？」

「……そうね」

　メイが同意の声を上げる。ちょうど、同じことを思っていたところだ。

「恐おそらく、あの時も今回も……」

　メイは、先日の襲しゆう撃げきの折からずっと抱いだいていた考えを口にする。

「初めから、私を狙っての事だったようね」

「ま、だろうにゃー」

　キリが、気軽な口調で頷うなずいた。

「ちなみに、姫ひめさん的に心当たりは？」

「ない……とは言い切れないのが王族の辛つらいところね。私が死ぬことで得する人が、どこにいないとも限らないわ」

　冗談めかして言ってから、表情を引ひき締める。

「とはいえ、ここまでタイミングよく襲撃されたとなると……」

「村の連中に、売られたな」

　キリの言葉に、メイは頷いた。メイの飲み物に薬を混ぜることが出来たのは、村の者だけだろう。今にして思えば、妙みようにメイとキリたちを分断させたがっている節もあった。

「そして、売る先があるということね」

　言いながら顎あごに指を当て、メイは考える。

（けど事故に見せかけるとかならともかく、ここまで露ろ骨こつな襲撃となると……失敗して、黒幕が割れたら一族郎ろう党とう死罪よ……？　失敗するとは思ってなかった？　失敗した後を想像も出来ない馬ば鹿か？　あるいは……）

　つう、と頬を嫌な汗あせが伝った。

（そんなことを考える必要なんてない状況に、なっている？）

　薄うすら寒さむい想像に、メイの背が震える。

「んはは、なかなかにキナ臭くさくなってきたじゃねーの」

　一方、キリは気楽げに笑っていた。状況にそぐわぬ態度に呆れつつも、それを頼たのもしく感じるのも確かだった。

「んあ……？」

　ふと、キリがそんな疑問の声を上げる。かと思えば、次の瞬しゆん間かんにはエイムの後ろまで移動していた。両者が視界に収まる位置でなければ、メイには消えたようにしか見えなかったろう。

　次いでゆっくりとエイムが倒れ込み、キリが片かた膝ひざ立ちとなってそれを受け止めた。

「エイムちゃん……!?」

　その苦悶の表情から、只ただ事ごとではないことを即座に理解する。

「なんだ……？　毒か……？」

　キリから魔力が展開される気配。それが、エイムの全身を包んだ。

「んんっ……？　身体的には健康っぽいが……？」

　しかし、すぐにそう言ってキリは眉まゆ根ねを寄せる。

（まさか……）

　キリの言葉に、メイは意識してエイムを『視』た。

　エイムの胸の中心辺りに、黒い糸玉のようなものが『視』えた。

「……キリ、それは」

　先ほど見ていた夢の内容を思い出し、胸に僅かな痛みを覚える。意識的に無視。

「呪のろいよ」

　メイにしか『視』えないそれの正体を告げる。

「呪い……？」

　初耳だったのか、キリは更に深く眉まゆをひそめた。

「恐らく、さっきエイムちゃんに掠かすったのが呪具だったのね」

「呪具？　そりゃ一体……いや、今はどうでもいいな。それより呪いってのは、どうすりゃ治るんだ？」

　メイに向けて首をかしげるキリ。

「普通は、解呪具を使うんだけど……」

「解呪具だな、よし」

　エイムを抱かかえたまま立ち上がる。

「それはどこに行けば手に入る？　八百屋か？　そうか、八百屋だな？」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　踵きびすを返そうとするキリの手を、メイは慌あわてて掴つかんだ。

「なんだ、違うのか？　ということは肉屋か？　この村に肉屋はあるのか？　どこだ？」

「……ねぇキリ、アナタもしかして」

　そんなキリの様子を見て、メイはふと思う。

「滅め茶ちや苦く茶ちや動どう揺ようしてる？」

「どどどど動揺しとらんわ」

　完全にどどどど動揺していた。

　近くに自分より慌てている人間がいれば逆に落ち着くもので、メイは自身の焦あせりが多少収まっていくのを感じた。

「落ち着きなさい、キリ。解呪具は希少だから、この村にある可能性は低いわ」

「なるほど、つまり王城の宝物庫に殴なぐり込みをかければいいわけだな！」

「だから、落ち着きなさいって！」

　放っておくと本当にやりかねない……というか確実にやるだろうと思わせるキリの腕を引きながら、メイは考える。

（王都まで戻ればそりゃ確実にあるけど、もし状況が最悪なら……というか、恐らくは……いえ。その問題は一いつ旦たん置いておくとして、そもそもエイムちゃんをこのままにはしておくという選択肢なんて取るわけにはいかない。私のせいなんだもの。私が、やらないと）

　そこまで考えて、メイは決断した。

「私が、治すわ」

「なに!?　ここは八百屋だろ!?」

　勢い良く振り返るキリは、未だ動揺の真まっ只ただ中なかにいるらしい。

「ここは村長さん宅よ。いいからエイムちゃんをそこに寝ねかせて」

「お、おぅ……」

　メイがベッドを指すと、キリは存外あっさりその指示に従いエイムをベッドに横たえた。

　その傍かたわらに、メイは立つ。

「安心して。必ず治すから」

　そして、キリに微笑ほほえみを向けた。口にしたのはキリを安心させるための言葉ではあったが、同時に自信を持って断言できる事実でもあった。

　改めて、エイムの呪いをよく『視』る。

（これ、は……）

　予想していた事態ではあったが、その呪いの構造を『視』てメイは歯は噛がみした。

（やっぱり、か……）

　脂あぶら汗あせが流れ出す。が、浅く一つ呼吸するだけでその考えを頭から追い出した。自身の置かれている状況が想定した中での最悪であることが判明したわけだが、今は目の前のことに集中する。

「大だい丈じよう夫ぶ、これならすぐに解けるわ」

　その言葉もまた、方便ではない。メイ自身にとっては最悪であっても、この呪いを解くに当たっては今わかった事実は朗報に分類されるものだった。

　けれど、別の面で躊躇する。

　チラリと振り返ると、キリがメイの事を凝ぎよう視ししていた。

　覚かく悟ごを決める。

　寝る時ですらも外していなかった、肘近くまでを覆おおう手袋を外した。

　顕あらわになったメイの手には、禍まが々まがしい黒い曲線がのたくるように幾いくつも走っている。

　その手を、エイムの胸に当てた。

「呪いってね、未いまだによくわかっていない力なの。なぜだかわからないけれど呪いを与あたえられる呪具があって、なぜだからわからないけれど呪いを解ける解呪具がある。それも、ここ三百年くらいで見つかりだしたって話だし。傷付けられた魔王が報復のために呪いを撒まき散ちらしたって説もあるけど、真しん偽ぎは不明」

　話しながら、呪いを解く。話しながらでも解けるものであったし、話しながらでないと沈ちん黙もくに押し潰つぶされそうだから。

「そして私には、そんなわけのわからないものを『視』ることが出来る目があって」

　格別意識した場合に限るが、メイは呪いを『視』ることが出来た。メイの目に、それは黒い糸のようなものが複雑に絡からみ合あっているように『視』える。

「そんな忌まわしいものを解くことの出来る手がある」

　メイの手は、呪いに干かん渉しようすることが出来た。本当に手を動かして解くわけではない。けれど、感覚的には絡まった糸を梳とかして解くようなものに似ていた。
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「解呪具があれば必要ない、くだらない力で」

　糸を、梳とく。

「わけのわからないものを操あやつる、忌まわしい力で」

　糸を、解く。

「魔法を使えない私に、神様が与えた余計な力」

　呪いが、解けた。

「……完かん了りようよ」

　メイの手が一いつ瞬しゆん光った後、エイムの表情から苦悶の色が消えた。

　穏おだやかな寝ね息いきを立てるエイムの頬を、そっと撫なで……かけて、メイは手を引く。

「これが、私を政略結けつ婚こんに利用出来ない二つ目の理由」

　笑みを浮かべたつもりではあったが、それが笑みと呼べないくらいに歪ゆがんでいるのは自分でもわかった。

「王家にこんな忌むべき力を持つ姫がいるなんて知られるわけにはいかないし、何より」

　キリに対して話しかけてはいるが、キリの方に顔を向ける勇気はない。

　きっと、キリは自分のこの手を見ているだろうから。

「気持ち悪いでしょ？　こんな手」

　その視線から逃のがれるために、メイは素す早ばやく手袋に手を通す。

　通そうと、した。

「そんなわけがあるかよ」

　後ろから、掴まれた。気味の悪い文様の浮かぶ手を、それより随ずい分ぶん大きな手が包んだ。

　思わず振り返かえる。

　息が出来なくなった。

　キリはメイの手を見てはいなかった。

　メイは自身の顔を映す黒の瞳を至近距離で見た。

「これは、ウチの弟で子しを助けてくれた大切な手だ」

　その瞳は、真しん摯しな光を宿していた。

　両親や上の兄姉や……あの日の少年の目にあったような色は、一切見えない。

「ありがとう」

　キリが、メイの手を撫でる。剣ダコでゴツゴツした手を、忌むべき力を宿す手を、まるで宝石でも扱あつかうかのように優やさしく。

「……っと」

　そこで、キリはハッと我に返ったような表情となった。

「んはは、失礼。あんま女性の手を撫で回すもんじゃねぇってね」

　ニヤけたような、軽けい薄はくな笑えみが戻ってくる。振り返った格好のまま息をすることさえ忘れて固まっていたメイも、それでようやく呼吸の仕方を思い出すことができた。

　しかし、すぐに。

「まぁでも実際、気持ち悪いなんてことは全くない、綺き麗れいな手だと思うけどな」

　メイの手へと視線を落としたキリによる不意打ちのような一言で、またも呼吸が止まりそうになった。

　言葉が、燃えるようにメイの心に広がっていく。忌むべき力を、気味の悪い手を、メイ自身ですら嫌きらっていた自分という存在を……誰かに認めて欲ほしいと思う気持ちが、長年かけて凍こおらせたはずの感情が、瞬またたく間まに溶とかされていくようだった。

　嬉しさに、心地ここちよさに、そのまま身を委ゆだねていたくなる。

　けれど、だからこそ。

　メイ・スキュールは、とある決断を下す必要があった。

「ほわっ!?」

　メイが決意を固めたのとほぼ同時、素すっ頓とん狂きような声が上がる。

　声の主、エイムがガバッと勢い良く起き上がって辺りを見回した。

「あれ？　ボク、なんで寝てたです？」

　そして、首をかしげる。

「なんか、呪いとやらにかかってたんだと。姫さんが治してくれたんだ、感謝しろよ」

「そうなんです？　メイさん、ありがとです！」

　キリにワシャワシャ撫でられながらの頭を、エイムがペコリと下げる。

「お礼を言われるような事ではないわ。元は、私を庇って……」

「それで、メイさんは大だい丈じよう夫ぶだったです？」

　メイの言葉を遮ったエイムの、大きな目がメイを見上げた。

「……えぇ、エイムちゃんのおかげでね」

「なら良かったです！」

　微笑んで返すと、エイムは満面の笑みを浮かべる。その表情はメイの無事を心から喜ぶもので、自分が先ほどまで苦しんでいた事などまるで気にしていない様子だった。

　そんな笑え顔がおに、メイは自身の心が暖かくなるのを感じる。

「エイムちゃん、キリ」

　その暖かさを胸に、呼びかけて。

　メイは、表情を改めた。

「アナタたちを巻き込んでしまって、ごめんなさい」

　深く頭を下げる。

「そして、ありがとう」

　顔を上げて、笑った。

「アナタたちがいなければ、私はレングスの森で死んでいた。それから、ここでももう一度。心から、感謝するわ。それに……」

　口にするのは、紛まがうことなき本心だ。

「アナタたちとの旅、楽しかった。とても、とても」

　浮かべる笑顔は、とても本心から出たものとは言えなかったけれど。

「んはは、まるでここでお別れみたいな言い方じゃん？」

「その通りよ」

　偽にせ物ものの笑みを形作ったまま、何でもない風を装よそおって、頷いた。

「どうやら、私を狙っているのは私の国みたいだから」

　極力、重大そうな響ひびきを声に乗せないよう意識する。

「ほーん……そう思った理由は？」

　そう尋ねてはくるが、キリに驚おどろいた様子はない。

「呪いってね、呪具によってその構造が全部違うの。逆に言うと、同じ呪具による呪いなら同じ構造になる。そして、エイムちゃんにかかっていた呪い」

　エイムにかかっていた呪いを短時間で解けたのは、既すでにその構造を知っていたから。

「あれは、バーキャ王国の宝物庫に格納されていた呪具によるものよ」

　以前に、解いたことがあったから。

「なるほどね」

　軽薄な笑みと共に、キリが肩をすくめた。

「まぁ正味な話、村ぐるみで王女の情報を売うっ払ぱらおうなんて相手は限られるわな」

　やはり、キリも同じ結論に達していたらしい。

「けど、だからこそ護衛が必要なんじゃん？　ここに、頼たよりになる護衛がいるぜ？」

　キリが右手を自分の胸に当て、左手をエイムの頭に載のせる。キリを見上げた後、エイムもやる気満々の表情で頷いた。

　今夜までのメイであれば、その頼もしさに一も二もなく頷いていたであろう。

　けれど、それはメイが一つ勘かん違ちがいしていたからだ。

　キリもエイムも、絶対無敵で微み塵じんも揺ゆるがないような存在なのだと思っていた。彼らならば、どんな事態に直面しようと余よ裕ゆう綽しやく々しやくで乗のり越こえられる。だから頼っても良いのだと、どこかで考えていた。

　確かに、キリもエイムも強い。それは間ま違ちがいない。しかし、絶対的な存在ではなかったのだ。刃で切りつけられれば怪我けがをするし、未知の事態に陥おちいれば動揺もする。

　今夜の一件を通じて彼らを頼りなく思った、ということでは全くない。実際、今回だってメイ自身は傷一つ負っていないのだ。メイは未だ彼らをこの上なく頼もしく、そして好ましく思い、もっと一いつ緒しよにいたいと思っている。

「あとは、私一人で大丈夫よ」

　ゆえに、メイはそんな言葉と共に偽いつわりの笑みを深めた。

「ここから王都まではもう見晴らしのいい街かい道どうばかりだし、そうそう遅れは取らないわ」

　メイをこんなにも暖かい気持ちにしてくれる少女が、メイにこんなにも初めての気持ちを抱かせてくる青年が、メイのために傷付くことだけは耐たえ難がたかった。

「状況によっては他国に亡命するかもだけど、そっちも心当たりはあるもの」

　キリは、黙だまってメイの言葉を聞いている。いつもの軽薄な笑みながらどこか心を見み透すかすようなその視線に、知らずメイの口調は早口となっていた。

「それにこういう状況になった以上、十分な報ほう酬しゆうを用意できない可能性が高いしね」

　言いながら、メイは腰こしの剣けん帯たいを外す。

「これ……足りないかもしれないけれど、ここまでの謝礼」

　そして、剣帯ごと宝剣をキリに差し出だした。

「王家に伝わる、魔力を打ち消す宝剣よ。売っても結構な値段になると思うわ」

　キリは一瞬だけ宝剣に目を落とし、すぐに再びメイの目を見る。

「んはは」

　いつもの通り、軽い調子で笑って。

「断る」

　その笑みを携たずさえたまま、断言した。

「……それは、この剣を受け取ることに関してかしら？　それとも……」

「両方だ、りょーほー」

　言って、キリは差し出されていた宝剣をメイの方へと押し戻した。

「でも……」

　反論しようとしたメイの唇くちびるに、キリの人差し指が押し当あてられた。

「俺は、姫さんが何と言おうがついてくぜ？　たとえ、その先が地じ獄ごくだろうとな」

　至近距離で自身を見つめて来る瞳ひとみに、吸い込まれそうな気持ちになり……それでもメイは、多大な意志の力を以もって顔ごと目を逸らした。逸らすことが、出来た。

　メイを映すその瞳が、そこにメイではない誰かを見ていることを知っているから。

「ねぇキリ。アナタは、どうしてそこまでしてくれるの？」

　メイには、キリに助けて貰もらえるような理由がない。

　自分に、そんな価値があるとは思っていない。

　けれど、一つだけ心当たりはあった。

「私の中に、アナタは誰を見ているの？」

　だから、そう問いを重ねた。

　出会ったその時からメイに誰かの姿を重ねていた、彼かれの目を見ないまま。

　ずっと、怖こわくて聞けなかった問いかけだった。これまでに贈おくってくれた言葉でさえも、全すべてメイに重ねられた誰かに向けたものでしかなかったのではないかと思えて。

「……それは」

　何かを言いかけて、キリはチラリと横目を外に向けた。誤ご魔ま化かすような様子ではない。

「んはは、それを語るにゃこの場はちっと慌ただしいな」

　その言葉とほぼ同時に、またも部屋の外から黒装束の集団が襲いかかってきた。

「もうちょい、落ち着ける場所に着いてから話そうか」

　言いながら右手でメイの肩を抱き寄せ、左手を膝ひざ裏うらに回してキリがメイを抱き上あげる。

「俺ん中に、どでかく居い座すわってるのがどちらさんなのか……さ」

　茶ちや化かした調子ではあるが、その横顔はどこか寂さびしさを内包しているように見えた。

「……えぇ、待っているわ」

　だからメイも、この場でそれ以上問うことはしなかった。

　未だ、メイはキリたちが自分のために危険を冒おかす事を認めたわけではない。

　けれど、キリからその話を聞くまでは保留にしようと決める。

　そこに。

　力強い腕うでの中でもう少しだけ身を委ねていたい……という気持ちが少しもなかったと言えば、恐らく嘘うそになるだろう。







第五章　勇者を残した王子様







　再度襲しゆう撃げきしてきた黒装束たちの頭上を文字通り軽々と飛とび越えたキリは、これまでの道中に比して数十倍は下らないだろう速度で疾しつ走そうした。周囲の景色が目まぐるしく変わり、メイには何一つとして認にん識しき出来ない。その割に全く風を感じないのは、キリが何かしらの防護魔ま法ほうを展開してくれているからだろう。

　メイがようやく現在位置を把は握あく出来たのは、キリが王都の外がい壁へきをひょいと越えた時だった。王都の外壁の高さはキリの身長の数十倍はあるはずで、本来であれば『ひょい』と飛び越えられるようなものではないのだが。満月の空を背にして飛行しているかのようなその跳ちよう躍やくは、こんな時であるにも拘かかわらず妙にメイの胸を高鳴らせた。

　外壁を越えたキリは、民家の屋根の上へと音もなく降り立つ。すぐに、続いてエイムも着地。二人並んで、屋根から屋根へと軽かろやかに跳とび移っていく。その空中疾しつ駆くを目もく撃げきした者は誰だれもいない。たまに酔っぱらいが気まぐれに顔を上げたところで、何かの影が通り過ぎた程度にも見えたかどうか。

「ん、ここか」

　貴族街に入ってしばらく、とある豪ごう邸ていの前でキリが止まった。

「結界モリモリで隠いん蔽ぺい魔ま法ほうまで仕込んでるけど、不自然に隠かくれすぎで逆にわかりやすいわ」

　笑って言いながら、キリは抱えていたメイを降ろす。

「ここって……」

　見覚えのある建物に、メイは首をかしげた。

「バークレイ様のお宅じゃない」

「うん？　知ってんの？」

　キリが、やや意外そうな目をメイへと向ける。

「《賢けん者じや》バークレイ様のお宅といえば、王都じゃ割と有名よ」

「んはは、隠蔽の結界マジ意味ねぇな」

「……アナタの心当たりって、バークレイ様のことだったの？」

「あぁ」

　頷くキリに、メイは眉をひそめた。

「でも、難しいと思うわよ？　バークレイ様って人間嫌いの貴族嫌いで、訪ねる人がいても玄げん関かんさえ開けてくれないって話だもの。国で一番の魔ま導どう士しだと言われているけど、魔法を使ってる所さえ誰も見たことがないっていうし」

「人間嫌いの貴族嫌いが、貴族街で人間に囲まれて暮らしてる……ね。相変わらずか」

　どこか皮肉げに、キリは笑みを歪める。

　その反応は、明らかに知ち己きに対するものであった。

「アナタ、バークレイ様と知り合いなの？」

「ま、じーさんの人間嫌い貴族嫌いが加速した原因を知ってる程度にはね」

　やはり皮肉げな調子で言って、キリが軽く肩をすくめる。

「それって……って、何してるの？」

　非常に気になる話題ではあったが、それ以上に気になる光景を目にしてしまったためメイは質問を切きり替かえた。

　キリが、道みち端ばたに転がる石を物色し始めたのである。

「こんくらいでいいか」

　いくつか石を見比べた後、キリは拳こぶし大だいの石を手に取った。

「二階の右から三番目。窓の下の方をえぐり込むように、思いっきりいけ」

　そんなことを言いながら、石をエイムに手て渡わたす。同時に、キリは何もない空間を指で突くような動作を取った。たゆん、と空間が揺らぐような不思議な光景が生まれる。

「思いっきり、でいいです？」

「あぁ、思いっきりだ。手加減無しでいい」

　首を傾けるエイムに、キリは力強く頷いた。

「りょーかいです！」

　エイムも、満面の笑みで頷き返す。

「ねぇ、何を言って……」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がして、メイが再び尋たずねようとしたのとほぼ同時。

「はぁっ！」

　いつもの気の抜ぬけるような声ではない、裂れつ帛ぱくの気合いと共にエイムが石をぶん投げた。

　バークレイ邸ていの一室に向けて、メイには視し認にん不可能なほどのとんでもない速度で。

　ブォンという風を切る音と、バリンと窓の割れる音が間を置かず響いた。

　これもまたほぼ同時に、ゴスッという何やら鈍にぶい音も。

「…………って、ちょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?　ホントに何やってるの!?」

　一いつ瞬しゆん素すでその光景をぼーっと眺ながめた後、メイは我に返ってキリに食ってかかった。

「あそこにバークレイ様がいたらどうするのよ!?」

「大丈夫、あそこにじーさんがいることは確かく認にん済みだ。防護結界はさっき破っといたし」

「何がどう大丈夫だと言うの!?」

　メイもこれには叫さけばずにはいられない。つい先ほどまでの悲ひ壮そうな決意やキリへの複雑な思いなどが、今の一幕で吹っ飛んだ気分だ。

　メイとキリがそんなやり取りをしている傍ら、屋や敷しきの中からはドタドタドタと何者かが慌ただしく駆かける音が近づいてきていた。

「誰じゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　このワシを誰か知っての狼ろう藉ぜきかぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　やがてバダァン！　と壊こわさんばかりの勢いで玄関の扉とびらが開き、一人の老ろう爺やが姿を現す。

　深緑の髪かみに、茶味がかった肌はだの色。顔には深い皺しわが刻まれているが、人族が老いと共に刻んでいくものに比して随分と数が多い。髪と同じ色の瞳を有する目が吊つり上がっているのは、恐らく……というか間違いなく、怒いかりのためだろう。怒ど気きに震ふるえる高い鷲わし鼻ばなは、まるで太い樹きの枝のようだ。

　全体的に、どことなく植物を連想させるような見た目だった。

　それもそのはずで、その色合いや肌はだ質しつは木き妖よう精せいが持つ特とく徴ちようだ。森の最さい奥おうで森と共に生きる種族、木妖精。その寿じゆ命みようは大樹のように長大で、彼も齢よわい五百歳さいを越こえているはずだ。それでも、木妖精の中ではまだまだ若者の部類だという。ある程度の年ねん齢れいまでは人族と同じような成長を遂とげ、人族でいう老ろう齢れい期を迎むかえた頃ころから木妖精の見た目はほとんど変化しなくなる。実際、十年ほど前にメイもその姿を一度だけ見た記き憶おくがあるが、その頃と一いつ切さい変わっていないように見えた。唯ゆい一いつ違ちがう所といえば、豊かな緑髪を後ろに撫で付つけていることで露出したおでこに、遠目でもハッキリとわかるほどの大きなコブが出来ているということくらいか。

　彼こそが、《賢者》バークレイその人である。

「ほら、出てきたろ？」

「確かに出てはきたけど……」

　得意気に片眉を上げるキリに対して、メイは口元をヒクつかせることしか出来なかった。

「貴様らかぁ！」

　そんなメイたちに向けて、バークレイは手にしていた石――若じやつ干かん赤い液体が付着している――をぶん投げる。

「んはは、相変わらず血の気の多いじーさんだ」

　先ほどのエイムにも劣おとらない速度で投とう擲てきされた石を、キリは音もなく軽く受け止めた。

「今のは誰でも怒おこると思うわよ」

　メイは半笑いでそうコメントする。

「えーい、忌いま々いましい！」

　こめかみに血管を浮うかべたバークレイの両手が光った。

「かぁ！」

　気合いの声と同時に両手の光が一つに収束し、光の帯となってメイたちの方に放たれる。第九階位魔法《破は光こう》。第八階位以上の魔法の多くが範はん囲いを広げる方向で強化される中で、《破光》は純じゆん粋すいな破は壊かい力りよくに特化した魔法である。その威い力りよくは、光の射線上にあるもの全てを蒸発させ尽つくすほどだ。そんなものを周りの被ひ害がいも考えずにぶっ放す辺り、バークレイの怒りの程ほどが窺うかがえる。

　直ちよく撃げきすれば確実に死は免まぬがれないだろう光の奔ほん流りゆうの前に、飛び出す小さな身体からだ。エイムが展開したのもまた第九階位魔法、こちらは《透とう壁へき》だ。エイムの前に半はん透とう明めいの盾たてが出現する。

　第九階位の中で、それぞれ最強の貫かん通つう力と最硬の防ぼう御ぎよ力りよくを誇ほこる魔法同士がぶつかった。

　二つの魔法は、しばしの間せめぎ合い……やがて消しよう滅めつしたのは、《破光》の方だ。

「ほわ……こんな威力、ししょー以外では初めてです」

　しかしエイムも全くの無傷とはいかなかったようで、プスプスと煙けむりを上げる自分の手を驚き混じりで見つめていた。

「ぬぅ……今のを防ぐとは、なかなかやりよるの……」

　一方のバークレイは忌々しげに舌打ちしつつも、先ほどよりは幾いく分ぶん冷静さを取とり戻している様子だ。すぐに次の魔法を放つでもなく、探さぐるような目つきでエイムを睨にらんでいた。

「んはは。そう怒ると血管が切れんぜ、じーさんよ」

　エイムの頭を撫でながらキリが笑った。エイムの手が瞬く間に治ち癒ゆされていく。

「なんじゃ貴様は、馴なれ馴れし……い……」

　キリに目を向けたバークレイの表情の変化は著いちじるしかった。最初は眉を顰ひそめたのみ。次いで、訝いぶかしげに目を細め……最終的に、幽ゆう霊れいでも見たかのような驚きの表情となる。

「まさか、お主………………キリ、なのか……？」

「うぃっすー、三百年ぶり」

　気安げに手を上げるキリを見るバークレイはまだ、信じ難いと言いたげな表情だ。

「じゃが、お主は……そもそも、ヒトの子が未だ生きているはずが……」

「んじゃ、ロウアの谷でじーさんがギックリ腰ごしになった時の話でもする？」

「その話はやめんか!?　……っ！」

　反射的にといった感じで叫んだ後、バークレイは息を呑のんだ。

「その話を知っておるとは……本当にキリ、なのか……？」

「あぁ。皆みなさんご存知、高たか関ぜき桐きり様その人だ」

　茶化すように、ニッと笑ってキリは自分の顔を親指で指す。

「そうか……」

　呆ほうけた調子でバークレイは呟つぶやいた。その表情からは、つい先ほどまで滾たぎりまくっていた怒りの色がすっかり抜け落おちている。

「お主、生きとったのか……そうか……」

　バークレイは「そうか」と繰くり返し呟き何度も頷うなずいていた。

　が、しばらく後。ハッとメイたちの方を見ると表情を改め、しかめっ面つらに。

　もっとも、その目の端はしには涙なみだが滲にじんだままだったが。

「ふん、茶くらいは出してやる。入れ」

　メイたちに向けて顎をしゃくり、バークレイは館やかたの方へと踵を返す。あのバークレイが自ら客人を招き入れるという状じよう況きように、メイは多分に驚きを覚えていた。

「ねぇ、どういう知り合いなの？」

「ま、昔ちょっとな」

　メイの方に目を向けず、キリは短くそう言ってバークレイ邸の方へと歩き出した。

　はぐらかされた形ではあったが、そのニヤけた笑みがしかし懐なつかしげで……そしてどこか悲しげでもあるように見えて、メイはそれ以上問いかけることが出来なかった。




「で……まぁキリはいいとして、じゃ」

　言葉通り手ずからお茶と、更さらにケーキまで用意してくれたバークレイが、各おの々おの一口お茶を飲み終えたタイミングでそう切り出した。

「お主らは何者じゃ？」

　メイとエイムを、順に睨みつけた後。

「ま、まさかとは思うが……キリの、嫁よめと子供かっ？」

　そう尋ねるバークレイは笑いそうになるのを無む理り矢や理りに押おし殺ころして作ったかのような渋じゆう面めんで、ソワソワしている様子が全く隠せていない。

「ボクは、ししょーの弟子のエイムです！」

　立ち上がろうとしたメイに先んじて、エイムが元気よく手を上げた。

「弟子……」

　驚いた様子で、バークレイはキリを見る。キリが無言のまま頷きを返した。

「……もう、長いのかね？」

「三年くらい、らしいです！」

　少し目め尻じりを下げたバークレイの問いにも、エイムは元気よく答える。

「そうか……」

　今度こそ微笑んで、バークレイは目め頭がしらを押さえた。

「キリ、お主……また、誰かの傍らにおれるようになったんじゃのぅ……」

　感かん慨がい深ぶかげに、何度も頷くバークレイ。

　しかし、しばらくするとハッとしたように表情を改め、またしかめっ面に戻もどった。

「ふん、あの小こ僧ぞうっ子こに弟子とはな。どうした、遠えん慮りよせずにケーキを食わんか。ふむ、育ち盛りじゃしそれだけじゃ足りんな。ワシの分も食え。そうじゃ、干しイチゴがあるからそれも食うが良いぞ。お茶のおかわりはいるか？　うん？　うん？」

　しかめっ面のまま、エイムの口にケーキを放ほうり込んだりイソイソと取り出してきた干しイチゴを皿に載せたり中身の減ってきたカップにお茶を注いだり口元のクリームを拭ぬぐってやったりと、バークレイは甲か斐い甲が斐いしくエイムの世話を焼く。

　エイムもされるがまま、むぐむぐと口を動かしていた。やがて、口の中のものを嚥えん下かし。

「ありがとです、おじーちゃん！」

「ほぐっ!?」

　満面の笑みを向けられたバークレイは、胸を押さえ顔を伏ふせた。

　しばし何かに耐えるように震えた後、再び顔を上げる。
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「ふ、ふん……お、お、お、おじーちゃんなどと、ワシを年寄り扱いするでない。ワシはまだ五七一歳の若者じゃ」

　最も早はや、しかめっ面はほとんど保てていない。目尻が下がって、半分以上笑みを形作った状態で口くちの端はしがピクピクと震えていた。

（バークレイ様って、思っていたより愉ゆ快かいなお方なのね……）

　そんなバークレイの姿に、思わず笑いそうになるのをメイは必死に堪こらえる。

「……ふぅ」

　どうにか耐え切り、一呼吸。

「ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ございません」

　そして、話が途と切ぎれたタイミングを見計らって立ち上がった。

　ほぼ直角にまで頭を下げ、最も形式張った礼の姿勢を取る。

「バークレイ様におかれましては、ご機き嫌げん麗しゅうお過ごしで……」

「貴様、貴族の娘むすめか？」

　今度は混じり気ない仏ぶつ頂ちよう面づらで、バークレイはフンと鼻を鳴らした。

「そういう堅かた苦くるしいのはいらん。名前だけ……いや。それと、キリとの関係だけで良い」

「これは失礼致いたしました」

　顔を上げ、つまらなさそうに手を振ふるバークレイに向けて微笑む。

「わたくし、メイ・スキュールと申します。キリとエイムちゃんには、旅の途と中ちゆうで危ないところを助けていただいたのです」

「スキュール……」

　バークレイは、少しだけ意外そうに片かた眉まゆを上げた。

「なるほど……今いま更さら貴様がこの国を訪おとずれるとは何事かと思ったが、そういうことか」

　次いで得心したような表情となり、そう言ってキリを睨みつける。

　それに対するキリの返答は、軽く肩かたをすくめたのみだった。

「言っておくが、ワシはもうヒトの世に関わるつもりはないぞ？」

「んはは、だったらなんで未だにこの国に住んでんだよ？」

「っ、それは……」

　笑いながら問うたキリに対して、バークレイは言葉に詰つまった様子だ。

「気になるんだろ？　この国が……あの人の守ったものが、どうなるのかを」

「………………まぁ、その点については認めるのも吝やぶさかではない」

　再び、バークレイが鼻を鳴らす。

「じゃが、見届けるだけじゃ。ヒトの世に関わるつもりはない、という点に変わりはない。たとえお主の頼たのみであったとて、な」

「ま、こっちとしても元から直接関わってもらうつもりはないさ」

　キリが小さく首を横に振った。

「ただ、情報と寝ね床どこの提供くらいはお願いしてもいい仲だと思ってるんだけど？」

「……それくらいならの」

　三度、バークレイは鼻を鳴らす。

　何の話かわからないらしいエイムは、頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべながらキリとバークレイの顔を見比べていた。表情に出していないだけで、話の内容が理解できないのはメイも同様であったが。

「んじゃ、早さつ速そく」

　仕切り直すようにパンと手を打った後、キリは親指でメイを指した。

「姫ひめさんがどうもこの国から命を狙ねらわれてるらしいんだが、こりゃどういう状況なんだ？」

　単刀直入に、そう切り出す。

「半月ほど前にクーデターが起こり、王が替かわった。前統治者の一族郎ろう党とうを皆みな殺ごろしにするというのは、まぁ当然の話ではあるじゃろうな」

　対するバークレイの回答もまた、簡潔なものだった。

「………………はっ？」

　呆けたような疑問の声はメイのものだ。しばらく何の事か理解出来ず、遅れて自国での出来事について言っているのだと気付いて思わず漏もれ出でた声であった。

「くーで、え？」

「首しゆ謀ぼう者しやは、ミック・サーヴァ。どういう餌えさをぶら下げたかは知らんが、それなりの数の貴族を抱だき込んだようじゃの。ま、所しよ詮せんは貴族なぞそんなものよな」

「は、え？」

　立て続けの情報に、メイの混乱はますます加速する。

「どちらさん？　その、ミック・サーヴァってのは」

　キリが片眉を上げて尋ねた。

「魔ま王おう殺しの英えい雄ゆうじゃよ」

「ほーぅ？」

　バークレイの回答を受け、興味深そうな声を上げる。

「…………どうして、そんなことを？」

　たっぷり数秒は混乱した後で、メイは絞しぼり出すようにして尋ねた。

「さて、そこまでは知らんな」

　どうでもいいとばかりにバークレイが吐はき捨すてる。露ろ骨こつに興味なさげな態度に、メイは若干たじろいだ。

「それで、その、お父様たちは……？」

　しかしこの場における情報源はバークレイのみ。二種類の意味で恐おそる恐る尋ねる。

「まだ、死んではおらんようじゃの」

　その言葉に、ホッと安あん堵どの息を吐く。

「もっとも、ちょうど明朝に公開処しよ刑けいということじゃが」

「っ!?」

　しかし続く言葉で、今度は息を呑むこととなった。

「そんな!?　それじゃ、すぐ助けに……っ！」

　慌あわてて立ち上がり、しかしメイは唇を噛かんでその場に佇たたずむ。

「無策で飛び出すほど愚おろかではないか」

　バークレイの言葉は、特段感心するでも嘲あざけるでもない、ただ事実だけを述べる響きだ。

　メイの心は焦あせりで満ちていたが、しかし頭は冷静さを欠いてはいない。王族という立場を除けば、メイは多少剣の腕が立つ少女でしかないのだ。しかも、魔法を使えない『出で来き損そこない』。今から単身乗り込んだところで、明日の処しよ刑けい台だいに並ぶ首が一つ増えるだけだろう。

「にしてもじーさん、人ひと嫌ぎらいで引きこもってる割には意外と情報通じゃん？」

「独りでいるからこそ、情報は値あたい千せん金きんの価値を持つからの」

「ひひっ。情報なんぞ二の次、とにかくぶっ壊せ、が信条だった奴やつの言葉とは思えねーな」

「……ワシとて、三百年前のアレで何も感じなかったわけではない」

「おいおーい、なんか辛しん気きくさくなーい？　過去は過去、俺おれらは今を生きようぜ？」

「貴様は……ワシ以上に過去を引きずっとるように見えるがな」

「……んはは、んなもん気のせい気のせい」

　キリとバークレイの間でそんな会話が交かわされる中、メイは思考の海に沈しずんでいた。

（どうする……!?　ミラーやマリアに協力を……けれど宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団長に侍じ女じよ長、明らかな旧王派は閥ばつの彼らをその役職のままにしてあるかしら……？　というか、彼らがクーデターを黙って見ていたとは思えない。動けないか、動いた結果失敗したと見るべき？　だとすればやっぱり、私が何とかしないと……私が……私が私が私が）

　グルグルと回る思考に合わせるように、目まで回りそうになってきた頃。

「なぁ」

「ひゃう!?」

　ポンと肩を叩たたかれ、メイは素っ頓狂な声を上げてしまう。驚きでバクバク高鳴る胸を押さえながら横を見ると、キリがいつも通りの軽けい薄はくな笑えみを浮かべていた。

「自分がやらなきゃ、か？」

「そ……」

　心中をズバリ言い当てられ、メイは言葉に詰まる。

「そんなことは、別に……」

　誤魔化しの言葉を口にしようとして、しかし途中でメイは思わず言葉を止めた。

「なぁ、姫さん」

　笑みを引っ込めたキリの顔が、目の前にまで迫せまってきたから。

「俺がいるだろ？」

　メイの心臓が、先ほどより何倍も大きく跳はねた。

「俺を頼れよ」

　それは、ずっとヘラヘラ笑っていたキリの……仮面を外した、恐らくは本当の顔。

　とても、力強くて。

「頼って、くれよ」

　同時にそれは、懇こん願がんするような弱々しい表情でもあった。

　真まっ直すぐ見つめられ、メイは何も言えなくなる。

　……と、そこで。

　ゴン！　という妙みように場ば違ちがいな音が突とつ如じよ響ひびいた。

　一同の視線が一点に集まる。

　音の発生源である、テーブルに突つっ伏ぷすエイムへと。

「うぁ……ごめ、なさ……です……だいじょぶ……です……」

　顔を上げこそしたものの、エイムは半ば以上目を閉じて船を漕こいでいる状態だ。その頭が数度フラフラと揺れたあと、またテーブルに向けて落ちた。

「おっとぉ！」

　ぶつかる直前、ギリギリでバークレイが受け止める。

「ふぅ……どうやら、おネムのようじゃの」

　ホッとした表情で、バークレイはエイムの頬ほおを軽く撫なでた。

「んはは、そういや今日は結局ほぼ徹てつ夜や状態だったか」

　先ほどの表情が嘘だったかのように、キリはもういつもの笑みを浮かべている。

「なんじゃと!?　貴様、こんな小さな子供に徹夜させるとは何事じゃ！　仕方ない、目の前でフラフラされると目め障ざわりじゃからな！　隣となりの部屋に寝ねかしつけてきてやろう！　ふん、どうせ余っとる部屋じゃからな！　貴様らもそこで休むが良いわ！」

　捲まくし立たてるような口調とは裏腹に、宝物でも扱あつかうかのような慎しん重ちような手付きでバークレイはエイムを抱き上げた。

「じーさん」

　そのまま部屋を出ていこうとするバークレイを、キリが呼び止める。

「ありがとう。ホントに、俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……ふん」

　振り返かえって一いつ瞬しゆんキリを見たバークレイは、鼻を鳴らして今度こそ部屋を出て行った。

　それを見送ってから、数秒。

「……ねぇ、キリ」

　メイは、しばし逡しゆん巡じゆんした後キリに呼びかける。

「ここが、アナタの言った『落ち着ける場所』なのよね？」

　それは、クオテ村でキリが言ってた言葉への確認だった。

「あぁ」

　メイの問いかけに、キリも頷く。

「私を助けてくれる理由、バークレイ様との関係、時々悲しそうな顔になる原因……全部、アナタが私に重ねてる誰かに関係しているのよね？」

　その想おもいは、この屋敷に来て更に強まった。バークレイも、明らかにキリと同じ人物を気にしている節がある。

「あぁ、そうだよ」

　至し極ごくあっさりとした肯こう定てい。

「今度こそ、聞かせてもらえるかしら？　アナタたちの間に何があって……アナタたちをそこまで惹ひき付けるのが、誰なのか」

　真っ直ぐキリを見み据すえ、尋ねる。

「いいよ」

　やはり至極あっさりとした返答に、メイは少々拍ひよう子し抜ぬけしたような気分にすらなった。

「つっても、大して面白おもしろい話でもないけどにゃー」

　キリの、ヘラヘラした笑みは変わらない。

「これはまぁ、どこにでもあるような話で」

　口調は軽く。

「姫さんにも無関係じゃない歴史で、じーさんの人間嫌ぎらい貴族嫌いを加速させた原因で」

　揶や揄ゆする調子で。

「俺の、始まりと終わりの物語だ」

　にも拘わらず悲しげで寂しげに聞こえるのは、メイの気のせいなのだろうか。

「かつて、俺は魔王を倒たおす存在としてこの世界に召しよう喚かんされた。召喚したのは――」

　キリは、そんな言葉を皮切りに語り始めた。










　かつて、高関桐は魔王を倒す存在としてこの世界に召喚された。

　召喚したのは当時のバーキャ国王の長男、ポスレ・スキュール王子。歴史上唯ゆい一いつ、勇者召しよう喚かん魔ま法ほう――実際に召喚するのは神的存在であり、召喚魔法の使用者はその神的存在に願いを送るだけらしいが――を成功させた天才魔導士でもある彼もまた、桐と共に魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出る。

　その道中で出会い、同行することになったのがバークレイだ。当時から既すでに人間嫌いな上に同族すら嫌って一人森の奥おくで暮らしていた彼だが、本気で魔王を討とう伐ばつせんとする二人の心意気に興味を持ったらしい。

　魔王軍は当時世界の半分以上を支配下に置いていたほどに強大で、決して楽な旅ではなかった。しかしそれが、逆に三人の絆きずなを深め。少しずつ魔王軍に奪うばわれていた地域を取り戻し、幾いく度どの困難を乗のり越こえた末、ついには魔王軍を追おい詰めるまでに至ったのである。

「いよいよ明日、魔王城に突とつ入にゆうかぁ」

　三人で囲むテーブルに肘ひじを突つきながら、桐は何とは無しにそう呟く。

　要よう塞さい国家デイテのとある宿で、桐たちはデイテ軍と共同戦線を張っての決戦前夜を迎えていた。デイテは、人界の中で最も魔王領に近い場所に存在する国である。にも拘わらずこれまで支配されることなく魔王軍への抵てい抗こうを続けてこられたのは、その防衛力の高さゆえだ。要塞国家の名は伊達だてではない、ということである。しかしそれにも限界はあり、徐じよ々じよに魔王軍に押され始めていたところに『勇者ご一行様』の到とう着ちやく。諸もろ手てを上げて桐たちに協力を申し出てきた形である。

「なんじゃ、不安そうじゃの」

　バークレイがフンと鼻を鳴らした。一見不ふ機き嫌げんそうだが、それが心配の表情であることを旅の中で既に桐は学んでいる。

「……ま、実際不安だよ」

　だから、正直に心情を吐と露ろした。

「魔王って無む茶ちや苦く茶ちや強いんだろ？　なのに、魔王城に突入するのが俺たち三人だけって」

　苦く笑しよう混じりに溜ため息いきを吐つく。

「……まぁ、の」

　バークレイの口調も、どことなく弱い。

「仕方ないさ。どの国も、魔王軍の侵しん攻こうを防ぐだけで手て一いつ杯ぱいなんだ。それに、少数精せい鋭えいの方が目立たず魔王の喉のど元もとまで一気に食い込める。これが最善だよ」

　そんな中、一人だけ声から力強さを失っていないのがポスレである。

　桐より二つ年上の、美青年。彼かれに初めて会った時、桐は相手が男だとわかっているにも拘わらず見み惚ほれてしまったほどだ。肩かた口ぐちで切り揃そろえられた金色の髪は緩ゆるやかにウェーブがかっており、幾度の戦地をくぐり抜けてなお微み塵じんも輝かがやきを失っていない。碧あおの瞳ひとみを有する目は優やさしげで、しかし同時に力強さも備えた不思議な光を宿している。貴公子然とした、見る者をどこか安心させるような雰ふん囲い気きを持つ青年。それがポスレ・スキュールだ。

「それに……魔王は確かに強力だろうけど、僕ぼくらだって十分に強い。大だい丈じよう夫ぶさ」

　ポスレが柔やわらかく微笑ほほえみながらそう言うと、桐の胸中から不安がスゥと引いていった。

「そっか。ポスレがそう言うなら大丈夫だな」

　これまでの旅で、このようなやりとりは何度もあった。そしてポスレが「大丈夫」だと言えば、どんな苦境に見えた場面でも実際に乗り越えることが出来たのだ。だから桐は、今回も「大丈夫」だと思うことが出来た。
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「楽観的すぎるのも、それはそれで問題じゃがの」

　言葉こそ棘とげのあるものながら、バークレイも小さく微笑んでいる。

「そうだね。だから、今日はもう休もう。明日は万ばん全ぜんの体調で挑いどまないと」

　言って、ポスレは腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がった。

「そうじゃな」

「まともなベッドで寝るなんて久々だなー」

　バークレイと桐も続く。

　事が起こったのは、その時だった。

　外から轟ごう音おんが鳴なり響ひびいたかと思えば、次いで人々の悲鳴が響き渡わたる。それは一時的なものに留とどまらず、轟音と悲鳴はむしろ時が経たつほどにどんどん大きくなっていった。

　三人は一瞬だけ顔を見合わせた後、頷き合ってそれぞれの得物を手に飛び出だす。バークレイは精せい霊れいの森の大樹から切り出した魔法を大おお幅はばに強化する杖つえ、ポスレは深しん淵えんの洞どう窟くつの奥おく底そこで手に入れた魔ま力りよくを斬きる宝ほう剣けん、桐は最果ての神しん殿でんで女め神がみの巫女みこより授さずかった神しん剣けん。

　外に出た桐たちが目にした光景は、端たん的てきに言って地じ獄ごく絵図だった。

　街中に魔ま物ものが溢あふれ返り、人を食くらい建物を壊す。見上げれば空を覆おおわんばかりの飛行型の魔物が、眼下に向けて魔法を射出していた。デイテの兵を筆頭に抵抗する者の姿も見受けられたが、何しろ数が違ちがいすぎる。ほとんど一方的に虐ぎやく殺さつされるだけだった。

「な、んだこりゃ……」

　桐は思わず棒立ちになって、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「数が多すぎる……まさか、魔王軍の全軍が襲おそってきておるというのか……？」

　桐の隣で、バークレイも似たような表情だ。

「こんなに攻せめこまれてるってことは、防ぼう壁へきが破られたってことかよ!?」

「バカな、ありえん！　たとえ魔王軍の全軍が相手だとて、デイテの防衛軍ならばワシらに救きゆう援えん要よう請せいを送るくらいの時間は最低でも稼かせげるはずじゃ！」

「だったらこりゃどういうことなんだよ！」

「ワシが知るか！」

「二人とも、まずは落ち着こう」

　言い合う桐とバークレイの間に、ポスレが割って入った。

「原因はわからないけれど、今ここが魔王軍に襲しゆう撃げきされているのは事実だ。だったら僕らのやることは一つ。だろう？」

　ポスレの言葉に、落ち着きを取り戻した二人も頷く。

　そして、すぐさま戦場に身を投じた。




　桐たちは必死に戦った。

　桐の神剣が幾いく多たの魔物を斬り裂さき、バークレイの攻こう撃げき魔ま法ほうが空の魔物を次々に撃うち落とし、ポスレの宝剣と回復魔ま法ほうが幾人もの命を救った。全身余すところがないくらい血に塗まみれ、呼吸する暇ひますらもないほどに戦場を駆け回まわる。それはまさしく、獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくと言って差さし支つかえなかった。たった三人だけで、ほとんど戦せん況きようを覆くつがえしかけるほどに。

　だが、しかし。

　単独で戦況を動かせる存在を有するのは、人間側だけではなかった。

　最初それは、黒い靄もやのようなものが迫ってきている光景に見えた。

　数百メートルに亘って、霧きりのように漂ただよって。

　まるで生き物のように、ウゾウゾと蠢うごめきながら。

　黒い靄は、木々を、建物を、動物を、人を呑み込んだ。

　呑み込まれたものは、まるで抵抗することさえ許されずに消滅した。

　黒い靄が通った後には、何も残らなかった。

「なん、だ……？　ありゃ……」

　再び、呆然と桐が呟く。

「なんだか知らんが、吹ふき飛ばせばえぇじゃろう！」

　桐の隣から、凄すさまじい輝きが照射された。バークレイの放った《破光》である。

《破光》は、狙い違たがわず黒い靄へと命中し……あっけなく、消滅した。

「……まさか、全く効いとらんのか……？」

　バークレイが信じがたいと言いたげな表情でその光景を見つめる。

　と、黒い靄が一いつ斉せいに引き始めた。

　自然、桐の目はその引いていく先を追っていく。

　それは、一ひと際きわ魔ま物ものが密集している箇か所しよの中心。

　一つの人ひと影かげに吸い込まれるように、黒い靄は収束していった。

「まさ、か……」

　いつの間にかカラカラになっている口を無意識に動かし、桐は掠かすれる声で呟く。

　それはフード付きの大きな漆しつ黒こくのローブに身を包つつんでおり、ほとんど露出している部分はなかった。僅わずかに見えるのはフードからこぼれる、先ほどの靄が形を変えたかのような漆黒の髪くらいか。それの歩みと同じ速度で、周囲の魔物たちは一糸乱れぬ動きで移動している。魔物がそんな風に整然と行動している様を、桐は見たことがない。

　その姿は、まるで魔物を従える王のようだ。

　否いな……まるで、ではない。

　それが、顔を動かす。顔の大部分はフードの陰かげになって見えなかったが、なぜかその目だけはハッキリと見えた。この地に流れた血を凝ぎよう縮しゆくしたかのような真しん紅くの瞳が、桐の方へと向けられる。

　瞬しゆん間かん、桐は悟さとった。

「魔ま、王おう……」

　一度もその姿を見たことはない。

　しかし討うつべき敵が、桐のこの世界における存在意義が、そこにいると。

　直感的に、わかった。

「魔おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉう！」

　桐はこの世界に来て、魔王軍によって引き起こされた悲劇惨さん劇げきを沢たく山さん見てきた。

　目の前で親を殺され、自身も重傷を負いながらも親を想って泣きじゃくる子供がいた。

　子供だけは助けてと、血まみれの手で既に事切れている子の遺体を差し出す親がいた。

　絶対魔王を殺してやると、年齢に似合わぬ凄せい惨さんな目で獣けもののように生きる少女がいた。

　絶対魔王を倒してくれと、桐たちに希望を託たくし身代わりとなって死んだ少年がいた。

「ぶっ、殺してやる！」

　彼らの想いが、自身の怒りが、ごっちゃになった感情が急激に噴出し、桐の足は気が付けば魔王へ向けて駆かけ出していた。

「待って、キリ！」

　しかし、後ろからポスレに羽は交がい締じめされ強制的に止まることとなる。

「放せ、ポスレ！　魔王を殺さなきゃならない！　それが俺たちの目的だろ！」

「落ち着くんだ、キリ。流石さすがに、あそこへ無策で突っ込むのは無む謀ぼうすぎる」

「っ……！」

　ポスレの声を聞いて、熱くなっていた頭が少しずつ冷えていくのを桐は自覚した。

　改めて、状況を確かく認にんする。魔王の周囲には、魔物が数多あまた。更に、魔王の身体からまた黒い靄が発生して周囲を蹂じゆう躙りんし始めた。魔王はもう興味を失ったかのように桐から視線を外しているが、向かっていけば当然その黒い靄は桐を標的とすることだろう。今のところ、桐にはそれに対たい抗こうする手段がない。

　桐に突とつ進しんの意思がなくなったことを悟ったか、ポスレが腕うでを放した。

「けど、どうすれば……！　こうしている間にも、街が！　皆が！」

　多少冷静さを取り戻したとはいっても、胸の内では未いまだ激しく焦りが燃え上がり続けている。桐は、叫さけびながらポスレに詰め寄よった。

　魔王の出現により、形成は一気に、そして致ち命めい的てきなまでに傾かたむいている。人々は恐きよう慌こうして逃にげ惑まどうばかりで、もはや抵抗の意思すらも残ってはいなかった。

「僕に、考えがある」

　少なくとも表面上、ポスレは焦りもなく落ち着いているように見える。

「逃げる算段、というわけではあるまいの？」

「まさか」

　苛いら立だたしげに自身の腕を指で叩きながら問うバークレイに、ポスレは肩をすくめた。

「時間がないから、手短に説明するよ」

　そう前置いて、ポスレは話し始める。

「僕が正面で囮おとり役になる。その隙すきに、キリとバークレイは回り込んで後ろから奇き襲しゆうを仕し掛かけて欲ほしい」

　その後。

　少し待ってみても、続く言葉はなかった。

「………………え、それだけ？」

　拍子抜けして、思わず桐はそう口にする。

「細かい作戦を立てている暇はないからね。あとは臨機応変に、だよ」

　こんな時だというのに、茶ちや化かすようにポスレはウインクを飛ばした。

「魔王がここに来たという事実は、僕らにとって最悪に近いかもしれない。けれど、逆に僥ぎよう倖こうでもあると思うのさ」

　そして、微笑む。

「攻めにくい城の中からわざわざ出てきてくれたんだ。これで、討ちやすくなった」

　ゴクリ。桐は、我知らず喉のどを鳴らしていた。

　逃げる算段云うん々ぬんどころの話ではない。ポスレは、この状況を好機だと言っているのだ。

「大将が前線に出てくることの危険性を、奴に教えてやろう」

　珍めずらしく、ポスレが好戦的な笑みを浮うかべる。

　桐も、気分が高こう揚ようしていくのを感じた。

「……あの黒い靄をどうにかする手段はあるのか？　ないなら、陽動にすらならんぞ？」

「あれが僕の考えている通りのものなら、恐らく僕ならどうにか出来る。逆に言うと、これは僕にしか務まらない」

　懐かい疑ぎ的てきなバークレイにも、ポスレは力強く頷く。

「大丈夫だよ。この街も、皆も。大丈夫」

　大丈夫。

　その言葉に、桐も笑みを浮かべた。










「愚かしくも」

　ポスレが立てた作戦についてメイに語った後、キリはそう言って笑みを深めた。

「その時俺は、まだ何が解決したわけでもないのにホッとした気持ちにすらなっていた」

　いつも通りの、ヘラヘラといかにも軽薄そうな笑みだ。

「あの人の言葉に、何の疑いも持っちゃいなかった。あの人が間ま違ちがったことを言った記き憶おくなんて一つもなかったし、あの人が大丈夫と言えばどんな時だって大丈夫だったから。それを信しん頼らいだと思ってたんだ。笑えるだろ？」

　同意を求めてくるが、笑う気になどなれるわけがない。

「そんなものは、ただの盲もう信しんで思考放ほう棄きだってのに」

　言葉を重ねる度たびに、キリが自分を傷付けているように見えるのだから。

「ま、とはいえ」

　キリが肩をすくめた。

「実際、その時もまたあの人の言葉は正しかったんだが。確かに、大丈夫だった。街も、皆みなも、俺たちも。ただ……」

　言葉を探すように、一呼吸置く。

「あの人自身が、その『大丈夫』の範はん疇ちゆうに入ってなかったってだけで」

　その言葉は、メイの耳には何の感かん慨がいも含ふくんでいないように聞こえた。

　そんなことが、あるはずないのに。

「魔王がいる本隊の背後に俺たちが辿たどり着ついた時、あの人は魔王と対たい峙じしていた」

　メイは、黙だまってキリの話を聞き続けた。

「あの人と、目が合った。あの人は、笑った」

　キリは、滔とう々とうと語る。

「俺たちが遅おそすぎたのか、初めからそうするつもりだったのかは……未だに、わからない。何にせよ次の瞬間、あの人が魔王の胸辺りに手を当てた。そしたら、そこから思わず目を瞑つぶっちまうほどの光が生まれた」

　淡たん々たんと。

「光が収まって、俺が目を開けた時」

　平然と。

「あの人の姿は、どこにもなかった」

　そう、口にする。

　それが話の区切りだとでも言うように、キリは小さく息を吐いた。

「こっから先は、ほとんどうろ覚えだ。かなりの間、俺は自失してたようだから」

　自らの事を語っているはずなのに、キリの語り口はどこまでも他人ひと事ごとのようだ。

「まず、魔王はこの一件で深手を負ったらしい。デイテを襲っていた魔物を根こそぎ引き連れて、帰ってったんだと」

　その話は、メイも知っている。

　言い伝え曰いわく……退魔の力を持ったバーキャ王国の若き王子が、命と引ひき換かえに魔王を退けた。深手を負った魔王は、魔王領の奥おく深ふかくで動けなくなったのだ……と。

　しかし。

（ポスレ王子と共に、キリとバークレイ様も戦っていたなんて……）

　そんな話は聞いたことなかった。それは、語かたり継つがれるうちに抜ぬけ落おちた情報なのか。

　あるいは……生き残った二人が、語り継がれることを拒きよ絶ぜつしたからなのか。

「ちなみに、なんか朧おぼろ気げな意識の中で聞いた記憶があるんだけどさ。デイテにあっさり魔王軍が侵攻出来たのは、デイテの貴族の手引きだったんだと」

「っ!?　そんな、どうして!?　お、脅おどされてたの!?　それにしたって……！」

　ついでのように付け加えられた話に、思わずメイは声を荒あららげた。

「脅されてた奴も、まぁいなくはなかったんだろうけど。魔王を討ち漏らした場合の報復に怯おびえる奴、魔王軍が存在することで甘あまい汁しるを吸っていた奴、色々だったっぽいかな」

　一方のキリは、やはり何の感情も宿していない口調だ。

「でも、だって……！　だって、魔王軍は人類共通の敵だったのでしょう……!?　それが、どうして……!?」

「まー、共通の敵が出来りゃあ人類が一枚岩になるなんて考えは幻げん想そうだったわけだ」

　あまつさえ、笑って茶化すように肩まですくめて見せている。

「あとこの話、その裏切った貴族が軒のき並なみ魔王軍の侵攻でおっ死ちんだってオチまででセットな。なかなか笑えるだろ？」

　もちろん、笑えるわけはなかった。

「じーさんは、自分の手で八やつ裂ざきに出来なかったって悔くやしがってたみたいだけど。今思えば、無差別にデイテを破は壊かいしなかった分じーさんも意外と堪こらえ性しようあるのかもな」

　当時、既に人間嫌い……どころか同族さえも嫌っていたというバークレイにとって、恐らくは初めて心を許せた存在の一人がポスレ王子だったのだろう。それを失ったバークレイの怒いかりがどれほどのものだったのか、メイには想像も出来ない。

　同じく、キリがどれほどの悲しみを抱いたのかも。

　けれど少なくとも、何も感じなかったなどという事はありえないはずだ。

「それからじーさんは、一いつ旦たんバーキャ王国に行ったみたいだ。どうも、ぼーっとしたままの俺も連れてってくれたらしい」

　けれど、やはりキリは自身とは無関係な出来事のように語る。

「そんで、あの場に一つだけ残っていたあの人の剣けんを王家に渡した。その時に、魔王を退けた褒ほう賞しようとして屋や敷しきを貰もらったっぽいな。あとは何か王様が俺にも褒賞がどうとか、じーさんが一いつ緒しよに暮らそうとかどうとか言ってた気もするけど、その頃ころの事はほぼ覚えてねー」

　何の感慨も抱いていないように聞こえるキリの言葉。

（剣……）

　メイは、傍かたわらに立てかけてある自らの剣を見た。王家に伝わる、魔力を斬る宝剣。

「……どうして、アナタはバークレイ様と共に暮らすことを選ばなかったの？」

　なんとなくキリの心の繊せん細さいな部分に触ふれるようで、メイは恐る恐る尋たずねた。

「んはは、ほぼ覚えてねーって言ってるじゃーん」

　メイの心情を知ってから知らずか、キリの軽薄な笑みは変わらない。

「ま、つっても自分のことだかんね。記憶にゃなくとも、わかってるけど」

　出会った時から、ずっと変わらない。

「前にも言ったっしょ？　魔王を倒さねーと、俺が元の世界に帰れねーんだって。だったら、じーさんのとこでじっとしてたってしゃーないじゃん？　だから、修しゆ行ぎように出たわけさ。魔王を倒すために。圧あつ倒とう的てきな力を持つに至るまで。十分に、時間をかけて。結果、《神かみ喰くい》様のお墨すみ付つきを貰って自信付けるまでに三百年もかかっちまったけどね」

　それは、出会ったその日にキリが語ったものと同じ内容だ。

　その時メイは、なんと軽いノリなのだろうと思った。漠ばく然ぜんと、ヘラヘラと笑いながら鍛たん錬れんする姿を想像していた。気楽な調子で強くなったのだと思っていた。

　今、メイが彼に対して抱く印象はあの時とは全く異なる。

　自分を見失うほどに圧倒的な喪そう失しつ感を胸に、キリはどんな気持ちで鍛錬に臨のぞんだというのか。三百年もの時を、何を想って過ごしたのか。魔王に対してどのような感情を抱いていたのか。メイには、想像も出来ない。

「でも……鍛錬だって、バークレイ様と一緒にすれば……そうじゃなくても、もう一度魔ま王おうに挑む前に顔くらい見せても良かったんじゃないの……？」

　同じく、そんなキリを見送ったバークレイの気持ちについても想像出来ない。だが、少なくとも今回キリの生存を確認した際にバークレイが心よりの喜びを抱いたことだけは確かだと思う。恐らくは、そんなバークレイに対してキリが強い絆を感じていることも。

「……俺とじーさんと、あの人の旅はあそこで終わったのさ」

　キリの口調に、少しだけ感情が乗ったように聞こえた。

「あの人を失って、ゲームオーバー。現実にゃリセットボタンなんざ存在しねぇ。俺たちの……俺の、この世界での物語はあの時を以もってバッドエンドで終しゆう了りようした」

　その言葉が伴ともなう響きは、恐らく自じ嘲ちよう。

「だけどもどういうわけだか、俺自身は無様に生き残っちまったんでね。格好悪わりぃが、自分で幕を引くしかねーわけ。そんな残りッカスのようなエピローグに、人を巻き込む必要なんざあるめぇよ」

　んはは、と。

　キリは、いつも通りに笑う。

「でも……でも、それでも……」

　何かを言わなければならないと思った。けれど何と言っていいものやらわからず、メイは口ごもることしか出来なかった。

「納なつ得とくいかないかい？」

　そんなメイを見て、キリは僅かに笑みを深める。

「結局のところ」

　表面上は、その軽々しさが増しただけ。

「何のこたぁねぇ。俺ぁ、あの一件でビビったんさ。怖こわくなったんだ」

　死ぬことが？　とは、問いかけなかった。

　そうでないことは、自明だったから。

「大切な何かを失うことが、怖くなった」

　キリの軽薄な笑みは、微塵も崩くずれてはいない。

「だから俺はもう、この世界に何一つ大切なものを残さない、作らないって決めたのさ」

　けれどそれは、笑みを形作っているだけであるように見えた。

「まー、いずれにせよ俺はそのうちこの世界を去る身だし？　身重になるのは何かと厄やつ介かいだってことに、ようやく気付いたっていうか？　全部捨て去って、何一つ持たず、あとはもうこの世界にバイバイするだけって感じになったわけよ」

　その言葉の全すべてが真実であるはずがない、とメイは思う。

　キリがバークレイへの感情を全て捨て去っているようには見えなかったし、エイムがキリの新たな『大切』になっていないとも思えなかった。

　それを、どう伝えようかと考えている最中。

「ま、俺の話はこんなとこかな」

　そんな言葉で話を打ち切り、キリは既に冷め切っているお茶を飲み干した。

　その態度がこれ以上の質問を拒こばんでいるように感じられて、メイは何も言えなくなる。

「これでわかったろ？　俺が姫ひめさんのために動く理由の一いつ端たんは、さ」

　軽薄な笑みを形作る目で、それでも真っ直ぐ見つめられるとそれだけでメイの思考は途と端たんに掻かき乱みだされた。自分の感情さえも正確に把は握あく出来なくなる。

　ただ、自身の胸に寂さびしさが去来していることは自覚できた。

　キリにとって、自分はポスレ王子の代だい替たいでしかない。当然の事なのに、自分自身にはそんな価値がないとわかっていたはずなのに、それがなぜか妙に寂しい。

　けれど同時に……その事に、ホッとする気持ちもメイの中には存在した。

　メイを護まもることは、恐おそらくキリにとっての救いに繋つながるのだろう。かつて護れなかったバーキャ王国の王族を、魔力を斬る宝剣の主あるじを、今度こそ護ることで。つまり、キリは自分自身のために動くのだ。メイのために……メイのせいで、巻き込まれるわけではない。

　そんな、免めん罪ざい符ふを得た気分だった。

　それがとてもとても卑ひ怯きような考えだということは、無論メイ自身わかっていたけれど。

「……わかったわ」

　胸に手を当て、深呼吸。鼓こ動どうを落ち着けてから、メイはそう言って微笑んだ。

「改めて……私に協力して、キリ」

　キリに向けて手を差し出す。

『助け』ではなく『協力』であると、わざわざ口にして。

　お互たがいの利害が一いつ致ちした結果でしかないと強調する。姑こ息そくに逃げ道みちを作る。

「りょーかーい」

　いつも通りの笑みと共に、キリが手を握にぎり返してきた。

　メイの心中に複雑な想いはあるものの、そこに頼たのもしさを感じるのは確かだ。

「ま、つっても俺おれは明日ちょっと外すけどね」

「えっ……？」

　だからこそと言うべきか、思わず出た声は自分でも驚おどろくほどに心細そうに震ふるえていた。

「明朝がもう処しよ刑けいっつーなら、色々早さつ急きゆうに準備整えねぇとだかんね。ま、魔ま王おう殺しの英えい雄ゆう様とやらの相手は弟で子しっ子で問題ないっしょ。俺は俺にしか出来ないことをやらんと」

　そう言ってから、ふとキリはメイの顔をまじまじと見て笑みを深める。

「そーんな不安そうな顔しなさんなって」

　やはり顔にも不安が表れていたらしいメイの頭に、キリがポンと手を載のせた。

「やべぇと思ったら、俺を呼びな」

　エイムによくしているように、ワシャワシャと頭を撫でる。

「そしたらどこにいたって、俺は駆けつける」

　なるほどそれは思っていた以上に心地ここち好よく、メイの気持ちを落ち着かせた。

「今度こそは、さ」

　その目がメイを見ていないのは、少しだけ悲しかったけれど。

「……そう、わかったわ」

　随ずい分ぶんと不安は引いて、メイはようやくそう返答する。

　キリが言うからには、キリでなければ出来ない何かがあるのだろうと思った。ふざけるし、からかうし、はぐらかすが、こういった場面で嘘うそをつくような人ではないと、メイは長くない付き合いながらキリをそう評価していた。

「何をするつもりか知らないけれど、よろしくね」

「んはは、任せなって」

　軽い調子で頷うなずいた後、キリが立ち上がる。

「んじゃ、俺は弟子っ子の様子見に行くけど。姫さんも休んどきなよ。ほとんど寝てねーのは姫さんも一緒っしょ？」

「そうね……ありがとう。そうさせてもらうわ」

　メイの返答を確認して、キリは部屋を後にした。

「……キリにしか出来ないこと、ね」

　一人部屋に残る形となったメイは、傍らの宝剣を手に取って小さく呟つぶやく。

「それはきっと、沢たく山さん沢たく山さんあるのでしょうね」

　ゆっくりと、鞘さやから剣を抜いた。少なくとも三百年前から使われてきたとは思えない、刃はこぼれ一つない刀身が姿を現す。

「……私に出来ることって、何なんでしょう？」

　顔も見たことのない、かつての持ち主に尋ねてみた。

　もちろん、どこからも答えなど返ってはこなかった。







第六章　覚悟を定める御姫様







　日が昇のぼるのと同時に、メイとエイムは王城への潜せん入にゆうを開始した。

「メイさん、この先はどっちです？」

「あ、そこは右」

「りょーかいです！」

　といっても、潜入感はゼロであったが。

　見張りの兵がいる横を、普ふ通つうに会話しながら通り過ぎる。陰いん鬱うつそうな表情を浮かべる兵たちはこの後の処刑を喜んで受け入れているようには見えず、それがメイを少しだけ安あん堵どさせた。ミックの王権は、必ずしも全ての者に受け入れられているわけではないようだ。

　とはいえ彼らも役割を放棄しているわけではなく、しっかりと周囲を警けい戒かいしている。にも拘かかわらず、メイたちに気付く気配は皆かい無むだった。これは、エイムの使用している《輝き光こう》と《起き風ふう》の効果……らしい。光の屈くつ折せつ率りつを変えることで姿を見えなくして、空気の振しん動どうを制せい御ぎよすることで音が漏もれないようにしている……との説明を受けたが、メイには理解できなかった。差し当たり、侵しん入にゆうに便利な魔法がある、という程度の認にん識しきに留めておく。あまりに簡単に潜入できた事実に城の警備について不安になるが、こんな風に魔法を使う者はそうそういないだろうと棚たな上あげしておくことにした。

　エイムが《周しゆう探たん》で探さぐった結果、ミック・サーヴァは謁えつ見けんの間辺りにいることがわかった。エイムだけではそこに至る道がわからなかったろうが、それこそ城の構造を知り尽つくしたメイがいれば迷うはずもない。

　あまりに何事もなさすぎる順調な行程に、逆に不安を覚えるほどだった。

「次の角を左に曲がったら、後は真まっ直すぐ先の突つき当あたりが謁見の間よ」

「りょーかいです！」

　ビシッと敬礼した後、エイムがメイを見上げた。

「ボクが先行して突入する感じでいいです？　突入と同時に、周りの人を無力化するです」

「えぇ、それは助かるのだけれど……」

　気負いがなさすぎる感すらあるエイムに、ふとメイは妙みような胸むな騒さわぎを覚える。

「ねぇ、エイムちゃん。一つ約束してくれないかしら？」

「何をです？」

　メイが立ち止まったのに合わせて、エイムも足を止めた。もう謁見の間は目の前だ。

　メイはしゃがんで、エイムと視線の高さを合わせる。

「ミック・サーヴァは強いわ。もし自分が危ないと思ったら、迷わず逃げてちょうだい」

　今のメイに、キリたちの協力を拒む気持ちはもうない。自分の力ではどうしようもない状じよう況きようへの助力を、ありがたく思う。けれど、だからといって怪我けがをさせていいなどとは微塵も思っていない。まして、キリと違ってエイムは本当に今回の件とは無関係なのだ。

「その約束は出来ないのです」

　しかし間を置かず、エイムはきっぱりと断言した。

「でも、私のせいでエイムちゃんに怪我をさせるわけには……」

「それは違うです」

　笑え顔がおのままではあるが、エイムの目に宿る力が強まったように感じられる。

「もしボクがここで傷付き、あるいは死ぬとしても、それはメイさんのせいでも、ましてメイさんのためなんかではないのです。ボクが死ぬとすればそれはボクの力不足のせいで、そして、ししょーのため以外にはありえないのです」

　ともすれば、メイへの気き遣づかいとも取れる言葉だが……エイムの目を見れば、それを本心から口にしているという事は明白だった。そして、彼かの女じよを止めることがキリ以外の誰だれにも不可能だろうということも。

「それじゃあ、そろそろ行くですね」

　話は終わりだとばかりに――実際、エイムの中では先の言葉でその話は終わったのだろう――エイムは改めて謁見の間の扉とびらの方へと向き直った。

「……そうね」

　言葉を重ねることの無意味さを悟り、メイも目の前の事に集中すべく頭を切きり替かえる。

（何て言われようと、危なくなったらエイムちゃんだけは逃がさないと）

　その思いだけは、胸に秘ひめて。

「行くですよー？」

「えぇ」

　エイムの確認に頷きながら、メイは宝剣の柄つかに手を掛かけた。

「ちょあー」

　気の抜ける声に反して神速で突っ込んでいくエイムに続き、メイも抜剣しながら突とつ入にゆう。

　事前の宣言通り、突入と同時にエイムが魔法を展開した。第六階位魔法《雷らい鞭べん》。エイムの手から枝分かれした電でん撃げきが伸のびて、部屋の中にいた兵と文官に次々巻き付き痺しびれさせていく。気絶するだけで、死んだ者はいないようだ。視線を走らせその様を確認した後、メイは真正面へと駆けた。いきなりの襲撃に周囲が何の抵てい抗こうも出来ずに倒たおれていく中、玉座に座すわったまま一人余よ裕ゆうの表情で《雷鞭》を握りつぶしている男に向けて。

　エイムとでも比すれば倍近くの背丈はあろう巨きよ漢かんだ。短い赤あか髪がみは、硬こう質しつなのかツンツンと跳はねている。淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみを有する目と大きな口は自信に溢れた笑えみを形作っており、人によっては力強い魅み力りよくを感じるかもしれない。もっとも、何度も殴なぐられひしゃげたかのような鼻とそれを跨またぐ形で付いた一文字の傷きず跡あと、そして玉座に似合わぬ無骨なレザーアーマーのせいで、英雄というよりは盗とう賊ぞくの頭領といった印象を受ける者が大半だろうが。

「ミック・サーヴァ！」

　その名を叫びながら、メイは彼かれの脳天目め掛がけて全力で斬りつけた。

「おやおや、誰かと思えばメイ姫か」

　適当に構えたようにしか見えない大剣で軽々とメイの剣を受け止めたミックは、からかうような調子で片かた眉まゆを上げる。

「どうした、親兄弟の処刑を見学しにでも来たか？」

「き、さまっ！」

　露ろ骨こつな挑ちよう発はつに乗ったふりをして、メイは力任せの斬撃を繰くり返かえした。怒りを感じたのは事実だが、実際には冷静さを欠いてはない。

　玉座から立つことすらなく、ミックはメイの斬撃を受け続けた。メイの大おお振ぶりの連撃は受けやすいだろうし、メイ自身に隙を生みやすい。しかし、それこそがメイの狙ねらいだ。

「はぁっ！」

　ミックがメイに生じた――ように見せた――隙を突いて攻こう撃げきに転じようとしたところで一転、メイはミックの首に向けて小さく鋭するどい一いち撃げきを加えた。

「おっと」

　ミックは、剣で斬撃を逸そらしつつ立ち上がって回かい避ひする。

「チッ！」

　腕を僅かに傷付けただけという結果に舌打ち一つ、メイはバックステップで距きよ離りを置く。

「噂うわさ以上にやるじゃねぇか、お転てん婆ば姫ひめさんよ」

　ようやくまともに剣を構えたミックの言葉には、称しよう賛さんの響ひびきがあった。もっとも、あくまで上から目線の称賛であることがありありと窺うかがえる響きでもあったが。

「……一つ、教えてもらえるかしら？」

　ミックを睨にらみつけ、いつでも跳とび出せる体勢を維い持じしながらメイは問いかけた。

「はっ、いきなり斬きりかかってきといて今度は質問に答えろたぁなかなか剛ごう毅きじゃねぇか」

　愉ゆ快かいそうにミックは笑う。

「いいぜ、なんでも聞きな。ちなみに、王おう妃ひの座は空いてるぜ？　刺し客かくを退けた上にここまで辿り着いて、俺に傷まで付けたアンタなら迎むかえてやってもいい」

「どうして、クーデターなんて起こしたの？」

　ミックの軽口には付き合わず、メイは目を一層鋭くして尋ねた。

「居場所が、欲しかったからさ」

　問いかけの内容は予想していたのか、ミックはあっさりと答えを口にする。

「居場所……？」

　しかしその言葉だけでは何の事かわからず、メイは眉を顰ひそめた。

「俺ぁ元々、孤こ児じでよ。まぁ珍しくもねぇ話だが、貧民街で育った。俺が幸運だったのは、腕っ節ぷしが強かったってとこだな。あそこじゃ、腕っ節さえあれば大たい抵ていのもんは手に入る」

　どこか懐なつかしむように、ミックはわずかに目を細める。

「ま、つってもあそこで手に入るもんなんてせいぜいが、雨に濡ぬれない寝ね床どことゴミを優先的に漁あされる権利ぐらいのもんだけどな。それでも、あそこじゃ誰もが欲しがるような宝物なんだぜ？　笑えるよな」

　おどけて肩かたをすくめるミックに対して、メイはもちろんクスリとも笑わなかった。

「俺は、もっといい居場所が欲しかった。あったけぇ寝床、旨うまい食い物、綺き麗れいな女。どれも貧民街じゃどうやったって手に入らねぇ。そして、貧民街に住む奴やつはほとんどが一生そこから出られねぇ。外に出たところで貧民街出身の奴を雇やとう所なんてねぇからな」

　ミックは、ニッと笑う。

「だから俺は、魔王を殺すことにした」

　肉にく食しよく獣じゆうを思わせる、獰どう猛もうな笑みだ。

「魔王を殺せば、出身に拘わらず英雄様になれるだろう。英雄なら最高の生活が出来るに違ちがいねぇ……なんて思ってな」

「……なら、それは実際果たされたでしょう？　貴方あなたはサーヴァの姓せいと侯こう爵しやく位を賜たまわり、貴族街の一等地に大きな屋敷を得て、三代は遊んで暮らせるだけの褒賞も与あたえられた。魔王殺しの英雄ともなれば、女性だって選び放題でしょう」

「あぁ、その通り」

　ミックが頷く。

「だが、それは最高じゃなかった」

　次いで、首を横に振ふった。獰猛な笑みが深まる。

「なるほど確かに俺は、豪ごう華かな屋敷と膨ぼう大だいな金を受け取った。擦すり寄ってくる女だって山ほど出てきた。けど、それは全部国が俺を英雄だと認めてるからだ」

　ミックは垂直に左ひだり腕うでを上げる。

「王様のご機き嫌げん次し第だいで一転反逆者になることだってあり得る、脆もろいもんでしかない」

　その手に、拳こぶしを形作った。

「だから、俺が王様になった」

　作られた拳で、自らの胸を叩たたく。

「まさか、お父様がそのようなことを示し唆さしたとでも言うの……？」

　信じがたい思いで、メイは尋ねた。

「いいや」

　わかっていないな、という風に軽く笑ってミックは首を横に振る。

「そうなる可能性がある、ってだけで耐たえられないのさ」

「そんな……！　そんな、被ひ害がい妄もう想そうじみた理由でクーデターを起こしたというの!?」

　思わず声を荒らげたメイに対して、ミックは小こ馬ば鹿かにするような表情だ。

「俺が言う最高ってのは、誰にも脅かされねぇってことだからな。王様の顔色窺いながらの生活なんざ、ビクビクしながら周囲を警戒して生きてた貧民街の頃と結局は変わらねぇ」

　メイが、更さらに言いい募つのろうと口を開きかけた時。

「ぶふっ」

　そんな笑い声が響いた。それはミックのものではなく、もちろんメイのものでもない。

　二人の視線が、笑い声の発生源へと向かった。

「ふっくく……あ、ごめんなさいです。あんまり面白おもしろいことを言うので、思わず笑っちゃったです。ふ、くっ」

　謝あやまりながらも、エイムはクスクスと笑い続けている。

「何がおかしいってんだ、ガキンチョ」

　怒おこるでもなく、ミックはむしろ興味深そうに尋ねた。

「だってそういう意味じゃ、えーゆーさんが今いるそこも全然最高なんかじゃないのです」

「ほぅ？」

　やはり興味深げに、ミックは目を細める。

「そこは、えーゆーさんが力で奪うばっただけの場所なのです。力で奪ったものは、別の誰かに力で奪われるものなのです。えーゆーさんは、結局そこをまた誰かに奪われないかとビクビクすることになるだけなのです」

「はっ。今の俺から、誰が力ずくで奪えるってんだ？」

　鼻を鳴らしたミックに、エイムはニコリ微笑ほほえんだ。

「とりあえず、今日のところはボクが」

　そこに馬ば鹿かにするような調子はなく、全く邪じや気きが感じられない笑みだ。

「言ってくれるじゃねぇか、ガキンチョ如ごときが……と、言いたいところだが」

　特に気分を害した様子もなく、ミックは室内を見回した。突入時にエイムが痺れさせた者たちは、未いまだ全員気絶したままである。

「ただのガキンチョってわけじゃなさそうだな……何モンだ？」

　ギロリとエイムを睨み、ミックが尋ねる。

　それに対して、エイムは元気よく片手を上げて。

「ボクはエイム！　立派な魔王を目指して修行中の身なのです！」

　メイと出会った時と全く同じ、場ば違ちがいに明るい声でそう名乗りを上げた。

「魔王だぁ……？」

　訝いぶかしげに眉をひそめたミックが、ふとハッとした表情となる。

「てめぇ、まさか……魔王の血けつ縁えん者しやか？」

「よくわかったですね？　流石さすがはえーゆーさんです？　ボクは、魔王の娘むすめなのです」

「娘……そんなもんがいやがったのかよ……」

　ミックは額に手を当て、天を仰あおいだ。そこに浮かぶ驚きよう愕がくは、ここまでずっと飄ひよう々ひようとした態度を崩さなかった彼が初めて見せる生の感情であるように見えた。

「……で？　そんじゃあてめぇは、親の敵かたき討うちってわけかい」

　しかし再びエイムを見下ろした目からは、もう動どう揺ようの色が消えている。

「いちおー、そうなるです」

　返すエイムも、全くのフラットな表情だ。

「はっ……だったら親とおんなじように、じわじわとなぶり殺しにしてやるだけだ」

　ニヤリと、ミックは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「そんな安いちょーはつには乗らないので、無む駄だなのですよ？」

　一方のエイムは、言葉通り全く表情を変えていなかった。

「けーしきじょー敵討ちにはなるですが、正直それについてはどうでもいいのです。ボクは、ししょーに言われたからえーゆーさんを倒す。それだけなのです」

「は、そうかい」

　当てが外れたか、ミックはつまらなさそうな表情で肩をすくめる。

「つーか、そのししょーってのは何なんだ？」

「ししょーは、ボクのししょーなのです！　ボクを立派な魔王にしてくれて、そしてボクを倒す人なのです！」

　誇ほこらしげに、エイムは胸を張った。

「あぁん？」

　ミックは、先ほど以上に眉まゆ根ねを寄せる。

「つまり、そのししょーってのは……魔王の娘を自分で次の魔王として仕立て上げて、それを倒すことで自分が魔王を倒したってことにする……ってことか？」

　存外頭は回るらしく、ミックはエイムの雑な説明からほぼ真実を読み取ったようだ。

「おーむね、そんな感じです！」

　エイムが元気よく頷く。

「ふん、よくわからねぇがそりゃあ」

　興味なさげに、耳をほじりながら。

「自分じゃ魔王を倒せなかった腰こし抜ぬけってわけか」

　そんな風にミックが言った瞬しゆん間かん、空気が震えた。

　比ひ喩ゆではなく、物理的に。

「………………あ？」

　低く響いた声は確かにエイムの口から発せれられたものであるはずなのに、とても先ほどまでと同じ人物の声こわ色いろだとは思えない。

「ししょーを愚ぐ弄ろうしたです？」

　いつも浮うかべている太陽のような笑みは消え去り、その表情からはスッポリと感情が抜け落ちているように見えた。声も平へい坦たん……であるにも拘わらず、煮に詰つめたような怒りが凝ぎよう縮しゆくされているように感じられる。更に、普ふ段だんは完かん璧ぺきに制御されているはずの魔ま力りよくが身体からだから溢あふれ出だし、ビリビリと周囲の空気を震わせている。

　端たん的てきに言って、ブチ切れ状態であった。

「ちょ、無む茶ちや苦く茶ちや安い挑発に乗らないで!?」

「ししょーを愚弄する存在は」

　メイの叫さけびも届いていない様子で、エイムは凄すさまじい勢いで魔力を高めていく。

「今すぐ、消えるです」

　エイムが短く言った瞬間、エイムを起点として数百に及およぶ炎えん柱ちゆうが出現した。第十一階位魔ま法ほう《炎えん流りゆう》。クオテ村で見たものよりも、更に規模が大きくなっている。

「んなっ!?　……がっ!?」

　生み出された炎ほのおは、まさしく全てを焼き尽くす巨きよ大だいな激流。天てん井じようを破壊しながら瞬またたく間まにミックを呑のみ込み、そのまま壁かべを突き破やぶって空の彼方かなたへと消えていった。ミック以外に巻き込まれた者がいないのは、エイムに辛かろうじて理性が残っていた証左か。

　炎が去った後に残ったのは、天井と玉座側の壁が消しよう滅めつし、空と城下町を一望できるようになった謁見の間。そして、驚くべきことにそれでも原形を残し立っている英雄の姿だ。

「……が……はっ……マジ、か……今、の……まさか、第十一階位魔法……か……？」

　もっとも、障しよう壁へきを張るために突き出したらしい左腕はほぼ炭化し、全身満まん遍べんなく火傷やけどを負って血を流している状態で、ではあったが。

「ま、だ……ナメて、た、って……わけかい……」

　それでも、ミックは不敵な笑みを絶やしはしなかった。

「わり、い、な……訂てい正せい、しよう……てめ、の、師し匠しよう……だっ、てーなら……そりゃあ……大した、奴……なん、だろうさ……」

「わかれば良いのです」

　笑顔を戻もどし、エイムは満足気に頷く。

　その豹ひよう変へんっぷりに若じやつ干かん引きつつも、メイはホッと安堵の息を吐はいた。

（案外あっけなく終わったわね……結局、全部エイムちゃん頼だよりになっちゃったけど）

　そんなことを考えながら、一歩踏ふみ出す。

「投降しなさい、ミック・サーヴァ。その傷、早く手当てしないと命に関わるわよ？」

「はっ……どう、せ……投降……した、ところ、で……死罪……だろ、うが……」

　がふっと血を吐きながら言うミック。それは確かにその通りではあるのだが、この期ごに及んでやけに余裕がありそうな彼の表情にメイは警戒を強める。

「とは、いえ……ちと……このまま、じゃ……キツい、な】

　ミックの言葉の最後が、妙にブレたように聞こえた。

　そう思った瞬間。

「メイさん！」

　メイは、エイムによって突き飛とばされていた。

　傾かたむく視界の中で、【黒】が通とおり抜ぬけたのが見えた。

　突き飛ばされた勢いはかなりのもので、メイはそのまま為なすすべなく転倒する。

　どうにか受け身を取ってすぐさま身体を起こし、振り返ると。

【黒】が通った後には、何も残っていなかった。

　瓦が礫れきも、床ゆかも、壁も。

「エ、エイム……ちゃん……？」

　エイムの、左腕も。

　エイムに弱々しく手を伸ばすメイだが、狼ろう狽ばいしてそれ以上の行動は何も取れなかった。

「だいじょぶです。傷口を焼き切れば血は止まるです」

　一方のエイムは脂あぶら汗あせを流してこそいるが、その表情に動揺の色はない。冷静に、失われた左腕の付け根を自身が生み出した炎で焼いていた。視線はメイの方でも傷の方でもなく、真っ直ぐ前に固定したまま。

　メイも、ノロノロと目を動かしてエイムの視線の先を追う。

　そこには、【黒】で覆おおわれた何かが立っていた。

　恐らくはそれがミック・サーヴァなのであろうと、推察することは出来る。ミックの顔の右半分――だけ――が、【黒】から露出しているから。先ほどまで火傷だらけだったはずのそれは、綺麗な状態に戻っている。ゆらゆらと靄もやのようにたゆたう【黒】は、ミックの巨きよ体たいの更に倍程度まで広がっていた。

（黒い、靄……？）

　半ば以上機能していない思考の中で、メイはぼんやりと考える。

（どこかで、聞いた……？）

　思い出すのは、昨夜のキリの話。

「魔王の、力……？」

　その言葉は、ほとんど無意識のうちにメイの口から零こぼれ出した。

【はっは、よく知ってるじゃねぇか】

　黒い靄から発せられたのは確かにミックの声ではあったが、やはり妙にブレて聞こえる。

【戦いの最中、俺ぁ魔王の血を飲んじまってね。どういうわけか、奴の力を手に入れちまったのさ】

　ミックの、ブレた笑い声が響いた。

【白状すると、俺が奴に勝てたのもこれを手に入れたおかげだ】

　ミックの笑い声に合わせるように、黒い靄がゆらゆらと揺ゆれる。

（これが、魔王の力……）

　知らず、メイの身体は震えていた。地面に張り付いたように、足は一歩も動かない。本能的な恐きよう怖ふに、全身が支配されていた。

　その横で、動き出す小さな姿。

「せっ！」

　残った右みぎ腕うでで、エイムが手近にあった石を投とう擲てきする。ミックが纏まとう黒い靄に触ふれた瞬間、拳こぶし大だいの石は粉々に砕くだけた。しかしその頃ころには、エイム自身がミックの元に辿たどり着ついている。大きく跳ぶと、エイムは黒い靄から唯ゆい一いつ露出しているミックの顔へと蹴けりを放った。それが届く前に、黒い靄の一端がエイムに向けて鋭く伸びる。エイムはそれを右手で弾はじくようにして空中で体勢を変え、着地。バックステップで距離を取った。

　メイの隣となりまで戻ってきたエイムは、自身の右手に目を向ける。そこは、火傷を負ったかのように酷ひどく爛ただれていた。構わず握り込み、そこから雷らい撃げきを射出する。第六位魔法《雷鞭》。バチバチと散る火花の量は謁見の間に突入した時のものとは比ひ較かくにならないほどで、恐らく今度は手加減無しなのだろう。一直線にミックへと突き進すすんだ《雷鞭》はしかし、黒い靄に触れた瞬間にあっけなく消失してしまった。

「ふむ」

　それを残念がるでもなく、エイムは冷静に一つ頷く。

「大体、わかった気がするです」

　消失した左腕、爛れた右手。酷い痛みだろうに、そんなことは微み塵じんも感じさせず普段通りの笑みを浮かべる。

「ボクが思うに、それは質量を伴うまでに圧縮された膨大な魔力と見たです。ししょー以外に、そんなことが出来る存在がいるというのは驚きなのです。けど、触れたもの全てを無条件に消失させるとかに比べれば、割とどうにかなると思うです」

【ほぅ、自信ありげだな。だったら、どうしようってんだい？】

「ししょーなら、きっとこう言うと思うです」

　エイムが笑みを深める。どこか、不敵な雰ふん囲い気きに。

「この世界、大体の事は力ちから業わざでどうにかなるです」

　言い終わると同時、エイムの右手が輝かがやく。第九階位魔法《破は光こう》。ミックの露出した顔目掛けて射出された光の帯は、そこを庇かばうように漂ただよってきた黒い靄に呑まれた。間かん髪はつ容いれずに放たれる、第十階位魔法《斧ふ嵐らん》、第九階位魔法《狂きよう氷ひよう》、第十階位魔法《死し雷らい》。

　宮きゆう廷てい魔導士団長ミラーが卒倒しそうなほどの速度で連続展開された魔法が生み出したのは、この世の地じ獄ごくのような光景だ。荒あれ狂くるう風が刃のように四方八方から襲おそいかかり、無数の氷の槍やりが踊おどり狂い、極ごく太ぶとの雷いかずちが次々に落ちた。

「きゃっ……!?」

　砂すな埃ぼこりやら水蒸気やら熱波やらが大量に押おし寄よせ、メイは思わず顔を腕うでで庇って目を瞑つぶった。恐る恐る再び開けた目に映るのは、やはり健在な姿を保っているミックと、それに躍おどりかかるエイムの姿だ。時に遠えん距きよ離りから時に至近距離から魔法を放ち、隙すきを見ては直接体術でミックの露出した顔を狙い、虚きよ実じつ織り交ぜ、片かた腕うでを失っているとは思えないほどに多た彩さいな動きでエイムはまるで踊るようにミックと交戦する。

　その光景に頼もしさを覚え……メイは、そんな風に考えている自分に歯は噛がみした。

（エイムちゃんだけでも逃にがさないと、なんて考えておきながらなんてザマ……何も出来ずに、むしろ足を引っ張っているだけじゃない……！）

　自身の両りよう頬ほおを叩く。

（せめて、私にも何か出来ることはないの……!?）

　目を凝して戦場を観察するメイの方に、流ながれ弾だまらしき炎の珠たまが飛来してきた。

「ふっ！」

　半ば以上反射的に、メイはそれを手にした剣けんで斬り裂さいた。魔法が、あっさり消滅する。

「………………あっ！」

　その光景を見て、メイの頭に天てん啓けいのようにとある仮説が浮かんだ。

（ポスレ様は、自分ならあれをどうにかすることが出来ると言って……実際、少なくともキリが辿り着くまでは持もち堪こたえた。それって……この剣があったからじゃないの!?）

　手元に目をやる。自身が握るのは、かつてポスレ王子が使用していた魔力を斬る宝ほう剣けん。

（そうよ、あれは圧縮された魔力だってエイムちゃんも言ってたし……あぁもう、この剣をずっと使っていながらどうしてこんなことに気付かなかったの!?）

　自らを叱しつ責せきしかけたところで、頭を振った。

（後こう悔かいは後！　行かないと！）

　メイは剣を強く握り直し、ミックとエイムが戦う場に向けて駈かけ出す。

　常に移り変わっていく災害のような光景に一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするも、飛来する魔法を文字通りに斬り開いて飛び込んだ。熱波やら寒波やら雷らい光こうやら石いし礫つぶてやらが絶えず全身を傷つけるが、構わず進む。ほとんど開けていられない目で、それでも目標は見失わない。

「……はぁっ！」

　全力で、黒い靄に向けて剣を振り抜く。

　剣は、黒い靄を容易たやすく斬り裂く……………………はずだった。

「えっ……？」

　思わずメイは呆ほうけた声を上げる。

　宝剣の刃が薄うす皮かわ一枚分ほども進めず、完璧に黒い靄によって防がれていたから。

（どうしてどうしてどうしてどうしてどうして）

　頭の中を、高速で疑問の声が駆かけ抜けていく。

【なんだ、お転婆姫。先に死にたいのか？】

　ミックの右目が、ギョロリとメイの方に向いた。

（どうしてポスレ様は出来たのに私は出来ないの相手の力が強すぎるの魔王の力とはどこかが違うのやり方が違うの宝剣が変質してしまったのだって魔力を斬り裂く退たい魔まの宝剣なのに私の力が足りないの私の力が足りないのどうしてどうしてどうして）

　蛇へびに睨まれた蛙かえるのように身体を動かせない中、それでも頭だけは回転数を増していく。

（キリは他に何て言ってたとっても悲しんでたでも笑ってたあんなに寂さびしそうに笑ってただってポスレ様がいなくなったから光っていなくなったから光って光って）

　生き残るため、エイムを生かすため、高速回転。

（光って光って）

　ふと、カチリと頭の中で何かがハマったような感覚があった。

（光）

　いつしか、メイの右手には剣を握にぎる感かん触しよくが伝わってこなくなっていた。

（魔力を斬り裂く退魔の宝剣が、斬り裂けない）

　いつしか、メイの視界からは色が失われていた。

（なら、それは）

　いつしか、メイの耳は全すべての音を拾わなくなっていた。

（魔力じゃ、ない？）

　妙にゆっくり動く世界の中で、メイはエイムがこちらに手を伸ばしているのを見た。

　妙にゆっくり動く世界の中で、メイは黒い靄がこちらに伸びてくるのを見た。

　妙にゆっくり動く世界の中で、メイはミックを『視み』た。

（『視』えた）

　妙にゆっくりにしか動けない世界の中で、メイはエイムに向けて微笑んだ。

　妙にゆっくりにしか動けない世界の中で、メイはエイムの驚おどろく顔を見た。

　妙にゆっくりにしか動けない世界の中で、メイは左手で黒い靄に触れた。

　妙にゆっくりにしか動けない世界の中で、メイは手て袋ぶくろが破れ肌はだが露出するのを見た。

　妙に迅じん速そくに正確に清せい澄ちように働く思考の中で、メイは呪いを『視』た。

（全部は無理複雑すぎるじゃあどこまで表層だけならどうにかそれで十分エイムちゃんには伝わった後は私が解けばいいだけ解けば解けば解けば私が私が私が私が私が私が私が）

　解く解く解く。

　トクトクトク、聞こえるのは自分の心音だけ。

　解く解く解く。

　疾とく疾く疾く、間に合わなくなる前に。

　解く解く解く。

　トクトクトク、それは本当に自分の心音だったろうか。

　解く解く解く。

　説く説く説く、誰かがメイに何かを言っている。

　解く解く解く。

　梳とく梳く梳く、誰かに導かれるように。

　解く解く解く。

　溶とく溶く溶く、誰かと交じり合うように。

　解く解く解く。

　解。

（解け、た）

　メイの耳に音が戻りメイの視界に色が戻りメイの右手に剣を握る感触が戻りメイの時間の流れが戻りメイの中にいた誰かがどこかに戻っていった。

　強い、光と共に。

　けれど、不思議とメイの目にその光は眩まぶしく感じられなかった。

　だからミックを覆っていた黒い靄が霧む散さんするのも、はっきり見えた。

「ん、なっ!?」

　驚きを露あらわにするミックの姿もはっきり見えていたし、そんなミックに向けて跳び上あがるエイムの姿も、もちろんはっきり見えた。

「っ!?」

　エイムの接近に気付いたらしいミックが迎げい撃げきの体勢を取ろうとする。

　黒い靄も、急速に戻りつつあった。

　しかし、全ては遅おそすぎる。

　空中でエイムは大きく身体を仰のけ反ぞらせ……。

「へぁっ！」

　頂点に達すると同時、ミックの額目掛けて頭ず突つきをぶちかました。

「かっ……!?」

　ミックの額から噴出した血液とエイムの全身の傷から飛び散った血液が、交こう錯さく。

　結局何の防ぼう御ぎよも出来ず頭突きを受けたミックは、グルンと目を反転させて崩くずれ落おちる。

「………………はっ」

　それを見届けた後、急に立っていられないほどの疲ひ労ろうに襲われメイもへたり込んだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　随ずい分ぶんと久方ぶりに呼吸をした気がして、必死に空気を貪むさぼる。

「はぁ……っ」

　ようやく呼吸が落ち着いてきた頃、痛みを感じてそこに目を向けた。手袋が破けて露出した左の掌てのひらが、火傷したように爛れている。

「メイさん、大だい丈じよう夫ぶです？」

　若干ふらつきながら、エイムが心配そうにメイのところまで歩いてきた。

「エイムちゃんに比べれば、何でもないわ」

　剣を鞘さやに収め、エイムの頭を右手で撫なでる。

　実際、エイムの身体は傷のない箇か所しよを探す方が難しい状態だった。爛れは掌だけでなく全身のあらゆる箇所に存在していたし、左腕を失ったその付け根は炭化してしまっている。

「早く治ち療りよう士しに診みてもらいましょう。その、左腕は戻らないけれど……」

　治ち癒ゆ魔ま法ほうでは、欠損した部位を再生することまでは出来ない。

「ごめんなさい、エイムちゃん……」

　そんな傷を負わせてしまったことに、メイは心からの謝罪と共に頭を下げた。

「何を謝るです？」

　しかし、当のエイムはキョトンとした表情だ。

「だって、私のせいで……」

「さっきも言ったですけど、それは違うのです」

　謁えつ見けんの間に突入する前と同じように、エイムはキッパリと断言した。

「メイさんを庇ったのは、ボクの意思なのです。それで傷を負ったのは、ボクが弱かったからなのです。メイさんが介かい在ざいできる余地は、してよい余地は、一つもないのです」

　メイを庇うでも責めるでもなく、ただ当たり前のことのように言う。

「それに、ししょーなら全部治してくれるからだいじょぶなのです！」

　それから、年相応の笑みを浮かべた。

「そう……確かにキリなら、きっと治してくれるわね」

　その点については、もうメイも疑わなくなっている。未だ自分に責任がないとは全く思わないが、ホッとした気持ちになったのは事実である。

「でも、先に他の傷だけでも治してもらいましょう？」

「？　ししょーを待つので、だいじょぶです？」

　なぜそんなことを言うのかわからない、といった表情でエイムは首を傾かしげた。

「だって、痛いでしょう？」

「痛いけど、痛いだけなのです？」

　引き続き、エイムの頭には疑ぎ問もん符ふが浮かんでいる。

「いや、でも……」

「それよりメイさん、さっきのどうやったです!?　ボクの魔法じゃ全然効かなかったのに、ブワッて一気に吹ふき飛んだです！　めっちゃ魔力注ぎ込んだです!?」

　そんなことはどうでもいいとばかりに、エイムは目を輝かせてメイを見上げてきた。

「……いえ。あの黒いのは、魔力じゃなくて呪のろいだったのよ」

　先に説得を続けるべきかと一いつ瞬しゆん迷ったものの、気になることがなくなれば治療に同意してくれるかもしれないと思いメイは素す直なおにそう答えた。

「ほわー、呪いってあんなのなんです？」

　目を丸くするエイムに対して、首を横に振る。

「普ふ通つうに目視出来る呪いなんて、聞いたこともないわ。それに、構造も凄すごく複雑だった。表面上だけとはいえ、我ながらよく解け……」

　自分の中に誰だれかがいたような不思議な感覚を思い出しつつ、何気なくミックに目を向け。

　そこを、『視』て。

「……えっ？」

　疑問の声が、無意識のうちに口から漏もれた。

　そこから、綺麗さっぱり呪いの影かげが消え去っていたから。

（無くなった……？）

　突とつ如じよメイの胸に焦しよう燥そう感が去来し、頭が急激に高速で回転し始めた。

（そんなはずない私は表面上のを一時的に飛ばしただけ完全には解けていない消えているはずがないじゃあどこに魔ま王おうの力は魔王の魔王の魔王の魔王の魔王の魔王の）

　凄まじい悪お寒かんに襲われる。

（魔王の）

　ミックは、それを「飲んだ」と言っていた。どれほどの量を飲んだのか定かではないが、取り込まれた量はそう多くはないだろう。それで、あの呪いの強さだった。

（血）

　では、全身に魔王の血が流れている存在がその媒ばい体たいとなったなら？

　思い出されるのは、ミックとエイムの血が交錯した光景。

（まさか）

　視界を切きり替かえたまま、勢いよく振り返かえってメイはエイムを『視』た。

「？」

　疑問の表情を浮かべるエイムの中に、それはあった。

　力を溜ためるかのように蠢うごめいていた。

　メイが恐おそる恐るエイムの方に手を伸のばしたのと、ほぼ同時。

「メイさ】

　何か言いかけたエイムの声が、最後にブレた。

　そんなエイムを、呑み込むように。

　エイムの内から、【黒】が吹き出した。

「きゃあっ!?」

　思わず手を引っ込める。僅わずかに黒い靄が触れた部分に、激しい痛みが走った。

　黒い靄が、爆ばく発はつ的てきに広がる。

　しかしその一瞬後には、今度は逆にエイムの身体を中心に収束し始めた。

　やがて、黒い靄に覆われ見えなくなっていたエイムの身体が再び姿を現す。

　黒い靄は、体表近くに多少漂う程度にまで薄うすくなっていた。

　エイムは、顔を俯うつむかせている。

　それが、ゆっくりと上がっていって。

　完全に、上がった。

　そこに浮かんでいるのは、笑えみ。

　しかしそれは、エイムの顔に馴な染じんでいた太陽のような笑みではない。

　むしろそれとは、対照的とさえ言える。

　この世の邪じや悪あくを凝縮したような、怖おぞ気けを震ふるわせる笑みだった。

（これ、は……）

　メイの足が、自らの意思とは関係なく下がった。

　ミックと対たい峙じした時は退くにも行くにも一歩も動けなかったのに、勝手に下がった。

　では、その時よりも恐怖が小さいのか。

　否いな、逆である。

　今になって気付く。先ほどは、まだ下がらずにいられるほどの余よ裕ゆうがあったのだ。

（これは、ダメだ）

　本能的に、悟る。

（これに立ち向かうと、私は死ぬ）

　けれどもう一つ、これもまた本能的に悟る。

（これに、立ち向かう……？）

　呪いを『視』る、目。

　呪いに触れられる、手。

　忌いまわしい力。

　こんなものなくなって欲ほしいと、何度も懇こん願がんした。

　なぜ自分だけがそんなものを持っているのかと、何度も嘆なげいた。

　皆みなが当然持っているものを寄よ越こさず余計なものだけ持たせた神を、何度も恨うらんだ。

　おかげで、メイは何も出来ない『出で来き損そこない』だった。

　おかげで、メイは肉親にも避さけられる忌いみ子だった。

　けれど今、突とつ然ぜんわかった。

（これに立ち向かうために、私の力は存在する）

　根こん拠きよなどない。

　しかし、なぜだか確信があった。

（これに立ち向かえるのは、世界で私だけ）

　足が震える。

（私が立ち向かわなければ、誰もこれには敵かなわない）

　心が震える。

（私が立ち向かわなければ、この国はここで滅ほろぶ。きっと、いずれは世界も）

　末席とはいえ、メイは王女である。

　有事の際、国民のために死ぬ覚かく悟ごは出来ていた。

（私が、死んででも立ち向かわないと……皆、死ぬ）

　死ぬ覚悟は、出来ていた……つもりだった。

　なのに。

（……私は、なんて弱い）

　いざ死を目の前にすると、メイはただの十六歳さいの少女に過ぎなかった。

　恐怖に、震えを止められない。

（けれど）

　メイは、涙なみだを流した。

　それは、恐怖の涙であり。

（けれどこんな私にも、出来ることがあったのね）

　同時にそれは、歓かん喜きの涙でもあった。

　メイには、何も出来なかった。

　忌まわしい力を隠かくすため、結けつ婚こんして夫を支えることも出来ない。

　魔法を使えないせいで、戦場で功を立てることも出来ない。

　政争の種にならないよう、政治に関かかわることも出来ない。

　ないない尽づくしの『出来損ない』。

　剣だって、人より少し上手うまく扱あつかえるだけだ。

　呪いを解くことでさえ、解呪具があればメイなんて必要ない。

　何かを成したかった。

　自身の力で、自身にしか出来ない何かをやり遂とげたのだと胸を張りたかった。

　そう望んでいた。

　その願いを叶かなえる機会が訪おとずれたことが、たまらなく嬉うれしくて。

（嗚呼ああ）

　たまらなく、怖こわかった。

　後悔も未練も、沢たく山さんある。

（お父様お母様お兄様お姉様たちに、もっと私から話しかければ良かった。もしかしたら、わかりあえたかもしれなかったのに。もっと剣の腕を磨みがきたかった。もっと学園に通いたかった。どうせなら、もっと甘あまいものも食べておけば良かった。皆に、さよならくらいは言いたかった。お気に入りの小説、もう一度読みたかったな）

　強い思い弱い思い、取り留めもない思いまでもが次々と溢れてくる。

（恋こいなんていうのも、してみたかったのに）

　その点についてだけは、なぜかあまり残念さを感じなかったけれど。

（ポスレ様も、こんな気持ちだったのかしら？　それとも、もっと高こう尚しような気持ちで臨のぞんでいたのかな……きっと、そうよね。私なんかと、違ちがって）

　今なら、わかる。

　ポスレ・スキュールはかつて、今のメイと同じ考えに至ったのだ。

　恐らくは、メイと同じ力を持っていたために。

　恐らくは、メイと同じものが『視』えたがゆえに。

　たぶん、メイよりもずっと強い意思と共に。

（だって、キリがあれだけ惹ひかれるような方なんだもの）

　キリからの話で聞いただけだが、確信している。

（キリ……）

　その名前を思おもい浮かべた瞬間、メイの胸にこれまでで最大の痛みが生まれた。

（キリ、ごめんなさい）

　それは間ま違ちがいなく一番の後悔で、未練だった。

　この短期間で、メイの中で急激に大きな存在となっていった青年。

（アナタに、また同じ思いをさせてしまう……）

　軽けい薄はくで、おちゃらけていて、弟で子しに甘々で。

（でも、アナタなら大だい丈じよう夫ぶよね……）

　そして、とんでもなく強い人。

（ポスレ様の事だって乗のり越こえられたアナタなんだものね）

　もちろん、そんな考えが自分に都合のいい言い訳でしかないことは自覚していた。

　考えれば考えるほど、胸が苦しくなる。

　キリは確かに強い。

　けれどそれは傷付かないという意味では決してないと、メイは知っている。

　キリの弱さを、メイは知っている。

　ポスレ王子の事だって、きっと乗り越えられてなんていない。

　ただ、笑みで固めた仮面の下に隠しているだけだ。

（ポスレ様の時と違って、私とはたかだか数日の付き合いだしね）

　とても、胸が苦しくなる。

　こんな自分のことでさえも、きっと彼かれは悲しんでくれるだろうから。

　悲しんでしまうだろうから。

（もう少しだけでも、一いつ緒しよにいたかったけれど）

　口では何のかんのと言いつつも、優やさしく接してくれた。

　他の誰とも違う言葉を、メイに投げかけてくれた。

　彼にとっては、代だい替たいでしかなかったのかもしれないけれど。

　たまらなく、胸が苦しくなる。

（ねぇ、キリ）

　ここにいない彼に、心の中で呼びかける。

　触れることの出来ない彼の心を、想像する。

（アナタは……この世界のこと、嫌きらいかしら？）

　勝手に連れてこられた世界のことを。

　一方的に奪うばっていった世界のことを。

　もう何一つ大切なものを残さない、作らない、と断じた彼はどう思っているのか。

（私は……）

　この世界を恨んだ。

　神を呪った。

『出来損ない』の自分を、嘆いた。

　辛つらい事が、悲しい事が、悔くやしい事が、理り不ふ尽じんな事が、沢山あった。

　けれど、それでも。

　決して、それだけではなかったはずだ。

　嬉しい事も楽しい事も、確かにあったと思う。

　メイのことを、叱しかってくれる人がいた。

　メイのことを、心配してくれる人がいた。

　メイのことを、友と呼んでくれる人がいた。

　それから……メイ自身でさえ嫌っていたメイのことを、肯こう定ていしてくれた人がいた。

　メイの背中を押してくれた人がいた。

　そんな言葉をくれる人と、出会えた。

　この世界にいたから、彼に出会えた。

　彼がこの世界に来たから、出会えた。

（私は、この世界のこと）

　だから。

（結構、好きよ）

　だから。

「だから、キリ」

　彼の姿を思い浮うかべると、少しだけ勇気を貰もらえた気がした。

「私、行くわ」

　微笑ほほえんで、メイは一歩踏み出だした。

　世界を救うために。

　あるいは、世界を見返してやるために。

　あるいは。

「エイムちゃん」

　彼にとっての『大切』であるはずの彼かの女じよを、今度こそ彼から失わせないために。

　幾いく度どとなくメイの心を暖かくしてくれた太陽のような笑え顔がおを、取とり戻もどすために。

　たとえ、その笑顔を自らがもう一度見ることは叶わなくとも。

「きっと、解放してあげるから」

　エイムの纏う【黒】へと、手を伸ばす。

　自身の手に走る黒い曲線が、今だけはほんの少し頼たのもしく見えた。

「あ、ぐ……！」

【黒】が、黒い曲線と交じり合うようにメイの手を呑のみ込み侵しん食しよくしてくる。

「ぐ、ぅ……！」

　神経を直接引ひっ掻かかれているかのような、激しい痛みが襲ってくる。

「ぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……！」

　それでも手は、足は、引かない。

（解、く……！）

　むしろ、進む。

「解、ぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……！」

　涙を撒まき散ちらしながら、歯を食いしばる。

「わだし、がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く。

　解けない。

　トクトクトクトクトクトクトクトクトクトクトクトクトクトクトク。

　心臓の鼓こ動どうが、速まっていく。

　疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く疾く。

　自身が消え去る前にどうか、と願う。

　説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く説く。

　誰かの声が聞こえるが、何を言っているのかわからない。

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

【黒】に溶けていく。

（私が、これを解いてエイムちゃんを解放する）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から色が消え、【黒】に溶けていく。

（私が、これを解いて世界を護まもる）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から音が消え、【黒】に溶けていく。

（私が、解かないとエイムちゃんを救えない）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から体が消え、【黒】に溶けていく。

（私が、解かないと世界が滅ぶ）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から何かが消え、【黒】に溶けていく。

（私が、解かないと）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から全てが消え、【黒】に溶けていく。

（私が）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

　世界から『私』が消え、【黒】に溶けていく。

（私が）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

【黒】に、溶けていく。

（私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が私が）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く解く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く解く解く解く解く解く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く解く解く解く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く解く解く解く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（解く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く）

　溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く。

（溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶く溶溶溶く溶く溶く溶く溶溶く溶く溶く溶く溶く溶溶溶）

　溶く溶く溶溶く溶く溶く溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶く溶く溶溶溶溶溶溶溶溶く溶く溶。

（溶く溶く溶く溶解溶く溶く溶く溶溶溶く溶溶溶く溶く解溶溶溶く溶く溶く溶く溶溶溶）

　溶く溶溶溶溶溶溶く溶く溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶溶く溶く溶。

（溶溶溶溶溶溶溶溶解溶く溶溶溶溶溶く溶く溶溶溶く溶溶く溶溶溶く溶く溶くが溶溶私）

　溶く溶く溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶く溶く溶溶溶溶溶溶溶溶く溶く溶。

（溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶く溶く溶溶溶く溶私溶溶溶く溶溶溶溶溶溶く溶溶溶く溶溶溶）

　溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶く溶く溶。

（私が溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶解く溶溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶）

　溶く溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶溶溶溶溶く溶溶溶。

（溶溶私溶溶溶解溶溶溶私溶溶溶溶解溶溶溶溶溶溶溶溶溶解溶溶溶溶溶解溶溶溶溶溶溶）

　溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶。

（溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶私溶溶溶溶溶溶溶解溶溶溶溶溶溶溶溶解溶私溶溶溶溶溶）

　溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶。

（私溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶）

　溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶溶。







（私が）







溶。
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「私が、なんて思わなくていい」







　突如後ろから抱だき締しめられ、強く引っ張られた。

「一人で全部背せ負おわなくて、いいんだ」

　世界に、色がある。

　世界に、音がある。

　世界に、体がある。

（世界に、私がいる）

　そう認にん識しきした瞬しゆん間かん、メイは震えた。

　それはつまり、自じ我がのほとんどまでもが消しよう滅めつしていたということだから。

　震える身体からだすら、なくなっていたということなのだから。

「大丈夫」

　メイを抱き締めてくれている人から、そんな言葉が紡つむがれる。

「一人じゃないから」

　ただ、それだけで。

「俺おれが、いる」

　短い言葉で。

（キリ……）

　メイの震えは、ピタリと止まった。

　そうだった。私が、じゃなかった。

　思い出した。

「キリ……」

　俺を呼べと、言われたことを。

「助けて、キリ」

　自分でも驚おどろくほど素直に、その言葉は口を突ついて出た。

「あぁ、任せろ」

　返ってくるのは、力強い響ひびき。

　と同時に、メイを呑み込まんとしていた【黒】が尽ことごとく後方へと流れていった。それどころか、エイムが纏まとっていた……いや、その内面に溜まっていた【黒】ですらほとんどだ。

　おかげでメイは、呪のろいの中ちゆう枢すう構造をはっきりと『視み』ることが出来た。

　実に、複ふく雑ざつ怪かい奇き。

　けれど。

（私なら……いいえ）

　先ほどまでの不安や絶望など、もう微み塵じんも残ってはいなかった。

（私たちなら）

　一人ではないと、わかったから。

（解ける）

　解く、解く、解く。

　焦あせらずに。

　トク、トク、トク。

　聞こえる、自分の心音。

　トク、トク、トク。

　伝わる、後ろの心音。

　トク、トク、トク。

　伝わる、誰かの心音。

　説く、説く、説く。

　聞こえる、誰かの声。

　梳とく、梳く、梳く。

　従う、誰だれかの教えに。

　解く、解く、解く。

　解ける。

　溶とく、溶く、溶く。

　溶ける。

　溶く、溶く、溶く。

【黒】に溶けそうになった時とは違う、心地ここち好よい感覚。

　溶く、溶く、溶く。

　誰かが、メイの中に溶けていく。

　溶く、溶く、溶く。

　溶けた。

　解く、解く、解く。

　解けた。

　目の前に、強い光が広がる。

　けれどやっぱり、それはメイにとってはさっぱり眩まぶしくなどなかった。










「やぁ」

　光の中に、誰かの気配があった。

　それがメイの中に溶けてきた誰かだというのは、すぐにわかった。

　それが誰なのかも、わかっていた。

　最初からわかっていたことに、ようやく気付いた。

（ありがとう。貴方あなたのおかげで、この呪いを解くことができたわ）

　なぜか口は動かなかったので、心の中で礼を言う。

　それでも伝わるという確信があった。

「お礼なんて、とんでもない。ここは、僕ぼくが謝罪と感謝を述べねばならない場面さ」

　彼の身体は、そこに実在しているわけではない。

　光の中に、ただその存在が感じられるだけ。

　にも拘かかわらず、彼が苦く笑しようしていることがはっきりわかった。

「本来は、僕がやるべきことだった。けれど出来ずに、君に委ゆだねることになってしまった。本当に、ごめん。そして、ありがとう」

　彼が、頭を下げる気配。

（……貴方と私、似ているのかもね。流石さすがご先祖様、ってところなのかしら）

　表情は動かないが、メイも苦笑を浮かべる。

（確かに、貴方には力があったのかもしれないけれど。だからといってそれは貴方が、貴方だけがやらなければならないという理由にはならないでしょう？）

　もっともそれは、メイ自身つい今しがた教えてもらうまで知らなかったことだったが。

「そうだね。僕は周りを信じきれなくて、一人だけでやろうとして。結局力も足りなくて、魔ま王おうの呪いを世界にばら撒くという最悪の結果を残してしまった」

（それも、貴方のせいというわけでは……）

「それから」

　彼の笑えみが、悲しみと後こう悔かいを帯びたような気がした。

「僕が呼んだのに、僕は彼の身体と心に傷を付けるだけ付けて放ほうり出してしまった」

　それが、誰の事を指しているのかは明白だ。

　その気持ちは、メイにも理解できるつもりだった。

　先ほどメイ自身、酷ひどく後悔し懺ざん悔げしたのだから。

「この上、更さらに申し訳ないお願いなのだけれど」

　見えない彼の表情が、真しん剣けん味みを帯びたことがわかる。

「これからも、キリの事をお願いできるかな？」

（……キリは、私なんかいてもいなくても関係ないくらい強いと思うけれど？）

　それはちょっとしたイタズラ心混じりの、彼を試ためすような言葉だった。

「はは、君だってわかっているくせに」

　彼が、クスリと笑う。

「確かに、キリは強い。恐おそらくはキミが思っているよりもっとずっと」

　やり返すようなイタズラっぽい彼の口調に、メイは背筋が震ふるえた。

（いや私、結構、いやかなり、規格外の強さを想定しているんだけれど……）

「そのくらい、今のキリは軽く飛とび越えていくよ。きっと、何段階もすっ飛ばしてね」

（はは……）

　動かない顔ながら、メイは引きつった笑みを浮かべる。

「けれど同時に、キリは弱い。やっぱり、恐らくはキミが思っているよりもっとずっと」

　彼の声が、真ま面じ目めな調子に戻った。

「だから、キミが支えてあげてほしい」

（……それは、キリを召しよう喚かんした者としての責任を感じてのお願いなのかしら？）

「まさか」

　彼には身体もないくせに、肩かたをすくめる気配が伝わってきた。

「これは、彼のこの世界での最初の友人として……そして、彼を最高の親友だと思っている一人の男としてのお願いだよ」

（そう）

　知ってはいたが、言葉として聞いてメイは安あん堵どする。

（でも、お断りよ）

　だから、笑みを浮かべた。

（だってそれは、貴方に頼まれたからじゃなくて、私自身が……）

　最後に、彼も笑う気配があって。










　気が付くと、メイはエイムを抱き締めていた。

　そして、エイムごと抱き締められていた。

　自身の腕うでの中に穏おだやかな寝ね顔がおがあるのを見て、ホッと安堵の息を吐はく。

　どうやら、傷もすっかり治っているようだ。失われたはずの左ひだり腕うでも戻っている。

「よく頑がん張ばったな、弟子っ子」

　後ろから手が伸のびてきて、エイムの髪かみをクシャクシャと乱した。

「お疲つかれ、姫ひめさん」

　それから、もう片方の手がメイの頭を優しく撫なでる。

　それで、ようやく終わったことを実感出来て。

「はぁ……」

　気が抜ぬけたメイは、深く息を吐いて後ろへともたれかかった。

「キリ。ありがとう、助かっ……」

　礼を言いながら、微び笑しようと共に振ふり返かえる。

「たわぁ!?」

　と同時に、奇き声せいを発することとなった。

「何!?　何これ!?」

　黒い靄もやの塊かたまりから腕が生えているという、非常に不気味な物体が目に入ったためである。

「………………って、もしかしてキリなの!?」

　その塊がキリであることに、数すう瞬しゆん遅おくれて気付く。

　先ほどエイムから引き剥はがした分の呪いを、自身の身体で全すべて引き受けた……と、いうことなのだろうか。

「たたたた大変！　早く解かないと！」

「ん？　あぁ、いいよいいよ別に」

　慌あわてて呪いを解きにかかろうとするメイを、唯ゆい一いつ露出した手をひらひら振ってキリが制する。声は普ふ段だんのキリのままで、特にブレたりもしていない。逆にそのせいで、見た目とのアンバランスさが滑こつ稽けいですらあった。

「いや、いいよってアナタ……」

　戸と惑まどうメイの、目の前で。

「自分の身体なら、たぶんこんな感じで……ふんっ」

　キリが至し極ごく軽い調子で気合いの声をあげると、黒い靄が弾けて飛んだ。

　何事もなかったかのように、キリの姿が現れる。

「………………はい？」

　理解不能な光景に、メイの思考は一いつ瞬しゆん停止した。

「え、ちょ、え？　今、何したの？　解いたの？　出来たの？」

　次いで、混乱の極地へと突とつ入にゆうする。

「解いたっつーか、無む理り矢や理り吹ふっ飛ばした」

「吹ふっ飛ば……は？」

　言葉としては至極単純なキリの回答ではあったが、やはりメイの頭では理解出来ない。

「魔ま力りよくを思いっきり流しゃなんとかなるだろうと思ったら、やっぱなんとかなったな」

「いや、そんなフワッとした感じでいけるものなの……？」

「だから、言ってるだろ？」

　フフンとキリが得意げな顔となったため、次の言葉はメイにも予想できた。

『この世界、大体の事は力ちから業わざでどうにかなる』

　果たして、キリとメイの声が綺き麗れいに重なる。

「姫さんも、わかってきたじゃねぇか」

「それ、たぶんアナタにしか適用できない理り屈くつだと思うけどね……」

　ニヤリと笑うキリに対して、メイが返した笑みは半ば以上引きつったものであった。

「……まぁ、とにもかくも」

　メイは咳せき払ばらいを一つ挟はさみ、表情を改める。

「どうにか、みんな無事で終われたみたいね」

　腕の中のエイムをそっと床ゆかに横たえ、立ち上がって服の埃ほこりを払はらった。

「とはいえ、バーキャ王国としてはこれからが大変だわ」

　大きく伸びをしながら、辺りを見回す。

「国王がコロコロ替かわって国民も不安だろうし、城もこんなになっちゃったし……」

　謁えつ見けんの間は、一連の戦せん闘とうに巻き込まれて今や半はん壊かい状態である。完全に消滅した天てん井じように、ほとんど崩ほう壊かいしきった四方の壁かべ。そこかしこに転がる瓦が礫れきの数々と兵や文官たちを見て、これからの前ぜん途と多た難なんぶりを想像したメイの口元が思わず苦笑を形作る。

　とはいえそんなこと、昨日自国の状じよう況きようを聞いた時に比べれば苦く悩のうのうちにも入らない。

　そんな風に、前向きに考えを改めたところで。

「……？」

　ふと、直接太陽に照らされる謁見の間に大きな影かげが差した。雲でも被かぶったのかと、何とは無しに空を見上げて。

「っ……!?」

　そこに広がる光景に、メイは言葉を失った。

「あ、それなんだけどさ――」

　キリが何か言っているようだったが、一いつ切さい頭に入ってこない。

　空を悠ゆう然ぜんと飛ぶ、巨きよ大だいな姿。その全身は見るからに硬かたそうな鱗うろこに覆おおわれ、翼つばさは力強く風を切っている。よく磨みがかれた刃やいばのような爪つめは、人間など紙同然に引き裂さくことが可能だろう。大きな口に並ぶ牙きばは、猛もう獣じゆうのそれ。しかし、目には確かな知性を宿している。

　最強生物、ドラゴン。

　全盛期の魔王軍でさえもその姿を見ただけで即そく座ざに撤てつ退たいの判断に至ったと言われる、ほとんど伝説上の存在だ。様々な文ぶん献けんに書かれている内容から察するに、都市の一つや二つ消し飛ばす程度彼かれらにとっては大した労でもあるまい。

　それでも。

　それでも、メイは希望を失わなかったことだろう。国民たちを避ひ難なんさせ、鼓こ舞ぶし、自ら戦線の先頭に立つことも厭いとわなかったに違ちがいない。

　現れたのが、ドラゴン一体だけだったならば。

　見上げた先では大小様々な――といっても小さい個体でもその体長は人間の数倍、大きい個体は小山ほどもある――無数のドラゴンが、空を覆わんばかりに飛び回っているのだ。

　メイは、ただ呆ぼう然ぜんとその光景を見上げるとしか出来なかった。なぜか、自然と口元に笑みが浮かんでくる。本当に絶望すると人は勝手に笑みを浮かべるものなのだな、などとどうでもいいことをぼんやりと考えた。

　どれほど、そうしていただろうか。

　気が付くと、一体のドラゴンが降下してきていた。

　その姿は、無数のドラゴンの中でも一ひと際きわ立派に見える。格別大きいわけではない。しかし銀色の鱗は太陽の光を反射して神こう々ごうしいまでに輝かがやき、同じ色の瞳ひとみには他のドラゴンに比しても一層高い知性が感じられた。

　ズシン、と大きな音を立てて銀色のドラゴンが謁見の間に降り立つ。百人は優に収容できる謁見の間が、随ずい分ぶん窮きゆ屈うくつになったように感じられた。その銀の瞳によって見下されると、それだけでメイの身は竦すくんで欠片かけらも動かせなくなる。

　しかしその横で、まるで散歩に出るかのように一歩踏ふみ出だす者がいた。

「よ――」

　気安げに手を上げたキリが、何と言おうとしたのかはわからない。

　ゴウッと轟ごう音おんを伴ともない、その巨きよ体たいからは信じられないほどの神速で動いた銀色の尻尾しつぽがキリを吹き飛ばしたから。謁見の間の床を物もの凄すごい勢いで削けずりながら吹き飛び、そのままキリはまだギリギリ無事だった部分の壁を突き破やぶって消えていった。

「ぃ……」

　キリの名を呼ぼうとしたメイの口からは、掠かすれた音しか出なかった。いつの間にか、口の中がカラカラに乾かわいている。キリの事を心配しているのか、ただただ恐きよう怖ふしているのか、自分の中に宿っている感情が何なのかすら理解できなかった。

「いいご挨あい拶さつじゃねぇか」

　ほとんど間を置かず、自分の身体が開けた壁の穴から再びキリが姿を現す。その衣服は土つち埃ぼこりにまみれていたが、どこか怪我けがをしているような様子はなかった。

「そんじゃ、こりゃお礼だ」

　ニッ、とキリは獰どう猛もうな笑みを浮うかべる。

「おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、キリが銀色のドラゴンに向けて疾しつ駆く。

　迎むかえ撃うつつもりなのか、ドラゴンはカパッと大きく口を開けた。

「第二四六階位魔ま法ほう、《輝ける黄金の奇き跡せき》！」

　とんでもない量の魔力が集中し、キリの右手が輝く。

「第二五二階位魔法、《深き漆しつ黒こくの堆たい積せき》！」

　次いで左手に、それ以上の魔力が。

「そして、これが……」

　両手に強きよう烈れつな輝きを携たずさえ、跳とぶ。

「第二五五階位魔法！」

　ドラゴンの口の真正面で、一いつ瞬しゆん滞たい空くう。

「《愛いとしき純白と流るる母の舞ぶ踏とう》！」
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　三つ目の、そしてこれまでで最大の魔力の光が、直接ドラゴンの口の中に生じた。

「食らえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　ほとんど同時に、両手の光もドラゴンの口の中へと放り込まれる。バクンと、三つの光を宿したままドラゴンが口を閉じた。すれ違う形で、キリはドラゴンの足元に着地。

　直後、ドラゴンの口がボフンと膨ふくれ、歯の隙すき間まから凄すさまじい光が漏もれ出した。そんな中で、ゆっくり……しかし着実に、ドラゴンは魔法を咀そ嚼しやくするかのように口を動かし。

　ゴクン。

　何かを飲み込む音が響いた。

「そん、な……」

　その光景を見たメイの絶望たるや、先ほど無数のドラゴンを目もく撃げきした時以上だ。

　それでもキリならばどうにかしてくれるのではないかという希望にどこかで縋すがっていたのだと、今いま更さらながらに自覚する。しかし、その希望もここに潰ついえた。なにせ、キリが使用できる最高位だという第二五五階位の魔法でさえ通じなかったのだ。それどころか、ドラゴンはその魔法を飲み込んでしまった。満足げにゲップまでしている始末である。

（……………………ん？）

　そこでふと、メイは心中に引ひっ掛かかりを覚えた。

（確かに、世界を滅ほろぼすって言われても納なつ得とく出来るような魔力量だったけど……上階位魔法になるほど普ふ通つうの戦いには使えない……って、言ってたような……？）

　思い出すのは、出会った初日の夜。キリに、上階位魔法について聞いていた時の事だ。

（というか《輝ける黄金の奇跡》って、あの時に使った魔法よね……？）

　その時に何が起こったのだったか、メイが思い出す前に。

《ぬははは！　相変わらず、キーりんのマヨソース丼どんは最高であるな！》

「んはは！　だろ？　それよりデっちん、わざわざサンキューな！」

《ぬははは！　構わん構わん、我とキーりんの仲であろう！》

「んはは！　そう言って貰もらえると嬉うれしいぜ！」

　ドラゴンとキリが、互たがいに笑い合った。ドラゴンが笑うというのも妙みような話だが、目を細め牙の並ぶ口を歪ゆがめたそれは、どう見ても笑え顔がおだ。

「………………は？」

　信じがたい光景に、メイはあんぐりと口を開けた。

　王女にあるまじき間ま抜ぬけ面を晒さらすこと数秒、メイの頭がようやく再度回転し始める。

「え、っと……キリ……？　もしかして、その……ドラゴン、様？　と、お知り合い……なの、かしら……？」

　言いながら、随ずい分ぶんと滑稽な言葉だと思った。ドラゴンと人の交流など、今時子供でもお伽とぎ話ばなしの中での出来事でしか無いと知っている。

「あぁ、前にちっと友好を深める機会があってね」

　しかし、キリから返ってきたのはあっさりとした肯こう定ていだった。

「いや、でも、その……さっき、尻尾で思いっきり吹き飛ばされて……」

「ん？　ありゃ、デっちん流のお決まりの挨拶だぜ？」

　――いいご挨拶じゃねぇか。

　確かに、そんな事を言っていたなと思い出すメイである。

「あの、でも、キリも魔法で反はん撃げきを……」

「わざわざ来てもらったんだからな。お礼の一つもしないと」

　――そんじゃ、こりゃお礼だ。

　確かに、そんな事を言っていたなと思い出すメイである。

「は、え……？　だって、魔法を口の中に……」

「だから、魔法で生成した食いもんを直接デっちんの口の中に放り込んだわけじゃん？」

　――食らえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！

　確かに、そんな事を言っていたなと思い出すメイである。

「あれそんな直接的な意味だったの!?」

　ようやく全容が見えてきた気がして、メイの頭も回転数を取とり戻もどしてきた。

「そういえば、《輝ける黄金の奇跡》って……」

「そ。マヨネーズを生成する魔法」

「じゃ、じゃあ他のは……？」

「《深き漆黒の堆積》がウスターソースを生成する魔法で、《愛しき純白と流るる母の舞踏》がホカホカの炊たきたて白米を生成する魔法な」

「……それで？」

　メイの目は、今や完全に胡う乱ろんげなものとなっていた。

「それらを合わせると、俺的究極のずぼらメシであるマヨソース丼が完成するのだ！」

　誇ほこらしげにキリが胸を張る。

《うむ、最高の一品である！》

　銀色のドラゴンも、その長い首を上下させて頷うなずいていた。

「えっと、それじゃ結局……」

　恐る恐る、メイは銀色のドラゴンを見上げる。

「この、ドラゴン様は味方だと思っていいわけね……？」

《うむ。ディービッツと言う。よろしく頼たのむぞ、キーりんの知ち己きよ》

「はぁ。わたくし、メイ・スキュールと申し……ま、す……？」

　言葉の途と中ちゆう。

　遅おくれて、何かとんでもない単語を聞いた気がしてメイの語ご尾びは疑ぎ問もん符ふ混じりとなった。

「え、ディービッツ……!?　って、あの、《神かみ喰くい》……!?」

　それは、神話の中に登場する存在の名だ。

《それは違うぞ、メイ・スキュール》

「あ、なんだ、はは……そうですよね……」

　引きつった笑みを浮かべながらも、メイはホッと安堵の息を吐いた。ドラゴンでも命名の際に神話から名前を借りたりするのだろうか、などと関係のない思いを馳はせる。

《確かに我はそう呼ばれる存在ではあるが、実際には神を喰ったわけではないからな》

「やっぱり《神喰い》のディービッツなんじゃない!?」

　結局、安堵の吐き損であった。

《キーりんと同じく、気軽にデっちんと呼んでくれて良いぞ》

「軽いわね《神喰い》!?」

　許容出来る限界量を超こえ、メイはついに銀色のドラゴン……ディービッツに向けて普通にツッコミを入れ始めていた。

　というか、どこかで見たノリだ。類は友を呼ぶのか。

「ふぅ……ふぅ……ふぅ……すー、はー、すー、はー」

　深呼吸して、気持ちを落ち着ける。

　納得しかねる点は非常に、非常に多いが、それでもまずはこの事態についての収しゆう拾しゆうを図はかるべきだと考えたからだ。

「それじゃあ、こちらのディービッツ様……」

《デっちんと呼んでくれて良いぞ》

「ディービッツ様を始め、あのドラゴンの群れはキリが呼んだということなの？」

　口を挟はさんできたディービッツの事は無視して話を進める。ディービッツがどことなく寂さびしそうに見えるのは気のせいだと思うことにした。

「あぁ、デっちんに口利きいて貰ってな。近くのドラゴンをちっと呼んで貰ったんだ」

《うむ、我はドラゴンの王であるからな。世界中のありとあらゆるところ全てのドラゴンに対して招集をかけたぞ》

　得意げにディービッツが頷く。何やら意思伝達の段階で割と重要な齟そ齬ごが発生しているのではないかという懸け念ねんが生まれたが、それも気のせいだと思い込むことに。

「……なんでまた、そんなことを？」

　今は、何よりもその質問への回答が重要だから。

「いやー、国民の皆みなさんも王家への不安と不信感を募つのらせてるだろうと思ってね。ここはいっちょ、ガッツリ人心を掴つかむためにさー……」

　ニッと笑うキリに、メイはこれまでにないほど嫌いやな予感を覚えた。










　その日、王都はまさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんといった様相を呈ていしていた。

　最初に異変に気付いたのは、公開処しよ刑けいを見るため王城前に集まっていた者たちだった。元から不安そうだった彼かれらの表情を更に不安げにさせたのは、王城からいきなり飛び出した巨大な炎ほのおの奔ほん流りゆう。炎の後には、無残に破は壊かいされた王城の一部を見て取ることが出来た。

　続いての異変は、その破壊された王城の中で風の刃が渦うず巻まいたり氷の槍やりが飛び交かったり極ごく太ぶとの稲いな妻ずまが落ちたり、といった事象が目まぐるしく発生したことだ。何か新たな事象が生じる度たびに、それを見守る人々はビクッとなった。

　だが逆に言えば、そこまではビクッとなる程度で済んでいたのである。なんだったら、次に何が飛び出してくるのかとワクワクした調子で笑っているような者までいた。

　しかし最後の異変を前に、笑える者など誰だれ一人ひとりとして存在しなかった。

　なにせ、ドラゴンだ。

　単体ですら、気まぐれに都市を灰かい燼じんに帰すことが出来る存在。にも拘かかわらず、それが空を覆わんばかりの数舞まっているのである。そんなもの、悪夢以外の何物でもない。

　ある意味。その時、王都に住む人々の心はかつてないほど一つになっていたと言えよう。

　圧あつ倒とう的てきな絶望を前にした時、人に出来るのは神に祈いのることだけだ。だからこの時ばかりは、誰もが祈った。普段は神についてなど意識したことすらないような者も、積極的にその存在を否定していた無神論者も、神をも恐れぬ大罪を犯おかしていた悪党でさえも。

　けれども、正直なところ大部分の者が心のどこかで悟さとっていた。神に祈ったところで、状況が好転することなどないだろうと。そんな奇跡は、物語の中にしか存在しないのだと。

　だが、しかし。

　奇跡は、そこに存在した。

　奇跡は、少女の形を取っていた。

《落ち着いてください、皆さん》

　それは、頭に直接響くような不思議な声だった。

　けれど、なぜか誰もがその発生源がどこなのかすぐに察することができた。

　その声は、王城の崩くずれた一角から姿を現している少女が発したものなのだと。

　王城付近にいる者はもちろん、王都の端はしにいる者でさえなぜかその姿をハッキリと視し認にんすることが出来た。多くの国民が、こんな時にも拘わらずその美しさにほぅと溜ため息いきを吐つく。

《私は、メイ。第八王女、メイ・スキュールです》

　そして、彼かの女じよの言葉にざわめいた。

「王女……前王様のか……？」

「そりゃそうだろ、ミック様にあんな大きな娘むすめがいるかよ」

「けど、なんで前王様の王女様が？　今日、処刑されるんじゃなかったのか……？」

　ざわめきの内容は、概おおむねそういったものだ。

《悪あしき王は、去りました》

　ざわめきが大きくなる。

「悪しき王……？　誰の事だ……？」

「ミック・サーヴァ様か……？」

「けど、魔王殺しの英えい雄ゆうだぜ……？」

　人々の口調は、戸惑い混じりだ。

《英雄ミック・サーヴァは、魔王を打だ倒とうした際にその身を魔王に乗っ取られていました》

　更に、ざわめきが大きくなる。

《そして、英雄に成り代わった魔王は新たな王を名乗りこの国の転てん覆ぷくを企たくらんだのです》

　悲鳴が、あちらこちらで上がった。魔王軍の侵しん略りやくが止やんで随分と経たってはいるものの、未いまだ語かたり継つがれる魔王の存在は人々にとって恐怖の象しよう徴ちようそのものである。

《けれど、安心してください》

　その声は、不思議と人の心を落ち着かせる力を持っているように思われた。

　ざわめきが、少し収まる。

《この国を憂うれい、悪しき王を打倒せんと集ってくれた者たちがいます》

　かと思えば、その言葉にざわめきは再び、そしてこれまで以上に大きくなった。

　――まさか。

　そんな言葉が飛び交う。

　人々が固かた唾ずを呑のんで見守る中、城の奥おくから大きな影が姿を現した。

　雄ゆう大だいで、聡そう明めいそうな。そして、神々しいまでに輝く銀色の身体からだを持つドラゴンだ。

　ざわめきが、最高潮に達した。

《悪しき王は、ドラゴンたちによって退けられました》

　メイ王女の言葉が終わると同時、銀色のドラゴンが咆ほう哮こうを上げる。

　呼応するように、空を舞うドラゴンたちも一いつ斉せいに咆哮を上げた。

　空気がビリビリと震える。

　本来であれば、世界の終わりを思わせる恐怖の光景。

　しかしこの時この場に限っては、恐怖を抱いだく者など誰一人として居なかった。

　誰もが新たな国の誕生を予感して、高こう揚ようし心しん酔すいしていたのである。

《皆さん》

　弧こを描えがくように飛行するドラゴンたち。彼らが描く円の中心は王城であり、そこにいるのは銀色のドラゴンと、光が集中しているかのように輝いて見えるメイ王女だ。

　その光景は、まるで神話の一幕のようだった。

《ドラゴンと共に、私達たちの新たな道を歩み始めましょう》

　歓かん声せいが、爆ばく発はつする。

　誰もが、この国の安あん寧ねいを確信した。

　誰もが、この国の繁はん栄えいを疑わなかった。

　誰もが、この国のために生きようと決意した。

　今日この時、確かにバーキャ王国は新たな国として生まれ変わったのである。










　なお、余談ではあるが。

　一見微笑に見えるメイのそれが半笑いであったことを知っているのは、メイの傍かたわらにいるディービッツと。

「主演：メイ・スキュール、助演：ディービッツと愉ゆ快かいなドラゴンたち、脚きやく本ほん・演出：高たか関ぜき桐きり……ってところかな」

　ディービッツの陰に隠かくれて、そんな風にほくそ笑むキリのみであった。







第七章　希望を願ずる彼方かなた様







　聖ドラゴン事変（当日の昼ひる頃ごろにはその名で国民の間に定着していた）から一夜明けて。

「いやー、この国も安あん泰たいだな」

「なにせ、龍りゆうの姫ひめ君ぎみ様がいるものな」

「しかし美人だったなー、龍の姫君様」

「あぁ、息子むすこの嫁よめに欲ほしいもんだ」

「はっはっは、そしたらドラゴン様も付いてきてくれるかもな」

「そりゃあ泥どろ棒ぼうの心配もなくなるな」

　そんな風に笑い合う二人の男の傍そばを通って、桐きりとエイムは王都を囲む外がい壁へきの門に向けて歩いていた。内容に多少の差異はあれど、王都は今や『龍の姫君様』の話題で持ち切りだ。言うまでもなく、その単語が指すのは第八王女メイ・スキュールその人である。

「みんな、メイさんのこと話してるですね！」

　桐を見上げ、エイムが楽しそうに笑う。

「んはは、姫さんも鼻が高いだろうさ」

　桐は、いつものいかにも軽けい薄はくそうに見える笑みを浮かべていた。

「もし本気でそう思ってるんだったら、是ぜ非ひ代わってほしいものね」

　横合いから、そんな声が割り込んでくる。

　門の脇わきに寄より掛かる、目ま深ぶかにフードを被かぶった人物が発声源だ。

　件くだんの人物が、軽くフードを上げて顔を見せた。美しい金きん髪ぱつがさらりと一ひと房ふさ溢あふれ出でる。ブルーダイヤモンドを思わせる碧あおい瞳、それを有する目の下には色いろ濃こい隈くまが出来ていた。

　そこに渦か中ちゆうの人物がいることを桐は常に展開している《周しゆう探たん》により既すでに知っていたが、エイムは驚おどろきの表情だ。

「メイさ……！」

「しっ！」

　喜色を浮かべてその名を叫さけぼうとしたエイムの口を、メイが慌てて押おさえる。

「私が城下に出てるって知られたら、大おお騒さわぎになっちゃうから……」

　メイに小声で言われて、エイムはコクコクと頷くことで了りよう解かいを示した。ホッとした表情で、メイがエイムの口から手を離はなす。

「んはは、すっかり人気者だな」

「誰だれのせいよ……」

　メイが半目で桐を睨にらんだ。言葉の割にほとんど恨うらみの色がないのは、例の一件が王家の求心力を抜ばつ群ぐんすぎるほどに高めた事実を認めているからか。

「んで？　時の人がこんなとこで何してんだ？　見送りにでも来てくれたのかい？」

「いいえ」

　メイは、ゆっくりと首を横に振った。

「謝礼を渡わたしに来たのよ。アナタたち、昨日はいつの間にかいなくなってたし」

「んはは、流石さすがにあのドタバタの中に居い座すわるほど肝きもが太くはねーよ」

「いや、アナタの場合はそんなこともないと思うけれど……」

　メイは半笑いを浮かべているが、昨日あの後、城中がひっくり返るような慌ただしさに包まれたのは事実である。なにせ王族の救出や半壊した謁見の間に対する応急処置、議会の立て直しなど火急の案件は山のようにあったのだ。

　ちなみに、桐たちが姿を消すのとほぼ時を同じくしてドラゴンの群れも方々へと散っていった。ドラゴンが舞ったままでは落ち着くまい、というディービッツの計らいである。気き遣づかいの出来るドラゴンだ。

「つーか、俺おれはあの人への借りを多少なりとも返しただけだから。謝礼とかいらねーよ」

　その言葉に対して、メイは何か言いたげなのをグッと堪こらえたような表情となった。

「……アナタがそう言っても、これだけの事をして貰って何のお礼も無しじゃ王家として顔が立たないのよ」

　果たして、それが本当に彼女の言いたかったことなのかはわからない。

「ま、そう言うなら受け取るのも吝かじゃねーけどさ。謝礼って何よ？」

　差し当たり、桐はメイの姿を一通り眺ながめる。少なくとも大きな荷物はないようで、あるとすればローブの中に収まる程度のものか、あるいは形のないものだろうと推測された。

「爵しやく位いとかならいらねーぜ？　めんどくせーから」

「私も、アナタたちをこの国に縛しばり付つける気なんてないわ。なんか、利点より厄やつ介かい事ごとの方が多くなりそうな気がするし……」

　後半は小声で、何を想像したのかメイが浮かべるのは大層微び妙みような表情だ。

「そうじゃなくて、謝礼って言うのはね……」

　そこで少し迷うように間を空けた後、メイはニッと笑った。

「喜びなさい、この私自身よ！」

　ドヤ顔である。

　実に見事なドヤ顔であった。

　自身の胸辺りを手で指す体勢と共に披ひ露ろうされたドヤ顔を、桐は真顔でじっと見つめる。

　エイムが、不思議そうに二人の顔を見比べていた。

「……ちょっと、何か言ってくれない？」

　しばらくして、体勢はそのままにメイが顔を赤くして唇くちびるを尖とがらせた。

「すまん、ちょっと何て言っていいのかわからなかった」

「素すで返されると余計に恥はずかしいんですけど……」

　桐が真顔のまま謝あやまると、メイの顔がますます赤くなる。

「で、なに？　結局奴ど隷れいとして売られる覚かく悟ごが決まったってことでいいわけ？」

「いいわけないでしょうが。それなら普通に現金渡すわよ。そうじゃなくてね……」

　言いにくそうに、メイはモジモジと手を交差させていた。

「……ごめんなさい、謝礼というのは半分嘘うそ」

　その目は桐とエイムの間を行ったり来たりしたり急に伏ふせられたりと、忙せわしない。

「貴族院の人たちなんかは、割と本気でそれが謝礼になるって考えてる節がある気もするけど……私としては、これはお願いなの」

　そして、メイは表情を引き締しめた。

「私を、アナタたちの旅に同行させてください！」

　と、勢いよく頭を下げる。

「わぁい！　ボクも、もっとメイさんと一いつ緒しよにいたいです！」

「しゃあねぇな！　いいよ！」

「そんなあっさりと!?」

　エイムが諸もろ手てを上げて喜びを表現し、ノータイムで桐が承しよう認にんした結果、メイが驚きよう愕がくの表情となった。

「アナタ、エイムちゃんが言ったからって……いいの？」

「別に、俺としても特段断る理由も無いし」

　本心からの言葉である。

「あぁ、そう……そう」

　拍ひよう子し抜ぬけした様子ながらも、メイは安あん堵どの笑えみを浮かべた。

「てか、そっちこそいいわけ？　姫さん、マジで時の人じゃん？」

　そんな彼女へと、逆に問う。

「だからこそよ……」

　何を思い出したのか、メイがげんなりとした表情となった。

「魔法を使えないって欠点よりその名前による利点の方が大きくなったから、婚こん約やくの申し込みが殺さつ到とうして政争の種になる未来しか見えないし。そしたら、呪のろいの力についてもいつバレるとも限らないし。扱あつかいに困るっていうか、本人は国内にいなくてただの虚きよ像ぞうとして扱う方が平和っていうか、ぶっちゃけ体のいい厄やつ介かい払ばらいっていうか……」

　はは、とメイは乾いた笑みを浮かべる。

「ほーん？　けど、なんで俺たちなわけ？　護衛付けて旅するなり、元いた……学園都市だっけ？　そこに戻ってもいいんじゃねーの？」

「それは……」

　言葉を探すように、メイは少しの沈ちん黙もくを挟んだ。

　それから、ふと何かを思いついたような表情に。

「だって、弟で子しにしてくれるって言ったじゃない？」

　イタズラっぽい笑みと冗じよう談だんめかした声こわ色いろで、出会った初日に交わした約束とも言えないような言葉を引っ張り出す。

「別に、それは構わんけど」

　けれど桐があっさりと頷くと、メイはパチクリと目を瞬またたかせた。

「……いいの？」

　肯定されるとは全く思ってもみなかった、とでも言いたげな表情である。

「言ったろ？　俺自身、姫ひめさんがどこまで行けるのかには割と興味があるんだ」

　軽口の応おう酬しゆうではあったが、あの時の言葉に嘘はなかった。

　彼女がどこまで強くなれるのか、なるつもりなのか。

　この真まっ直すぐな少女がどこに至るのか、見てみたいと思っている。

　きっと桐とも、そしてあの人とも、違う場所に辿たどり着つくのだろうと確信しているから。

　彼女の成長を間近で見られるというのならば、是非もない。

　それに今回の件といい、彼女は真っ直ぐすぎるがゆえにどこか危あやうさを内包している。近くに、その点についてフォロー出来るような誰かがいてくれればいいと感じていた。桐自身が、そのポジションをこなすというのも良いいだろう。

　諸もろ々もろ考えると、メイの同行自体は桐としてもむしろ望ましいものであると言える。

　エイムのついでに、多少鍛きたえてやるのも吝やぶさかではない。

　だが、それはそれとして。

「だからまぁ、それはいいんだけどさ」

　桐は話を元に戻すことにする。

「結局、姫さんが俺らと一緒に来ようとする理由は何なわけ？」

　先ほどのメイの回答は、元々冗談のつもりだったはずだ。

　ゆえに桐のその疑問は、未だ答えを得ていない。

　同行させるのは良いとしても、その意図はきちんと確かく認にんしておきたかった。

「そうね……」

　再び言葉を探すように、メイは視線を彷徨さまよわせる。

「野心を持った人がどこに潜ひそんでるかわからないし、その点アナタたちならそういうのがないってわかってる上に、国一番の護衛を付けるよりよっぽど安全で…………いいえ」

　歯切れの悪い言葉を打ち切って、メイは首を横に振ふった。

「そんなのは、全部副次的な理由ね」

　そして、真しん剣けんな表情で真っ直ぐ見つめてくる。

「本音は、私自身がアナタたちと一緒にいたいと思っているから」

「だから、なんでよ？」

　再度の桐の問いに対して、一つ深呼吸を挟はさみ。

「私は、アナタにも好きになってほしいの」

　桐と真正面から向き合い、メイはそう言い切る。

　その言葉に、桐は正直なところ結構面食くらった。

「え、それは姫さんのことをってこと？　それなら、今も割と好きだけど？」

「……？　……ん……？　ふぁっ!?」

　不思議そうに首を傾かしげた後、メイの顔は一瞬で先ほど以上に真っ赤に染まった。

「でなきゃ、バーキャの王族ってだけじゃ流石にここまではしなかったしにゃあ」

　メイの様子に構わず、桐は言葉を続ける。

　やはり、その言葉にも嘘はない。

　最初はあくまで、あの人の子孫としか見ていなかった。

　あの人に護まもられてばかりだった自分が、だから今度こそは護ろうと思っただけだった。

　そんなものは恩返しにも罪つみ滅ほろぼしにもならないと、もちろん知りながら。

　けれど。

「美人が嫌きらいな男なんてあんまいないと思うしさー。それでなくとも、ハンデ抱かかえてても真っ直ぐだし、前向きだし、努力家だし、誰かのために心を動かせるし、媚こびないけど礼れい儀ぎは弁わきまえてるし、お姫ひめ様さまの割に自活力あるし、ツッコミ冴さえてるし。魅み力りよく的てきだと思うぜ？」

　今はそんな風に、彼女自身の魅み力りよくを沢たく山さん知ったから。

「ちょ、ちょっと待って！　一いつ旦たん待って！」

　指を折りながら長所を数え上げる桐に対して、メイは両手を突つき出しストップをかけた。

「まぁちっと自己犠ぎ牲せいの精神が強すぎるけど、それも王族のサガってやつ？　もうちょっと程度は抑おさえた方がいいとは思うけど、基本的にはそういうとこも好きだよ」

「だから、ひとまず止やめて!?」

　これ以上ないほど顔を赤くしたメイは、グルリと身体を反転させて桐に背を向けた。

「おおおお落ち着きなさいメイ・スキュールあんな褒ほめ言こと葉ば数えきれないくらい言われてきたじゃないの慣れっこじゃないのないのあぁぁぁぁぁぁぁぁけどいつもは何とも思わないのにどうしてこんなにドキドキしてるの鎮しずまりなさい鎮まれ私の心臓……！」

　頬ほおをパタパタと叩たたきながら、小声で何やらブツブツと捲まくし立たてている。

「ボクもメイさんのこと、好きです！」

「あ、ありがとう、エイムちゃん……」

　再び振り向むいてエイムの頭を撫なでるその顔からは、ようやく赤みが引いてきていた。

「い、今のは私の言い方が悪かったわ」

　それでもまだ十分に赤いままで、メイは仕切り直すようにコホンと咳せき払ばらいする。

「私は、アナタにも……この世界の事を、好きになってもらいたいの」

　再び、真っ直ぐな視線が桐を射い貫ぬいた。

「アナタの気持ちはわかる……なんて言うつもりはないわ。きっと私なんかじゃ想像も出来ないような想おもいを抱えてきたんだと思う」

　碧色の瞳ひとみに映った自分の顔を見つめながら、桐は黙だまってメイの言葉を聞く。

「アナタにとってここは異世界で、いつかは別れるものなのかもしれないけれど……けど、だからといって大切なものを何一つ持たずに終わるなんて、それって寂しいと思うの」

　だから、とメイは続けた。

「私はアナタに、この世界のことを好きになって欲しい。この世界で沢山大切なものを作って、最後の時は思いっきり泣いて、それから」

　そして、彼女は柔やわらかく微笑ほほえむ。

「笑って、お別れしてほしい」

　その笑顔が、かつて見た誰かのものと重なった。

「そのために、私がこの世界のいいところを沢山教えてあげたいの」

　懐なつかしい気持ちと共に、桐は自身の口元が自然と笑みを形作っていくのを自覚する。

　なんとなく気き恥はずかしくなって、メイとすれ違ちがうように歩き出だした。

　当たり前のように付いてくるエイムの頭を、何とは無しに撫でる。見なくても、太陽のような笑みでこちらを見上げているだろうことは容易にわかった。

「キリ！」

　後ろから、呼びかけてくる声。

「俺は、この世界のことが嫌いだよ」

　背中越ごしに答える。

「……でも、ま」

　歩きながら顔だけで振り返かえると、メイはグッと唇を噛かみ締めていた。

「昔は、好きだった」

　そう。

　かつては桐も、この世界のことが好きだった。

　辛つらいことも沢山あったけれど、それ以上にこの世界のいいところを沢山知っていた。

　それを、教えてくれた人がいたから。

「だから」

　それを無くして、好きなものも全部なくなったと思っていたけれど。

「誰かさんが、その時の気持ちを思い出させてくれる……なんてことも、あるかもな」

　再び前に向き直る直前、メイの表情が輝かがやくのが見えた。

　桐自身、今の自分がどちらを望んでいるのかはわからない。

　けれど、前方に伸のびた自身の影かげを見て思う。

　かつて、そこに並ぶ影は三つあった。

　魔ま王おうとの戦いで一つ減って、桐がもう一つを置き去りにした。

　三百年間、一つだけだった。

　三年前、エイムを拾って二つになって。

　今また、三つ並んだそれを見て。

　――悪くはない。

　そう思って、桐は笑った。







[image: ]







あとがき







　どうも、はむばねです。

　初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。

　……と、新人賞受賞作らしからぬ書き出しのあとがきですが。ご安心ください、本作は間違いなく第11回ＨＪ文庫大賞の『銀賞』受賞作でございます。

　ただ、もしかしたらご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、この作者は実のところいくつかの出版経験があり、ガチの新人とは言えない者でございまして。新人らしい初々しさを求めて読まれている方、大変申し訳ございません。




　さて、今回は結構あとがきの分量もいただきましたことですし、少々自分語りをさせていただきますと。

　はむばねという存在は元々二〇〇四年に初めて新人賞をいただきまして、それから十年ほど、細々と作家活動を続けてまいりました。未だに処女作の知名度が最も高いらしい程度に、細々とです。

　そんな感じでございましたため、むしろ十年も続けてこられた方が不思議だったのかもしれません。二〇一五年三月に刊行されたものを最後に、出版の目処が立たない状況となりました。

　しかしながらありがたいことに、新刊が出ない間も応援の言葉を送り続けてくださった方々がいらっしゃいまして。その期待に応えるためにも、いっちょもっかい一からやってやっかと決意を固めるに至った次第でございます。




　さて、ではどのように活動するかという方針を決めなければならないわけですが。

　ご存知の方も多いかと思いますが、昨今のライトノベル業界はＷＥＢに掲載されたものから書籍化される作品の数が非常に多くなっておりまして。再スタートに当たって、そちらに手を出すことも検討致しました。

　しかしながら、ＷＥＢ連載には最初から一冊分の原稿を書き上げるのとはかなり異なるスキルセットが要求されます（この辺りは、私よりもずっと詳しい方が数多く言及されているため詳しくは割愛させていただきます）。私自身にそのノウハウがないことは明らかだったため、まずは今一度新人賞への投稿を試みようと方針を固めたわけです。




　それからは、月に一本以上の長編を新人賞に投稿することを自分へのノルマと課して活動致しました（余談ですが、今って毎月何かしらの新人賞の締め切りがあるんですね。かつて投稿してた頃は、もっと疎まばらだったと思うのですが）。

　それから、各選考過程を通ったり落ちたりしながら一年が経過しようとした頃にいただいたのが、第11回ＨＪ文庫大賞『銀賞』受賞のご連絡でした。そろそろＷＥＢへの移行も検討すべきか……とも思い始めていた頃でしたため、嬉しさと安堵が胸を占めたのを覚えております。




　そして、その時の受賞作が本作『カンスト勇者の超魔教導〈オーバーレイズ〉～将来有望な魔王と姫を弟子にしてみた～』（受賞時タイトル：『育魔勇者』）でございます。

　これまでに書いてきた作品の中でも最高傑作に仕上がったと自負しておりますので、（最初にあとがき読む派の方は）是非ともお読みいただけますと嬉しいです。既に本編読了後の皆様におかれましては、お楽しみいただけたならば幸いであります。

　……作品に触れるまで、めっちゃ長かったな……。




　なお、一連の応募にて実は本件以外にも、ジャンプ小説新人賞16 Ｗｉｎｔｅｒ小説フリー部門にて『銀賞』、第30回ファンタジア大賞にて『金賞』をいただいておりまして。そちらもいずれ刊行されると思いますので、よろしければお手にとっていただけますと幸いでございます。




　とかとか書いているうちに地味に残りスペースが少なくなって参りましたので、謝辞に入らせていただきます。

　ようやく新人賞受賞作らしいあとがきになってきましたね。




　イラストをご担当いただきました、青乃純尾様。私は頭の中にイメージを抱きながら書くタイプではないのですが、イラストを見た瞬間に「あー、これだわー。完全にこのイメージだったわー」と無かったはずのイメージが即座に結ばれました。イラストが上がってくる度に、テンションがガン上がりしております。素晴らしすぎるイラストの数々、本当にありがとうございました。

　本来の意味での新人ではないにも関わらず本作を選んでいただきました、ＨＪ文庫大賞審査員の皆様。今一度自分の作品を世に出すチャンスをいただけましたこと、心より御礼申し上げます。

　最も近くで共に本作を作り上げていただきました、担当のＴ様。本作はかなり後の方の行程まであれこれ修正と確認をお願いしておりましたが、最後までしっかりとご対応いただきましてありがとうございました。

　度々の『執筆合宿』にお付き合いいただいております、小若菜モトカ様、隆様。本作を執筆するに当たっても合宿の場での実績が多くの割合を占めておりまして、本作を世に出すことが出来ましたのもお二方のおかげです。いつもありがとうございます。

　ずっと変わらぬ応援いただいております、あのこ様。先行きの見えない状況にて、貴方の言葉はいつも非常に大きな支えとなっておりました。大変長らくお待たせすることになってしまいましたが、本作お楽しみいただけますと幸いです。

　前職場の同期にして現上司（？）、ふくし氏。月一本以上の長編投稿という活動を行えたのは、かなり自由に時間を使える環境にあったというのが非常に大きいです。前職場であれば、間違いなく物理的に無理だったでしょう。会社の立ち上げにお誘いいただき、ありがとうございました。いつも応援いただき、感謝です。




　お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐縮ですが、本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様、本当にありがとうございます。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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